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東京都公文書館における評価選別─現状と課題

宮
　
島
　
砂
　
織

東
京
都
公
文
書
館
に
お
け
る
評
価
選
別
│
現
状
と
課
題

　
　
は
じ
め
に

以
下
の
内
容
は
、
東
京
都
公
文
書
館
に
お
け
る
文
書
管
理
の
実
態
を
踏
ま
え
た

評
価
選
別
の
一
例
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
改
善
案
等
は
現
状
で
の
私
個
人
の
考
え
で

あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
一
　
評
価
選
別
の
開
始
に
至
る
ま
で
の
変
遷

　
東
京
都
公
文
書
館
事
業
の
開
始

東
京
都
公
文
書
館
は
、
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
日
に
都
政
史
料
館
と
総
務
局
総

務
部
文
書
課
の
機
能
の
一
部
が
統
合
し
開
設
さ
れ
た
。
都
の
公
文
書
や
庁
内
刊
行

物
な
ど
を
系
統
的
に
収
集
・
保
存
し
、
こ
れ
ら
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
と
と
も

に
、
都
に
関
す
る
修
史
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

都
政
史
料
館
は
、
明
治
か
ら
綿
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
史
料
編
さ
ん
事
業
と
、

東
京
府
及
び
東
京
市
の
公
文
書
の
保
存
事
業
と
を
一
元
化
す
る
た
め
、
昭
和
二
七

年
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
都
政
史
料
館
は
公
文
書
の
収
集
・
保
存
・
閲
覧
と

い
う
本
来
の
機
能
を
果
た
す
に
は
、
機
構
や
施
設
な
ど
が
極
め
て
不
十
分
な
状
況

で
あ
っ
た
。
一
方
、
文
書
課
に
お
い
て
も
、
年
々
増
加
す
る
公
文
書
等
の
集
中
保

存
と
効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
、
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
組
織
の
再
編
が

必
要
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
三
四
年
に
は
日
本
学
術
研
究
会
議
が
、「
公
文
書
の
散
逸
防
止

に
つ
い
て
」
の
勧
告
を
政
府
に
行
い
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
も
必
要
な
措
置

を
考
慮
す
る
べ
き
旨
を
要
請
す
る
な
ど
、
学
識
経
験
者
等
を
中
心
に
、
文
書
保
存

の
重
要
性
を
指
摘
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

公
文
書
館
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
東
京
都
組
織
規
程
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
。
な
お
、
所
管
及
び
運
営
は
知
事
部
局
で
あ
る
。

　
文
書
管
理
規
程
・
規
則
上
の
公
文
書
館
長
の
権
限
の
変
遷

文
書
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
公
文
書
館
長
の
権
限
は
、
当
館
開
設
か
ら
大
き
く
三

回
の
変
遷
が
あ
っ
た
。

ま
ず
開
設
と
同
日
の
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
日
改
正
の
東
京
都
処
務
規
程
か
ら
、

保
存
期
間
が
長
期
の
文
書
（
以
下
「
長
期
保
存
文
書
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
引

継
ぎ
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）
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そ
れ
か
ら
遅
れ
る
こ
と
三
年
半
、
昭
和
四
七
年
四
月
一
日
施
行
の
文
書
管
理
規

程
か
ら
、
館
長
が
指
定
し
た
長
期
保
存
文
書
以
外
の
文
書
（
以
下
「
有
期
保
存
文

書
」
と
い
う
。）
の
引
継
ぎ
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
同
規
程
第
五
十

四
条
第
二
項
で
「
主
務
課
長
は
、
長
期
保
存
の
文
書
以
外
の
文
書
に
つ
い
て
、
公

文
書
館
長
か
ら
引
継
ぎ
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
文
書
を
公
文
書
館
長
に
引

き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
正

で
は
、
有
期
保
存
文
書
は
求
め
ら
れ
た
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
、
と
さ
れ
た
だ
け
で
、

評
価
選
別
す
る
た
め
に
必
要
な
仕
組
み
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
引
継
ぎ
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
十
三
年
が
過
ぎ
、
昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
施
行
の
文
書
管
理
規
程
（
全

部
改
正
）
に
よ
り
、「
文
書
管
理
カ
ー
ド
」
と
い
う
、
文
書
の
件
名
な
ど
の
情
報
が

当
館
に
送
付
さ
れ
る
制
度
が
で
き
、
評
価
選
別
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
基
本
の

制
度
は
今
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
一
二
年
一
月
一
日
に
そ
れ
ま
で
の
「
文
書
管
理
規
程
」
は
廃
止
さ
れ
、「
文

書
管
理
規
則
」
が
施
行
さ
れ
た
。
当
館
へ
の
引
継
ぎ
の
シ
ス
テ
ム
自
体
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
改
正
点
と
し
て
は
、
文
書
の
件
名
な
ど
の
情
報
の

媒
体
が
、
カ
ー
ド
と
い
う
紙
ベ
ー
ス
の
も
の
か
ら
、「
文
書
管
理
台
帳
ソ
フ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
文
書
課
の
作
成
し
た
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
に
よ
る
磁
気
情
報
に
移
行
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
　
東
京
都
公
文
書
館
の
評
価
選
別
の
現
状

公
文
書
館
の
引
継
ぎ
は
、
文
書
総
括
部
局
（
文
書
課
）
が
介
在
し
な
い
で
主
務

課
と
直
接
や
り
と
り
を
す
る
と
い
っ
た
ま
れ
な
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
。
規
則

上
本
庁
機
関
と
地
方
機
関
（
出
先
機
関
）
も
違
い
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
直
接
「
引

継
ぎ
依
頼
」
や
「
引
継
ぎ
」
が
行
わ
れ
、
分
か
り
や
す
く
風
通
し
が
よ
い
仕
組
み

と
言
え
る
。
参
考
ま
で
に
付
け
加
え
る
と
、
文
書
課
の
書
庫
は
存
在
し
な
い
。
そ

れ
に
類
似
し
た
民
間
の
保
管
委
託
倉
庫
は
あ
る
が
、
機
能
と
し
て
は
本
庁
の
各
課

の
書
庫
を
文
書
課
が
都
庁
外
に
一
括
で
借
り
て
い
る
、
と
言
っ
た
方
が
実
状
に
近

い
。
　

（
一
）
評
価
選
別
の
対
象
部
局

「
東
京
都
公
文
書
館
」
と
い
う
名
称
の
た
め
、
東
京
都
の
組
織
す
べ
て
の
文
書
が

当
館
に
引
き
継
が
れ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
引
継
ぎ
義
務
が
あ
る
の
は
、
東
京

都
文
書
管
理
規
則
の
適
用
範
囲
で
あ
る
部
局
に
つ
い
て
で
あ
る
。
平
成
一
四
年
一

月
現
在
で
の
引
継
ぎ
対
象
局
は
、
総
務
局
、
財
務
局
、
主
税
局
、
生
活
文
化
局
、

都
市
計
画
局
、
環
境
局
、
福
祉
局
、
衛
生
局
、
産
業
労
働
局
、
住
宅
局
、
建
設
局
、

港
湾
局
、
出
納
長
室
、
知
事
本
部
、
大
学
管
理
本
部
、
多
摩
都
市
整
備
本
部
、
中

央
卸
売
市
場
、
収
用
委
員
会
事
務
局
及
び
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
の
十
九
局
で

あ
る
。
よ
っ
て
評
価
選
別
の
対
象
と
な
る
の
は
こ
の
範
囲
で
あ
る
。

引
継
ぎ
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、
規
則
の
適
用
範
囲
外
の
局
、
す
な
わ
ち
他
の
規

定
に
よ
り
文
書
管
理
を
行
っ
て
い
る
部
局
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
交
通
局
、
水
道

局
、
下
水
道
局
、
教
育
庁
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
人
事
委
員
会
事
務
局
、
監

（6）

（7）

（8）

（9）
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東京都公文書館における評価選別─現状と課題

査
事
務
局
、
議
会
局
、
東
京
消
防
庁
及
び
警
視
庁
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
評
価
選

別
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
公
文
書
館
の
評
価
選
別
の
特
徴

　
原
文
書
を
見
る
こ
と
な
く
文
書
管
理
カ
ー
ド
で
評
価
選
別
を
行
う

他
道
府
県
等
の
公
文
書
館
が
行
っ
て
い
る
評
価
選
別
は
、
文
書
主
管
課
や
作
成

課
の
書
庫
に
出
向
い
て
、
廃
棄
予
定
文
書
を
直
接
手
に
と
っ
て
選
別
す
る
方
法
が

一
般
的
な
よ
う
だ
が
、
東
京
都
で
は
原
文
書
を
見
る
の
で
は
な
く
、
主
務
課
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
文
書
管
理
カ
ー
ド
」
に
よ
り
評
価
選
別
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
文

書
管
理
カ
ー
ド
の
情
報
で
、
文
書
を
残
す
べ
く
引
継
ぎ
の
依
頼
を
す
る
か
、
主
務

課
で
そ
の
ま
ま
廃
棄
し
て
も
ら
う
か
を
選
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
文
書
管
理
カ
ー
ド
と
は

東
京
都
で
は
早
い
段
階
で
文
書
に
番
号
を
付
け
る
こ
と
で
文
書
管
理
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
番
号
を
振
り
出
す
た
め
の
登
録
簿
の
役
割
を
す
る
の
が
、
主
務
課

ご
と
に
備
え
て
あ
る
文
書
管
理
カ
ー
ド
で
あ
る
。

形
態
は
縦
七.

五
�
・
横
一
八
�
の
大
き
さ
で
、
二
枚
一
組
（
複
写
式
）
五
〇
組

で
一
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
登
録
項
目
は
、「
登
録
番
号
」、「
件
名
」、「
登
録
年

月
日
」、「
担
当
者
名
」、「
保
存
期
間
」
及
び
「
分
類
記
号
」
で
あ
る
。

都
の
事
務
事
業
遂
行
上
の
意
思
決
定
は
起
案
文
書
で
行
わ
れ
る
が
、
起
案
の
際

に
は
文
書
管
理
カ
ー
ド
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
登
録
番
号
は
文
書
番
号
と

し
て
起
案
文
書
に
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
年
以
上
保
存
が
必
要
な
収
受
文
書
も
、

収
受
後
す
ぐ
文
書
管
理
カ
ー
ド
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
番
号
は
文
書

に
記
載
さ
れ
る
。

四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
そ
の
年
度
分
の
文
書
管

理
カ
ー
ド
が
、
翌
年
度
に
冊
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
各
主
務
課
か
ら
直
接
送
付
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

主
務
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
カ
ー
ド
は
、
そ
の
年
度
の
主
務
課
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

発
生
文
書
の
目
録
で
あ
る
。
こ
れ
が
（
正
確
に
は
、
そ
の
う
ち
の
保
存
期
間
が
長

期
以
外
の
カ
ー
ド
が
）、
当
館
に
と
っ
て
評
価
選
別
の
唯
一
の
素
材
と
な
る
。

た
だ
し
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
の
主
務
課
で
「
文
書
管
理
台
帳

ソ
フ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
登
録
を
行
っ
て
い
る
。
媒
体
が
紙
か

ら
磁
気
情
報
に
変
わ
り
は
し
た
が
、
文
書
管
理
カ
ー
ド
と
同
じ
流
れ
で
ほ
ぼ
同
様

の
登
録
項
目
を
入
力
し
て
い
る
。
一
部
例
外
的
に
従
前
の
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
近
い
将
来
、
文
書
管
理
台
帳
の
磁
気
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
た
も
の
で
の
選
別
が
可
能
と
な
る
。
実
際
、
平
成
一
二
年
度
分
の
登
録
情

報
は
、
文
書
管
理
規
則
第
四
十
五
条
に
よ
り
、
入
力
さ
れ
た
磁
気
情
報
が
公
文
書

館
長
あ
て
に
、
一
三
年
四
月
以
降
順
次
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。

（
保
存
期
間
別
一
覧
の
作
成
等
）

　【
第
四
十
五
条
第
一
項
】　
主
務
課
長
は
、
毎
会
計
年
度
の
初
め
に
、
第
十
六
条

第
二
項
の
表
第
二
号
、
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
文
書
管
理
台
帳
に
そ
の
直
前
の
会
計
年
度
中
に
記
録
し
た
文
書
等
に
つ
い
て
、

そ
の
第
四
十
八
条
第
一
項
の
保
存
期
間
別
の
一
覧
を
作
成
し
、
公
文
書
館
の
長
（
以

下
「
公
文
書
館
長
」
と
い
う
。）
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
注
）
第
十
六
条
第
二
項
の
表
第
二
号
＝
保
存
期
間
が
一
年
以
上
の
収
受
文
書

              
第
二
十
四
条
第
一
項
＝
起
案
文
書

（10）

（11）

（12）

12
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第
三
十
一
条
第
一
項
＝
資
料
文
書
で
保
存
期
間
が
一
年
以
上
の
も
の
又
は

供
覧
文
書
で
、
フ
ァ
イ
ル
責
任
者
が
認
め
た
も
の

　
　
　  

第
四
十
八
条
第
一
項
＝
局
の
文
書
保
存
期
間
表
に
従
っ
た
主
務
課
の
定
め

た
保
存
期
間

　
公
文
書
館
長
の
権
限

文
書
管
理
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
り
、
公
文
書
館
長
に
は

引
継
ぎ
を
求
め
る
権
利
が
あ
り
、
ま
た
主
務
課
長
は
そ
れ
に
従
う
義
務
が
あ
る
。

　
　
　
　（
公
文
書
館
長
へ
の
引
継
ぎ
）

　【
第
五
十
四
条
】　
公
文
書
館
長
は
、
長
期
保
存
文
書
以
外
の
文
書
で
公
文
書
館

に
お
い
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
主
務
課
長

に
当
該
文
書
の
引
継
ぎ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
主
務
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
文
書
館
長
か
ら
文
書
の
引
継
ぎ
を
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
文
書
が
法
令
に
よ
り
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
場
合
等
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
求
め
に
応
じ
る
も
の
と

す
る
。

（
三
）
評
価
選
別
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
　

評
価
選
別
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
主
務
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
文
書
管
理

カ
ー
ド
の
件
名
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
現
物
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

評
価
選
別
は
、
そ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
年
度
の
も
の
す
べ
て
を
、
作
成
年
度

の
三
カ
年
度
後
の
年
度
中
に
行
っ
て
い
る
。
言
い
か
え
る
と
、
三
年
保
存
の
文
書

が
廃
棄
に
な
る
直
前
の
年
度
中
で
あ
る
。
評
価
選
別
の
対
象
は
、
三
年
保
存
以
上

の
も
の
と
し
て
い
て
、そ
れ
よ
り
短
い
一
年
保
存
な
ど
は
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

第
一
次
選
別
は
、
例
年
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
五
ヶ
月
間
で
行
っ
て
い
る
。

平
成
六
年
度
か
ら
は
係
全
員
体
制
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
組
織
の

拡
大
に
よ
り
文
書
の
発
生
件
数
が
増
大
し
、
現
代
公
文
書
の
担
当
の
み
で
行
う
こ

と
が
困
難
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
平
成
一
二
年
度
は
七
人
で
行
っ
た
。
対
象
件

数
を
人
数
割
り
し
、
ベ
テ
ラ
ン
と
新
人
等
の
ハ
ン
デ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
一
人
に

数
局
割
り
当
て
て
お
り
、
原
則
と
し
て
毎
年
担
当
す
る
局
を
替
え
て
い
る
。
多
く

の
局
の
評
価
選
別
を
経
験
す
る
こ
と
で
職
員
の
見
識
を
養
い
、
選
別
の
技
術
を
向

上
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

第
二
次
選
別
は
、
例
年
一
二
月
に
、
公
文
書
担
当
の
職
員
が
行
う
。
選
別
基
準

自
体
に
は
第
一
次
選
別
と
大
き
な
違
い
は
な
く
、
過
去
に
重
要
で
は
な
い
と
思
わ

れ
た
内
容
を
外
す
と
い
っ
た
作
業
で
あ
る
。
三
人
の
担
当
が
ほ
ぼ
均
等
に
な
る
よ

う
、
か
つ
、
第
一
次
選
別
で
担
当
し
た
も
の
と
は
別
の
局
を
担
当
す
る
よ
う
、
一

人
に
平
均
七
局
を
割
り
当
て
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
は
、
平
成
九
年
度
に
作
成
さ
れ
た
す
べ
て
の
有
期
保
存
文
書
を

対
象
に
行
っ
た
。
第
一
次
選
別
で
五
九
〇
四
件
が
残
り
、
二
次
選
別
で
一
五
六
五

件
を
選
別
か
ら
除
外
し
、
そ
し
て
四
三
三
九
件
が
「
公
文
書
館
に
お
い
て
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
文
書
」
と
決
定
し
た
。
何
パ
ー
セ
ン
ト
選
別
す
る

と
い
っ
た
目
標
数
値
は
定
め
て
い
な
い
が
、
例
年
、
選
別
対
象
文
書
の
一
パ
ー
セ

ン
ト
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
　

（
四
）
選
別
基
準

　
原
則
　

選
別
は
原
則
と
し
て
「
公
文
書
等
の
収
集
基
準
大
綱
」
や
「
公
文
書
等
の
収
集

3

1
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基
準
実
施
細
目
」
を
も
と
に
行
い
、
そ
の
他
ト
ピ
ッ
ク
を
つ
か
む
た
め
に
「
都
政

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
（
東
京
都
行
政
資
料
集
録
）」、「
都
政
の
動
き
（
週
刊
と
ち
ょ
う
）」

を
活
用
し
選
別
に
役
立
て
て
い
る
。

　
実
態

選
別
に
関
し
て
は
、
現
代
公
文
書
担
当
が
過
去
の
実
績
か
ら
作
り
出
し
た
「
選

別
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
い
う
も
の
を
大
い
に
参
考
に
し
非
常
に
重
宝
し
て
い
る
。
基

準
大
綱
や
実
施
細
目
に
、
こ
の
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
加
え
た
も
の
が
、
公
文
書
館
の

実
質
的
な
選
別
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
選
別
で
判
断
に
迷
っ
た
も
の
は
、

と
り
あ
え
ず
残
す
よ
う
に
各
担
当
に
周
知
し
て
い
る
。
後
は
第
二
次
選
別
を
行
う

公
文
書
担
当
の
職
員
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。
現
段
階
で
は
、
あ
え
て
特
定
の
文

書
群
を
残
そ
う
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

選
別
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

【
選
別
の
ノ
ウ
ハ
ウ
】（
例
）

　
　
選
別
す
べ
き
も
の

　
　
　（
ａ
）
条
例
・
規
則
・
要
綱
・
要
領
・
基
準
等
の
制
定
、
改
正
及
び
廃
止

　
　
　（
ｂ
）
検
討
会
の
設
置
及
び
廃
止

　
　
　（
ｃ
）
施
設
の
設
置
及
び
廃
止

　
　
　（
ｄ
）
報
告
書

　
　
　（
ｅ
）
記
念
事
業
（
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
く
）

　
　
　（
ｆ
）
新
規
事
業

　
　
　（
ｇ
）
議
事
録

　
　
　（
ｈ
）
判
断
の
つ
か
な
い
も
の
（
第
二
次
選
別
で
判
断
す
る
）

　
　
選
別
不
要
な
も
の

　
　
　（
ａ
）
印
刷
原
議

　
　
　（
ｂ
）
通
知
文
書

　
　
　（
ｃ
）
回
答
文
書

　
　
　（
ｄ
）
定
例
的
な
業
務
（
申
請
・
許
可
等
）

　
　
　（
ｅ
）
会
議
の
開
催
通
知

　
　
件
名
の
書
き
方
で
見
る
選
別
不
要
文
書
の
例

　
　
　（
ａ
）
件
名
が
ゴ
ム
印
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
　
　

多
量
又
は
定
期
的
に
作
成
さ
れ
て
い
る

　
　
　（
ｂ
）
〜
の
実
施
な
ら
び
に
経
費
の
支
出
〜

　
　
　
　
　

通
知
文
と
支
出
内
訳
だ
け
の
も
の
が
多
い

　
　
　（
ｃ
）
〜
調
査
委
託

　
　
　
　
　

契
約
事
務
の
関
係
の
文
書
の
み
が
多
い

　
　
　（
ｄ
）
〜
計
画
の
作
成
及
び
印
刷

　
　
　
　
　

刊
行
物
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

　
　
　
　
　
（
そ
う
で
あ
れ
ば
当
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
）

　
　
　（
ｅ
）
平
成
○
年
度
〜

　
　
　
　
　

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

　
　
　（
ｆ
）
〜
事
務
引
継

　
　
　
　
　

目
録
の
み
が
多
い

　
　
　（
ｇ
）
〜
表
彰

      
　

毎
年
や
っ
て
い
て
膨
大
な
量
に
な
る
。

（13）
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　（
ｈ
）
〜
懇
談
会
に
つ
い
て
〜

　
　
　

支
払
伝
票
や
式
次
第
し
か
な
い
も
の
が
多
い

　
　
　（
ｉ
）
〜
測
量

　
　
　

工
事
原
議
し
か
な
い

　
　
　（
ｊ
）
〜
実
績
報
告
○
月
分

　
　
　

膨
大
な
量
に
な
っ
て
し
ま
う

　
　
　（
ｋ
）
〜
（
そ
の
一
）（
第
二
次
）（
七
月
〜
九
月
）（
第
４
四
半
期
）

　
　
　

定
例
的
な
も
の

　
　
　（
ｌ
）
件
名
に
個
人
名
が
あ
る
も
の

　
　
　

内
容
に
も
よ
る
が
、
も
ら
っ
て
も
公
開
で
き
な
い
も
の
が
多
い

　
　
　（
ｍ
）
他
所
属
か
ら
の
照
会
と
思
わ
れ
る
も
の

　
　
　

依
頼
元
の
取
り
ま
と
め
結
果
を
お
さ
え
れ
ば
十
分

　
　
　（
ｎ
）
〜
実
施
計
画

　
　
　

工
事
原
議
の
み

　
　
　（
ｏ
）
同
じ
件
名
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
も
の

　
　
　

ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク

三
　
公
文
書
館
の
評
価
選
別
の
問
題
点

（
一
）
メ
リ
ッ
ト

評
価
選
別
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
主
務
課
の
数
は
一
〇
〇
〇
課
以
上
、
そ
こ
で

一
年
間
に
作
成
さ
れ
る
文
書
の
発
生
件
数
は
約
六
六
万
件
で
あ
る
。
長
期
保
存
文

書
の
発
生
件
数
は
約
二
万
件
、
有
期
保
存
文
書
は
約
六
四
万
件
発
生
し
て
い
る
。

そ
の
内
、
選
別
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
一
年
保
存
文
書
約
二
〇
万
件
を
引
い
た

約
四
四
万
件
、
こ
れ
が
評
価
選
別
の
対
象
と
な
る
文
書
件
数
で
あ
る
。
年
間
四
四

万
件
の
文
書
を
全
部
見
て
評
価
選
別
を
行
う
の
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
東
京

都
の
場
合
、
件
名
を
見
て
評
価
選
別
を
行
う
と
い
う
の
は
、
少
な
い
人
数
で
行
う

に
は
最
適
な
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
都
で
は
比
較
的
多
く
の
文
書
を
「
長
期
保
存
文
書
」
と
し
て
い
た

経
緯
が
あ
る
。
長
期
保
存
文
書
は
、
原
則
作
成
年
度
の
翌
々
年
度
の
初
め
と
い
う

非
常
に
早
い
時
期
に
、
規
定
上
は
「
自
動
的
に
」
公
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
長
期
保
存
文
書
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
極
め
て
「
重
要

な
文
書
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
早
期
に
大
量
に
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、重
要
な
文
書
す
な
わ
ち
価
値
の
あ
る
公
文
書
を
大
枠
で
十
分
押
さ
え
て
い
る
、

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
有
期
保
存
文
書
の
評
価
選
別
は
そ
の
落
ち
穂
拾
い
的
役

割
で
い
い
の
で
は
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
を
選
別
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
結
果
後
世
に
多
種
多
様
な
文
書
を
残
す
こ
と
に
も
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
全
文
書
件
名
を
一
度
に
掌
握
で
き
る
こ
と
や
、
同
一
年
度
に
作
成
さ
れ

た
保
存
期
間
の
異
な
る
文
書
を
一
度
に
評
価
選
別
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

年
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
一
気
に
評
価
選
別
を
行
え
る
こ
と
で
あ
り
、
効
率
的
で

あ
る
。

そ
の
他
、
廃
棄
直
前
に
原
文
書
を
見
な
が
ら
評
価
選
別
を
行
う
場
合
に
比
べ
て

時
間
に
か
な
り
余
裕
が
も
て
る
、
引
継
ぎ
時
期
に
幅
が
あ
る
た
め
管
理
が
煩
雑
化

（14）



 7

東京都公文書館における評価選別─現状と課題

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
編
集
や
製
本
は
行
っ
て
い
な
い
。
特
に
必
要

が
あ
る
場
合
は
一
群
の
文
書
を
編
集
製
本
す
る
こ
と
が
で
き
る
る
が
、
有
期
保
存

文
書
で
は
こ
の
例
は
少
な
い
。
よ
っ
て
簿
冊
単
位
の
収
集
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
件
名
だ
け
で
は
各
文
書
の
関
連
が
見
え
づ
ら
く
、
一
連
の
文
書
全
部
を

選
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
選
別
時
の
情
報
不
足

前
に
も
述
べ
た
が
、
ト
ピ
ッ
ク
情
報
は
、
選
別
年
度
の
情
報
を
「
都
政
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
（
東
京
都
行
政
資
料
集
録
）」、「
都
政
の
動
き
（
週
刊
と
ち
ょ
う
）」
を
参
考

に
し
て
い
る
。
東
京
都
全
体
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
順
に
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の

年
の
世
相
が
分
か
り
や
す
い
資
料
で
あ
る
。こ
れ
は
今
後
も
大
い
に
利
用
で
き
る
。

し
か
し
、
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
公
文
書
等
の
収
集
基
準
大
綱
」
や
「
公
文

書
等
の
収
集
基
準
実
施
細
目
」
は
大
枠
の
選
別
基
準
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
価
値
の

あ
る
資
料
は
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
主
務
課
は
ど
ん
な
仕
事
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
局
の
中
で
ど
ん
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
主

務
課
自
体
の
情
報
や
、
過
去
に
そ
の
主
務
課
で
は
ど
ん
な
文
書
を
選
別
し
て
き
た

の
か
な
ど
を
、
第
一
次
選
別
時
に
積
極
的
に
は
各
係
員
に
提
示
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
選
別
担
当
制
の
弊
害

現
在
は
、
第
一
次
選
別
は
係
全
員
の
七
人
で
行
い
、
平
均
三
局
程
度
を
一
人
の

担
当
が
全
権
を
任
さ
れ
た
形
で
評
価
選
別
を
行
っ
て
い
る
。
第
二
次
選
別
で
も
、

公
文
書
担
当
の
三
人
で
、
平
均
七
局
程
度
を
一
人
が
任
さ
れ
た
形
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
時
間
的
・
人
員
的
な
問
題
で
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ

し
な
い
、
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

（
二
）
諸
問
題

し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
問
題
も
多
い
。

　
件
名
で
選
別
す
る
こ
と
に
よ
る
弊
害

選
別
に
際
し
現
物
を
見
て
い
な
い
た
め
、
い
ざ
文
書
が
引
き
継
が
れ
て
き
て
み

る
と
、
予
想
し
て
い
た
も
の
と
違
っ
た
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
件
名
が
立
派
だ
と

つ
い
選
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
件
名
に
専
門
用
語
が
多
く

出
て
く
る
局
の
選
別
で
は
、
慣
れ
な
い
職
員
で
は
選
別
が
困
難
で
あ
る
。
過
去
に

同
様
の
文
書
が
引
き
継
が
れ
て
い
れ
ば
参
考
に
な
る
が
、
そ
れ
も
な
け
れ
ば
昨
年

担
当
し
た
職
員
な
ど
に
相
談
し
、
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
第
二
次
選
別
に
判

断
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
的
に
は
、
第
二
次
選
別
担
当
者
の
過
去
の

経
験
か
ら
判
断
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
件
名
だ
け
で
は
重
要
性
が
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
重

要
な
も
の
だ
っ
た
場
合
で
も
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
件
名
に
あ
ま
り
に
大
量
に
で
て
い

る
と
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
だ
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
、
安
易
に
落
と
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
全
庁
的
に
件
名
が
簡
素
化
し
て
い
く
傾
向
も
大
き
な
弊
害
で
あ

る
。
評
価
選
別
す
る
公
文
書
館
側
と
し
て
は
「
件
名
が
す
べ
て
」
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
の
た
め
、
評
価
選
別
の
大
切
な
材
料
が
減
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　
件
名
で
選
別
〜
簿
冊
単
位
の
収
集
が
で
き
な
い
　

東
京
都
は
文
書
の
整
理
方
法
と
し
て
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て

い
る
。
原
則
的
に
、
一
件
ご
と
の
文
書
を
分
類
番
号
別
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に

（15）
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る
。
も
し
三
人
の
合
議
制
で
選
別
す
る
場
合
、
選
別
以
外
の
仕
事
が
あ
る
中
で
三

人
が
そ
ろ
う
時
間
は
非
常
に
限
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
中
で
こ
れ
だ
け
の
件
数
を
こ

な
し
て
い
く
の
は
か
な
り
難
し
い
。
と
は
い
え
、
一
人
の
担
当
者
の
さ
じ
加
減
で

廃
棄
さ
れ
る
文
書
が
決
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
毎
年
担
当
す
る
局
を
替
え
て
い
る
こ
と
が
、
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
翌
年
度
に
活
用
で
き
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

四
　
諸
問
題
・
課
題
を
解
決
す
る
に
は

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　
記
録
の
蓄
積

一
番
重
要
な
の
は
、
経
験
の
組
織
的
な
蓄
積
で
あ
る
。
第
一
次
選
別
も
第
二
次

選
別
も
、
な
ぜ
残
し
た
の
か
、
な
ぜ
残
さ
な
か
っ
た
の
か
を
記
録
に
と
ど
め
、
さ

ら
に
実
際
引
き
継
が
れ
た
文
書
が
ど
の
様
な
重
要
性
が
あ
っ
た
の
か
、
又
は
無
か

っ
た
の
か
を
記
録
し
、
そ
れ
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
人
事
異
動
が
激

し
い
昨
今
で
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
今
ま
で
も
数
人
の
担
当
レ
ベ
ル
で
は
行
っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
ノ
ウ
ハ
ウ
が
出
来
上
が
っ
て
も
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
を
拡

大
し
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
特
に
、
選
ん
だ
も
の
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
蓄
積
し
て
お
く
こ
と
は
次
の
担
当
者
に
は
大
変
な
助
け
と
な
る
。
例
え
ば
、
過

去
に
選
別
し
原
文
書
を
見
て
み
た
ら
貴
重
と
は
思
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
選
ば
な
い
、
と
い
う
情
報
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
、
今
ま
で
選
ん
で

い
な
い
よ
う
な
件
名
か
ら
重
要
な
文
書
を
容
易
に
探
せ
る
よ
う
な
時
間
的
余
裕
も

生
ま
れ
、
き
め
の
細
か
い
評
価
選
別
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
あ
た
り
ま
え
な
こ
と
だ
が
「
分
か
ら
な
け
れ
ば
聞
く
」
こ
と
は
大
切

で
あ
る
。
内
容
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
電
話
で
尋
ね
る
、
必
要
が
あ
れ
ば
主
務
課
に

出
向
く
、
資
料
を
依
頼
す
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
時
点
で
も
有
益
だ
が
、
そ
の
情
報

を
蓄
積
す
れ
ば
、
翌
年
以
降
に
も
役
立
つ
貴
重
な
資
料
に
な
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
記
録
の
蓄
積
に
基
づ
い
て
、「
公
文
書
等
の
収
集
基
準
大

綱
」
や
「
公
文
書
等
の
収
集
基
準
実
施
細
目
」
の
選
別
基
準
を
、
随
時
見
直
し
て
い

く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

最
近
は
自
局
で
よ
く
使
う
用
語
の
解
説
集
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
庁
内
で
作
成
し
て
い
な
い
も
の
で
も
、
国
や
民
間
で
出
版
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
積
極
的
に
収
集

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
分
類
記
号
（
ホ
ル
ダ
ー
名
）
の
活
用

東
京
都
で
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
文
書
管
理

カ
ー
ド
に
も
「
分
類
記
号
」
を
記
入
す
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の

ホ
ル
ダ
ー
ナ
ン
バ
ー
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
で
、
文
書
管
理
基
準
表
の
大
・
中
・
細

項
目
の
う
ち
の
「
細
項
目
」
と
一
致
す
る
。
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な

選
別
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
◯
◯
課
の
文
書
管
理
基
準
表
の
細
項
目
に
「
要
綱

の
改
廃
に
関
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
そ
の
分
類
記
号
が
Ｆ
10
で
あ
っ
た
場
合
、
Ｆ

10
を
分
類
記
号
に
持
つ
文
書
を
す
べ
て
選
別
す
れ
ば
、
要
綱
の
改
廃
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
文
書
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
来
こ
れ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
れ
ば

瞬
時
に
選
別
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
大
項
目
や
中
項
目
ご
と
選
別
す
れ
ば
、

1
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原
秩
序
保
存
の
原
則
に
か
な
り
近
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
文
書
管
理
基
準
表
に
は
、
外
に
も
「
決
定
区
分
（
決
定
権
者
の
早
見
表
）」

や
所
管
す
る
係
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
当
館
が
持
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

文
書
の
重
要
度
を
測
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
に
な
る
。
全
庁
的
に
件
名
が
簡
素

化
し
て
い
く
傾
向
が
弊
害
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、「
件
名
」
を
補

足
す
る
情
報
と
し
て
も
十
分
利
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
主
務
課
情
報
の
収
集

出
所
原
則
に
よ
っ
て
評
価
選
別
を
行
う
た
め
に
、
出
所
の
変
遷
図
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
組
織
は
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
、
首
長
の
目
指
す
行
政
の
方
向
性
に

よ
り
、
絶
え
ず
変
遷
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
出
所
の
名
称
の
変
遷
、
主
な
役
割
、

主
務
課
の
当
該
年
度
の
主
要
な
施
策
な
ど
を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ

れ
ら
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
れ
て
お
き
、
評
価
選
別
時
に
活
用
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
当
該
年
度
の
主
要
な
事
業
報
告
や
、
財
政
の
動
き
が
分
か
る
予
算

書
や
決
算
書
、
◯
カ
年
計
画
、
◯
◯
プ
ラ
ン
、
◯
◯
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
長
期
計
画

や
指
針
は
、
評
価
選
別
の
際
に
は
全
員
が
情
報
を
必
携
す
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

こ
の
と
き
作
成
・
収
集
し
た
情
報
を
、
将
来
の
閲
覧
者
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
整
備
し
て
お
け
ば
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
大
変
便
利
な
も
の
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
こ
の
文
書
管
理
基
準
表
は
、
主
務
課
の
事
務
分
掌
を
把
握

す
る
上
で
も
非
常
に
参
考
に
な
る
の
で
大
い
に
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
複
数
人
で
の
選
別
・
複
数
年
度
の
選
別

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
現
状
で
は
時
間
的
・
人
員
的
な
問
題
で
、
第
一
次
選

別
で
は
一
人
の
担
当
が
全
権
を
任
さ
れ
評
価
選
別
を
行
っ
て
い
る
。
複
数
人
で
の

合
議
で
の
選
別
は
望
ま
し
い
の
は
明
白
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
人
員
の
増
員

等
が
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ろ
う
が
、
人
員
削
減
が
進
ん
で
い
る
中
で
は
望
み
が

薄
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
評
価
選
別
の
作
業
自
体
は
一
人
で
行
い
、
か
つ
複
数
人

で
行
っ
た
の
と
同
じ
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
つ
目
の
方
法
と
し
て
、
複
数
人
で
同
じ
局
を
評
価
選
別
す
る
が
、
一
緒
に
行

わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
全
員

の
作
業
時
間
を
合
わ
す
必
要
が
な
く
な
り
、
各
人
の
他
の
仕
事
の
調
整
次
第
で
、

た
と
え
細
切
れ
で
も
合
議
よ
り
は
多
く
の
時
間
が
当
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
次

選
別
で
は
、
全
員
が
選
ん
だ
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
し
か
選
ん
で
い
な
い
も
の

も
残
す
。
こ
れ
は
、
実
務
上
の
取
り
こ
ぼ
し
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
次
選
別
は
多
め
に
残
す
よ
う
今
ま
で
以
上
に
徹
底
す
る
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
り
第
二
次
選
別
に
残
る
も
の
が
大
幅
に
増
え
る
。
そ
こ
で
第
二
次
選
別

で
公
文
書
担
当
三
人
が
合
議
制
を
取
り
入
れ
精
査
す
る
の
で
あ
る
。

２
つ
目
の
方
法
と
し
て
、
一
人
が
そ
の
局
二
か
年
度
分
を
選
別
を
行
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
主
務
課
の
定
例
的
な
文
書
が
容
易
に
理
解
で
き
、

選
別
す
べ
き
も
の
が
特
定
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
延
べ
時
間
は
二
倍
以
上
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
で
も

か
な
り
厳
し
い
状
態
で
係
総
動
員
で
行
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
現
状
で
ど
こ
ま
で

出
来
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
後
「
紙
ベ
ー
ス
」
で
の
評
価
選
別
か

3
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ら
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
上
で
の
選
別
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
選
別
の
効
率
は
高
ま

る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
か
な
り
現
実
味
を
帯
び
る
方
法
と
な
る
だ

ろ
う
。

話
が
少
々
ず
れ
る
が
、
東
京
都
の
評
価
選
別
率
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
他
道
府

県
と
比
べ
て
少
な
い
方
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
公
文
書
館
側
で
特
段
意
図
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
時
間
と
人
員
が
た
っ
ぷ
り
保
証
さ
れ
、
職
員
が
文
書
を

じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、救
出
さ
れ
る
文
書
は
格
段
に
増
え
る
だ
ろ
う
。

選
別
率
も
当
然
上
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
、
担
当
職
員
す
べ
て
が
ジ
レ
ン
マ

を
感
じ
て
い
る
。
救
え
る
は
ず
だ
っ
た
貴
重
な
文
書
を
大
量
廃
棄
に
お
い
や
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。
内
容
を
件
名
で
想
像
し
て
選
別
を
す
る
と
い
う

方
法
を
採
っ
て
い
る
以
上
、
我
々
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
文
書
を
廃
棄
か
ら
救
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
サ
ン
プ
ル
と
し
て
試
験
的
に
選
ん
で
デ
ー
タ
を
取

る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。
引
き
継
が
れ
て
み
て
「
空
振
り
」
だ
と
思
っ
た
ら
、
記

録
に
残
し
て
翌
年
以
降
は
選
ば
な
け
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
し
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
五

〇
年
後
、
一
〇
〇
年
後
に
は
大
変
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の

だ
か
ら
。
　
　

五
　
そ
の
他
の
課
題

（
一
）
引
継
ぎ
率
の
問
題

い
く
ら
理
想
的
な
評
価
選
別
を
行
っ
て
も
、
文
書
自
体
が
引
き
継
が
れ
な
け
れ

ば
な
ん
の
意
味
も
な
い
。
引
き
継
ぎ
ま
で
の
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
紛
失

な
ど
の
事
故
や
過
失
に
よ
る
廃
棄
な
ど
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。
長
期
保
存
文
書
と
は
異
な
り
、
有
期
保
存
文
書
は
保
存
期
間
が
満
了
し
て

し
ま
っ
て
い
れ
ば
安
易
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
よ
っ
て
早
い
時
期

で
引
継
ぎ
率
の
向
上
を
促
す
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

（
二
）
引
継
ぎ
率
の
向
上
の
た
め
の
方
策

　
早
い
時
期
の
引
継
ぎ

東
京
都
で
は
、主
務
課
長
は
常
時
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
文
書
を「
常

用
文
書
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
常
用
文
書
は
、
利
用
す
る
間
は
執

務
室
に
保
存
し
て
い
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当
館
で
こ
の
常
用
文
書
を
評

価
選
別
し
て
も
、主
務
課
で
の
利
用
が
あ
る
限
り
公
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
な
い
。

そ
し
て
そ
の
文
書
が
常
用
で
な
く
な
る
日
は
い
つ
な
の
か
当
館
で
は
把
握
で
き
な

い
。
常
用
文
書
は
発
生
文
書
全
体
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
は
あ
る
が
、
評
価
選

別
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
常
用
文
書
は
約
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
重
要
度

が
高
い
。
公
文
書
館
で
は
、
ど
の
常
用
文
書
も
三
年
保
存
文
書
と
同
時
期
に
引
継

ぎ
依
頼
を
し
、
ま
ず
は
引
継
ぎ
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
代
替
物
の
引
継
ぎ

ま
た
、
早
い
時
期
に
引
き
継
げ
な
い
場
合
の
対
応
策
も
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

保
存
期
間
は
本
来
、
文
書
の
効
力
、
重
要
度
、
利
用
度
、
資
料
価
値
等
を
考
慮
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
文
書
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
減
少
と
、
職
場

環
境
の
改
善
理
念
の
観
点
な
ど
か
ら
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
保
存
期
間
が
短
縮
さ
れ

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
引
継
ぎ
を
依
頼
す
る
と
、
数
か
月
の
間
に
「
使
用
中
な
の

で
ま
だ
引
き
継
げ
な
い
」
と
の
電
話
が
多
数
か
か
っ
て
く
る
。
当
館
の
対
応
は

12
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「
使
用
し
な
く
な
っ
た
ら
引
継
ぎ
し
て
頂
き
た
い
が
、先
に
コ
ピ
ー
だ
け
で
も
引
き

継
げ
な
い
か
。」
と
交
渉
し
て
い
る
。（
前
に
述
べ
た
常
用
文
書
も
同
様
で
あ
る
。）

こ
れ
は
原
本
で
は
な
い
が
、少
な
く
て
も
情
報
だ
け
で
も
先
に
お
さ
え
て
お
こ
う
、

と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。

　
引
継
ぎ
予
約
・
引
継
ぎ
の
督
促

今
現
在
督
促
は
行
っ
て
い
な
い
。
引
継
ぎ
率
を
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
早

急
に
繰
り
返
し
行
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
に
何
か
工
夫
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
「
引
継
ぎ
予
約
ビ
ラ
」
の
配
布
で
あ
る
。
各
主

務
課
に
、
ま
だ
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
文
書
一
件
一
件
に
全
部
ビ
ラ
を
添
付
し
て

も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る
の
で
あ
る
。
引
き
継
が
れ
る
べ
き
文
書
は
主
務
課
の
文
書

担
当
者
が
管
理
し
て
い
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
担
当
係
や
担
当
者
が
保
管
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
文
書
館
が
送
付
し
た
引
継
依
頼
の
文
書

は
、
主
務
課
の
文
書
担
当
者
が
保
管
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
も
し
担
当

係（
又
は
担
当
者
）に
引
継
ぎ
の
依
頼
が
あ
っ
た
事
実
が
メ
モ
や
口
頭
な
ど
で
伝
え

ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
引
継
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
は
時
間
が
た
て
ば
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
そ
う
な
れ
ば
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
い
。

そ
の
危
険
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
、
ま
だ
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
文
書
の
一
件

一
件
に
、「
こ
の
文
書
は
△
年
△
月
△
日
付
総
総
公
第
◯
◯
号
で
引
継
ぎ
を
依
頼

し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
貴
課
で
保
存
す
る
必
要
が
無
く
な
っ
た
ら
速
や
か
に
公

文
書
館
へ
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。」な
ど
と
書
い
た
紙
片
を
添
付
し
て
も
ら
う
よ

う
に
す
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
督
促
を
よ
り
迅
速
に
ね
ば
り
強
く
丁

寧
に
行
う
こ
と
で
、
引
継
ぎ
率
は
確
実
に
向
上
す
る
だ
ろ
う
。

　
主
務
課
へ
の
Ｐ
Ｒ

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
東
京
都
の
引
継
ぎ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
と
に
か
く
主
務

課
に
文
書
を
引
き
継
ぐ
意
志
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
文
書
の
収
集
は
で
き
な

い
。
主
務
課
に
も
っ
と
引
き
継
い
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
主
務
課
に
文
書
管
理
規

則
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
い
、
公
文
書
館
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
、
な
ん
の

根
拠
で
文
書
を
引
き
継
ぐ
の
か
、
引
き
継
い
だ
文
書
は
ど
の
様
に
管
理
さ
れ
、
将

来
ど
の
様
に
使
わ
れ
る
の
か
な
ど
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
い
、
協
力
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。
現
在
で
も
各
課
の
文
書
管
理
担
当
者
に
「
公
文
書
館
文
書
引
継
担

当
者
説
明
会
」
を
行
っ
た
り
、
交
換
袋
に
は
「
大
事
な
文
書
は
、
将
来
の
担
当
者

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
公
文
書
館
へ
」
と
い
っ
た
文
言
を
刷
り
込
ん
だ
り
、
各
種

通
知
等
に
は
引
継
ぎ
を
促
進
す
る
よ
う
な
お
知
ら
せ
等
を
添
付
し
た
り
と
様
々
な

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。
ま
た
文
書
課
の
協
力
を
得
て
、
文
書
担
当
者
の
目
の
付
く
と

こ
ろ
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、
庁
内
の
電
子
掲
示
板
に
ト
ピ
ッ
ク
や
お
知
ら

せ
、
引
継
ぎ
な
ど
に
関
す
る
質
疑
応
答
な
ど
を
掲
示
し
た
り
と
、
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
「
引
き
継
ぐ
義
務
」
ば
か
り
を
盾
に
取
り
強
制
す
る
の
で
な
く
、
公
文

書
館
に
あ
れ
ば
、
文
書
が
大
切
に
保
管
さ
れ
る
、
自
分
で
探
さ
な
く
と
も
す
ぐ
出

納
し
て
も
ら
え
る
、
職
場
の
書
庫
が
そ
の
分
空
く
こ
と
等
々
の
、
引
き
継
い
だ
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
不
便
さ
を
感
じ
さ
せ
る
部
分
は
、
そ
れ
を
少
し
で
も
解

消
す
る
よ
う
な
改
善
を
ど
ん
ど
ん
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
は
ア
ク
セ
ス
の
問
題

で
あ
る
。
本
庁
は
新
宿
区
、
公
文
書
館
は
港
区
に
あ
り
、
離
れ
て
い
る
た
め
来
館

（16）

（17）

3

4
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が
不
便
と
の
声
が
高
い
（
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
や
や
便
利

に
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
。
そ
れ
で
も
四
〇
分
は
か
か
っ
て
し
ま

う
。
四
〇
分
で
遠
い
と
な
れ
ば
、
も
っ
と
離
れ
て
い
る
出
先
の
事
業
所
は
な
お
さ

ら
不
便
だ
。）。
そ
れ
で
、「
大
変
だ
か
ら
引
継
ぎ
な
ん
か
や
め
て
し
ま
お
う
」
と

考
え
て
し
ま
う
課
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、
以

前
か
ら
改
善
案
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

で
か
な
り
効
果
が
上
が
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
で
も
、
文
書
が
特
定
で
き

て
い
て
必
要
な
部
分
が
数
ペ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
、
主
務
課
の
要
望
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

送
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

も
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ほ
か
に
も
便
利
さ
を
提
供
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
最
後
に
は

主
務
課
と
我
々
公
文
書
館
職
員
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
べ
く
努
力
す
る
こ
と

け
ん
さ
ん

が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
常
に
プ
ロ
意
識
を
持
ち
、
研
鑽
を
積
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
例
え
ば
日
々
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
窓
口
対
応
も
的
確
に
、
素
早
く
、

し
ん
し

よ
り
真
摯
な
態
度
で
対
応
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に
　

こ
の
論
文
は
、
平
成
一
二
年
年
度
公
文
書
館
専
門
職
員
養
成
課
程
の
修
了
研
究

論
文
と
し
て
国
立
公
文
書
館
に
提
出
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
整
理
閲
覧
係
）

　
　
文
書
課
か
ら
当
館
に
移
っ
た
機
能
の
一
部
と
は
、
都
で
発
生
す
る
永
久
保
存
文
書
の
引
継

ぎ
管
理
事
務
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
事
務
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
永
久
保
存
文
書
は
「
文

書
課
長
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
当
館
発
足
後
は
「
公
文
書
館

長
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
東
京
都
処
務
規
程
第
五
十
五
条
が
改
正
さ
れ
た
。

　
　
詳
し
く
は
当
館
編
さ
ん
刊
行
物
で
あ
る
都
史
紀
要
二
十
七
『
東
京
都
の
修
史
事
業
』（
一
九

八
〇
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と

　
　
昭
和
一
八
年
七
月
一
日
、
そ
れ
ま
で
の
東
京
府
と
東
京
市
を
廃
し
て
、
東
京
府
の
区
域
を

も
っ
て
東
京
都
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
成
立
に
伴
っ
て
、
東
京
都
は
従
前
の
東
京
府
庁
と
東

京
市
役
所
が
保
存
し
て
い
た
公
文
書
を
引
き
継
い
だ
。
詳
し
く
は
白
石
弘
之
「
書
庫
の
不
思

議
〜
太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
東
京
府
・
市
文
書
の
疎
開
に
つ
い
て
」『
東
京
都
公
文
書
館
研

究
紀
要
第
三
号
』（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と

　
　『
国
立
公
文
書
館
年
報
（
創
刊
）
昭
和
四
六
年
度
』
に
掲
載

　
　
根
拠
規
定
は
、
東
京
都
処
務
規
程
（
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
日
改
正
）
第
五
十
五
条
「
各
局

長
は
、
完
結
文
書
の
う
ち
永
久
保
存
文
書
を
、
暦
年
編
集
の
も
の
は
そ
の
完
結
し
た
日
の

属
す
る
年
の
翌
年
三
月
末
日
ま
で
に
、
会
計
年
度
に
よ
る
も
の
は
翌
年
度
八
月
末
日
ま
で

に
一
括
し
、
引
継
目
録
を
添
え
東
京
都
公
文
書
館
長
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
　
ち
な
み
に
、
施
行
日
と
同
日
付
け
の
「
東
京
都
文
書
管
理
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
」（
規
程

の
解
釈
・
運
用
が
示
さ
れ
た
も
の
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
文
に
よ
り
「
公
文
書
館
長
は
、
長
期

保
存
の
文
書
以
外
で
将
来
貴
重
な
文
献
と
な
る
も
の
の
散
逸
を
防
止
す
る
た
め
に
、
当
該
文

書
を
系
統
的
に
一
箇
所
に
集
中
し
て
適
切
な
管
理
の
も
と
に
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
主
務
課
長
に
対
し
て
、
当
該
文
書
の
引
継
ぎ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ

（1）（2）（3）（4）（5）（6）
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と
と
し
た
、
と
あ
る
。

　
　
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
事
例
で
は
、
廃
止
と
な
る
組
織
の
執
務
室
や
書
庫
に
当
館
職
員
が
赴

き
、
廃
棄
対
象
で
あ
る
有
期
保
存
文
書
を
そ
の
場
で
文
書
の
評
価
を
し
、
貴
重
な
文
書
だ
と

思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
持
ち
帰
っ
た
、
と
い
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。

　
　
水
口
政
次
「
都
道
府
県
に
お
け
る
文
書
保
存
・
利
用
の
現
状
と
課
題
」『
記
録
史
料
の
管
理

と
文
書
館
』（
一
九
九
六
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
に
お
け
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

「
文
書
主
管
課
が
介
入
せ
ず
文
書
作
成
課
か
ら
直
接
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
る
シ
ス
テ
ム
」だ
、

・
・

と
あ
る
。
ま
た
、
大
日
向
孝
史
「
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
評
価
・
選
別
に
つ
い
て
」『
東

京
都
公
文
書
館
研
究
紀
要
第
二
号
』（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、「
他
の
文
書
館
で
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
近
年
組
織
改
正
が
多
く
、
二
年
前
と
比
べ
る
と
対
象
局
数
は
二
局
減
っ
て
い
る
。
大
規
模

な
組
織
改
正
が
な
さ
れ
た
局
も
多
い
。

　
　
文
書
管
理
カ
ー
ド
で
文
書
管
理
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
同
様
の
情
報
を
入
力
で
き
る
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
備
え
れ
ば
、
文
書
管
理
カ
ー
ド
に
代
え
て
任
意
の
パ
ソ
コ
ン
で
も
文
書
管
理
が

可
能
で
、
そ
の
場
合
は
、
当
館
に
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
「
文
書
一
覧
表
」
が
送
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
我
々
は
、
文
書
管
理
カ
ー
ド
に
こ
の
文
書
一
覧
表
を
併
せ
て
「
文
書
管

理
カ
ー
ド
等
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
形
態
は
両
方
紙
ベ
ー
ス
、
情
報
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
両
方
と
も
「
文
書
管
理
カ
ー
ド
」
と
し
て
話
を
す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
な
お
、
当
館
へ
の
送
付
は
文
書
管
理
カ
ー
ド
の
二
枚
目
で
、
一
枚
目
は
各
主
務
課
で
利
用

さ
れ
る
。

　
　
原
則
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
で
情
報
が
送
付
さ
れ
て
く
る
。

・
・

　
　
前
出
の
、
大
日
向
孝
史
「
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
評
価
・
選
別
に
つ
い
て
」
に
は
、

こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
誕
生
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
論
文
は
、
私
が
初
め
て
評
価

選
別
を
行
っ
た
際
に
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
上
で
も
大
変
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
註
に
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

　
　
各
件
数
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
一
一
年
度
分
と
し
て
送
付
を
受
け
た
文
書
管
理
カ
ー
ド
五

カ
年
度
分
の
平
均
件
数
を
参
考
に
し
た
。

　
　
平
成
一
三
年
度
の
第
一
次
選
別
は
、
館
長
の
英
断
に
よ
り
、
館
長
以
下
当
館
職
員
全
員
で

行
っ
た
。（
平
成
一
四
年
度
以
降
も
全
員
体
制
で
行
う
予
定
で
あ
る
。）
平
成
一
三
年
度
の
第

一
次
選
別
終
了
後
に
は
、
選
別
に
関
す
る
新
た
な
意
見
や
課
題
な
ど
が
活
発
に
出
さ
れ
た
。

今
後
の
参
考
に
し
た
い
。

　
　
北
海
道
立
文
書
館
で
は
、
選
別
結
果
を
各
課
に
通
知
し
た
後
、「
文
書
館
引
渡
予
定
」
と
印

刷
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
（
シ
ー
ル
）
を
送
付
し
、
文
書
の
表
紙
へ
の
貼
付
を
依
頼
し
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
文
書
館
職
員
の
方
に
伺
う
機
会
が
あ
り
、
当
館
で
も
何
か
応
用
で
き

な
い
か
と
考
え
た
の
が
こ
の
ビ
ラ
で
あ
る
。
当
館
で
は
有
期
保
存
文
書
の
依
頼
を
保
存
期
間

終
了
直
前
（
二
月
）
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に
ビ
ラ
を
配
布
し
て
も
良
い
よ
う
に
も
思
う

が
そ
の
直
後
半
年
間
は
か
な
り
の
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
激
減
す
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

依
頼
か
ら
半
年
過
ぎ
た
頃
に
督
促
と
同
時
に
配
布
す
る
の
が
良
い
よ
う
に
思
え
る
。

　
　
外
部
向
け
に
は
、
平
成
一
三
年
九
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

（7）（8）（9）（10）（11）（12）（13）

（14）（15）（16）

(http://w
w
w
.archives.m

etro.tokyo.jp/)

（17）
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中
　
元
　
幸
　
二

明
治
四
年
朱
引
内
四
十
四
区
制
に
つ
い
て

　
　
は
じ
め
に

江
戸
を
東
京
に
改
称
し
た
の
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
一
七
日
だ
が
、

変
っ
た
の
は
名
称
だ
け
で
、
江
戸
以
来
の
名
主
と
番
組
制
に
よ
る
町
の
支
配
は
継

続
さ
れ
て
い
た
。
明
治
初
期
の
東
京
府
は
、
急
速
な
行
政
組
織
・
区
画
の
改
正
を

頻
繁
に
行
っ
て
、
町
支
配
組
織
の
改
正
や
町
地
・
武
家
地
・
社
寺
地
を
整
理
・
統

合
し
て
、
複
雑
に
入
組
ん
だ
行
政
区
画
の
統
一
化
を
計
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
し

た
行
政
組
織
・
区
画
の
改
正
の
な
か
で
も
一
つ
だ
け
あ
ま
り
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
改
正
と
し
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
朱
引
内
四
十
四
区
制
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
行
政
区
画
は
、
実
施
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
、『
東
京
市
史
稿
』

に
掲
載
さ
れ
た
史
料
の
量
が
少
な
く
、
内
容
も
不
十
分
な
た
め
具
体
的
な
部
分
に

つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
こ
の
朱
引
内
四
十
四
区
制
に
つ
い
て
紹

介
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一
　
朱
引
内
四
十
四
区
制
と
は
何
か

明
治
四
年
六
月
一
三
日
に
朱
引
内
四
十
四
区
制
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
画
が
東
京

府
で
実
施
さ
れ
た
。
朱
引
と
は
、
江
戸
幕
府
が
江
戸
の
範
囲
を
示
す
た
め
に
使
っ

た
独
自
な
用
語
で
、
江
戸
が
東
京
と
改
め
ら
れ
て
か
ら
も
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て

い
た
。
明
治
期
の
朱
引
は
、
皇
居
を
中
心
に
し
て
朱
引
の
内
側
を
市
街
地
、
外
側

を
郷
村
地
と
定
め
、
ど
こ
ま
で
を
市
街
地
と
す
る
か
の
範
囲
を
決
め
る
た
め
に
引

い
た
も
の
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
と
は
、
東
京
の
市
街
地
に
四

十
四
の
区
割
を
設
定
し
た
行
政
区
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
十
四
区
と
称
す
る

か
ら
に
は
、
区
が
第
一
区
か
ら
第
四
十
四
区
ま
で
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
内
に

は
各
町
が
所
属
し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
が
、
い
ざ
、
区
と
町
の
所
属
関
係
を
確
認

し
て
み
よ
う
と
す
る
と
、
直
ぐ
に
は
回
答
が
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
一

例
を
あ
げ
て
見
よ
う
。

朱
引
内
四
十
四
区
制
が
施
行
さ
れ
て
数
日
後
の
六
月
一
九
日
に
東
京
府
宛
に
出

さ
れ
た
次
の
よ
う
な
届
が
あ
る
。

史
料
１

一
小
舟
町
八
雲
神
祭
之
儀
、氏
子
町
々
巡
行
之
儀
先
達
而
御
聞
置
尚
御
日
延
奉
願

（1）
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上
氏
子
不
残
巡
行
仕
、
昨
十
八
日
帰
社
相
成
候
間
、
此
段
奉
申
上
候
、
以
上

　
辛
未
六
月
十
九
日                               

　
　
　
　
拾
四
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
寄
　
共

史
料
１
は
、
小
舟
町
の
八
雲
神
社
の
神
祭
で
氏
子
町
々
巡
業
が
行
わ
れ
た
際
、

予
定
さ
れ
た
期
日
の
延
長
を
申
請
す
る
日
延
願
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
東
京
府
が
認

可
し
、延
長
さ
れ
た
日
程
で
終
了
し
た
こ
と
を
東
京
府
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
。

差
出
人
に
「
拾
四
区
年
寄
共
」
と
あ
る
の
で
、
小
舟
町
が
第
十
四
区
に
属
す
る
こ
と

が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
区
と
町
名
が
明
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
も
し
町
名
が
記

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
第
十
四
区
に
所
属
す
る
町
名
や
年
寄
の
名
前
等
か
ら
調
べ

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
だ
四
十
四
区
制
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の

五
十
区
制
の
時
に
当
た
る
六
月
十
三
日
に
出
さ
れ
た
日
延
願
の
差
出
人
を
見
る
と

「
弐
番
組
中
年
寄
竹
口
庄
左
衛
門
・
添
年
寄
会
田
正
三
郎
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
小

舟
町
が
五
十
番
組
制（
五
十
区
制
）で
は
弐
番
組
で
朱
引
内
四
十
四
区
制
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
は
第
十
四
区
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

四
十
四
区
制
と
五
十
番
組
制
で
は
、
番
号
の
付
け
方
が
違
っ
て
い
て
、
五
十
番
組

制
の
番
号
の
順
番
が
四
十
四
区
制
に
は
そ
の
ま
ま
に
は
通
用
し
て
お
ら
ず
、
何
ら

か
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

五
十
番
組
に
つ
い
て
は
、『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
十
の
明
治
二
年
三
月
一

六
日
条
に
「
東
京
府
日
誌
」
か
ら
転
載
し
た
番
組
表
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
年

寄
の
名
前
や
何
番
組
に
ど
の
よ
う
な
町
が
所
属
す
る
か
を
一
覧
で
き
、
所
属
の
番

組
さ
え
わ
か
れ
ば
町
名
や
年
寄
名
を
特
定
で
き
る
の
で
便
利
で
あ
る
。
試
み
に
同

書
を
利
用
し
て
史
料
１
の
場
所
を
探
し
て
み
る
と
、
五
四
四
頁
の
弐
番
組
の
場
所

に
、
中
年
寄
竹
口
庄
左
衛
門
・
添
年
寄
会
田
正
三
郎
と
小
舟
町
壱
丁
目
・
同
弐
丁

目
・
同
三
丁
目
を
見
付
け
出
せ
る
の
で
、
事
実
関
係
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
四
十
四
区
制
で
も
同
様
に
し
て
所
属
す
る
区
と
町
を
確
認
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
活
字
化
さ
れ
た
区
別
町
表
等
が
無
い
た
め
、
簡
単
に
は
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
年
寄
の
名
前
等
を
特
定
し
て
一
旦
五
十
番
組
で

の
番
組
を
求
め
た
り
、
町
名
で
見
当
を
付
け
て
番
組
を
捜
さ
な
い
と
所
属
町
名
が

容
易
に
は
判
明
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
前
提
と
し
て
五
十
番
組
と
四
十

四
区
の
区
割
設
定
・
年
寄
の
人
名
が
全
く
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
と
い
う
限
定
付
き

な
の
で
、
こ
の
方
法
も
厳
密
に
い
え
ば
有
効
だ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
朱
引
内
四
十
四
区
制
を
今
一
度
検
討
し
直
し
て
み

る
こ
と
に
し
、
各
区
の
所
属
町
表
を
作
成
・
提
示
す
る
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
不
便

へ
の
一
助
と
も
成
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
以
下
に
述
べ
て
行
き
た
い
。

二
　
行
政
区
画
の
変
遷

明
治
初
期
の
東
京
の
行
政
区
画
を
説
明
し
た
も
の
に
は
、『
区
制
沿
革
』・『
明
治

初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
』・『
東
京
百
年
史
』
第
二
巻
等
が
あ
り
、
史
料
集
で
は
前

述
し
た
『
東
京
市
史
稿
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
、
ま
ず
明
治
初

年
の
東
京
の
行
政
区
画
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
推
移
し
て
い
っ
た
の
か
の
概
略
を

簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

表
１
は
、
明
治
二
年
か
ら
七
年
ま
で
の
東
京
府
の
行
政
区
画
の
変
遷
状
況
を
年

表
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
府
が
東
京
の
行
政
区
画
の
変
更
に
着
手
し
た
の

（3）

（2）

（6）

（5）

（4）
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は
、
明
治
二
年
二
月
に
市
街
地
の
範
囲
を
定
め
た
朱
引
の
改
正
が
最
初
で
あ
っ

た
。
翌
三
月
に
は
名
主
を
廃
止
し
て
名
主
二
三
八
名
は
す
べ
て
罷
免
さ
れ
、
中
年

寄
・
添
年
寄
を
置
き
、
元
名
主
の
内
か
ら
五
七
名
を
中
年
寄
、
三
九
名
を
添
年
寄

に
任
命
し
、
中
年
寄
の
内
八
名
を
世
話
掛
、
二
名
を
世
話
掛
肝
煎
に
任
命
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
初
め
て
江
戸
以
来
通
用
さ
れ
て
き
た
二
一
番
組
に
番
外
吉
原
・
品

川
を
加
え
た
全
部
で
二
三
番
か
ら
な
る
番
組
制
と
名
主
制
度
が
改
め
ら
れ
、
朱
引

内
（
市
街
地
）
の
町
に
五
十
区
の
区
画
が
制
定
さ
れ
た
。
町
の
行
政
組
織
は
、
世

話
掛
肝
煎
│
世
話
掛
中
年
寄
│
中
年
寄
・
添
年
寄
│
町
年
寄
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
職
員
は
東
京
府
に
よ
っ
て
進
退
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
配
置
職
員
の

規
模
は
、
五
十
番
組
の
各
番
組
に
は
中
年
寄
・
添
年
寄
を
一
名
づ
つ
、
五
区
（
番

組
）
毎
に
世
話
掛
中
年
寄
を
一
名
づ
つ
、
五
十
番
組
の
総
括
と
し
て
世
話
掛
肝
煎

を
二
名
置
く
と
い
う
名
主
の
大
幅
な
削
減
を
意
図
し
た
も
の
だ
っ
た
。

五
月
に
は
朱
引
外
（
郷
村
地
）
に
も
地
方
五
番
組
を
定
め
、
地
方
大
年
寄
を
二

名
、
世
話
掛
中
年
寄
を
四
名
、
中
年
寄
を
一
四
名
置
い
た
。
こ
こ
に
市
街
地
・
郷

村
地
を
番
組
制
で
覆
い
各
組
を
年
寄
が
支
配
す
る
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
江
戸
以
来
の
町
地
を
対
象
に
し
て
い
て
、
武
家
地
・
社
寺
地
は
東

京
府
の
支
配
に
は
属
さ
ず
、
身
分
に
よ
る
支
配
の
区
別
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て

い
た
。
十
一
月
に
は
武
家
地
が
東
京
府
の
管
轄
下
に
入
る
が
、
身
分
が
違
う
た
め

武
家
地
・
社
寺
地
に
は
触
頭
を
置
い
て
支
配
す
る
こ
と
に
し
、
町
の
年
寄
の
支
配

下
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
四
年
六
月
に
朱
引
の
改
正
が
な
さ
れ
、
明
治
二
年
に
設
定
し
た

朱
引
を
縮
小
し
て
地
方
五
番
組
を
大
区
小
区
制
に
改
め
て
六
大
区
二
十
五
小
区
と

し
た
。
こ
の
改
正
で
は
朱
引
内
か
ら
朱
引
外
に
移
さ
れ
た
町
が
あ
っ
た
た
め
、
こ

れ
を
受
け
る
形
で
朱
引
内
の
区
数
が
減
少
し
て
四
十
四
区
制
に
改
め
ら
れ
た
。
八

月
に
は
、朱
引
内
が
四
十
四
区
制
で
朱
引
外
が
六
大
区
二
十
五
小
区
と
い
う
異
な
る

表１　明治初年の東京府行政区画の変遷

明治２年　　２月１９日 新たに朱引を定める

　　　　　　３月１０日 名主を廃止する

　　　　　　３月１１日 中年寄・添年寄の任命

　　　　　　３月１６日 五十番組制（五十区制）を定める

　　　　　　５月 ８ 日 地方五番組制を定める

　　　　　　５月１０日 地方年寄・中年寄を任命する

　　　　　 １１月 ２ 日 武家地を東京府管轄とする

明治４年　　６月 ９ 日 朱引の改正、朱引外六大区二十五小区制を定める

　　　　　　６月１３日 朱引内四十四区制を定める
　
　　　　　　８月１４日 朱引内外六十九区制を定める

　　　　　１１月２１日 貫属・社寺の触頭を廃止する

　　　　　１１月２８日 六大区九十七小区制を定める

　　　　　１１月２８日 中年寄・添年寄を廃止し、戸長・副戸長を任命する

　　　　　１２月２７日 武家地・町地の名称を廃止する

明治７年　　３月 ８ 日 十一大区一〇三小区制を定める

出典：『都史紀要五　区制沿革』東京都公文書館編、昭和３３年（１９５８）３月

（7）

（8）
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名
称
で
あ
っ
た
の
を
朱
引
内
に
合
わ
せ
て
統
一
す
る
こ
と
に
し
、
朱
引
内
最
後
の

第
四
十
四
区
に
続
け
て
朱
引
外
の
二
十
五
小
区
を
第
四
十
五
区
か
ら
第
六
十
九
区

ま
で
の
名
称
に
改
め
、
朱
引
内
外
を
合
わ
せ
て
六
十
九
区
と
し
た
。
十
一
月
に
は
、

貫
属
・
社
寺
の
触
頭
を
廃
止
し
、
六
大
区
九
十
七
小
区
を
制
定
し
て
中
年
寄
・
添

年
寄
九
七
名
の
内
三
十
名
を
罷
免
し
、
残
る
六
七
名
を
改
め
て
戸
長
・
副
戸
長
に

任
命
し
た
。朱
引
内
外
の
町
村
を
大
区
小
区
制
に
し
て
単
一
の
行
政
区
画
に
入
れ
、

町
地
に
武
家
地
を
含
み
込
ん
で
町
名
を
与
え
、
す
べ
て
身
分
で
区
別
せ
ず
に
東
京

府
│
区
の
管
轄
下
に
一
本
化
す
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年

三
月
に
は
郡
村
地
を
も
加
え
た
十
一
大
区
一
〇
三
小
区
と
な
り
、
明
治
十
一
年
十

一
月
の
郡
区
町
村
編
制
法
ま
で
続
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
年
三
月
ま
で
は
旧
来
の
江
戸
の
市
政
を
継
承
し
た
名
主

が
存
続
し
て
い
た
が
、
す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
。
か
わ
っ
て
東
京
府
が
元
名
主
の
内

か
ら
任
命
し
た
中
年
寄
・
添
年
寄
が
五
十
番
組
制
の
町
の
行
政
を
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。
以
来
、
中
年
寄
・
添
年
寄
に
よ
る
支
配
に
変
化
は
無
く
、
明
治
四
年
十
一

月
の
六
大
区
九
十
七
小
区
制
が
実
施
さ
れ
た
時
に
中
年
寄
・
添
年
寄
は
廃
止
さ
れ

て
戸
長
・
副
戸
長
に
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
朱
引
や
番
組
制
（
区
制
）
の
改
正
は

基
本
的
に
町
地
が
対
象
で
、
町
名
も
付
与
さ
れ
て
い
な
い
武
家
地
は
番
組
の
管
轄

外
で
触
頭
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
で
朱
引
内
四
十
四
区

制
を
見
る
と
、
町
地
に
武
家
地
を
編
入
す
る
過
渡
期
に
設
定
さ
れ
、
朱
引
の
縮
小

に
よ
り
い
く
つ
か
の
区
が
朱
引
外
へ
移
転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
、

六
大
区
九
十
七
小
区
制
が
成
立
す
る
ま
で
の
五
ヶ
月
間
と
い
う
短
期
間
に
だ
け
実

施
さ
れ
て
い
た
区
画
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
も
う
少
し
詳
し
く
四

十
四
区
制
に
つ
い
て
従
来
ど
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
き
た
の
か
を
以
下
に
述
べ

て
お
き
た
い
。

　
三
　
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
解
釈
と
説
明

朱
引
内
四
十
四
区
制
に
つ
い
て
『
区
制
沿
革
』
は
「
従
来
の
朱
引
内
五
十
番
組

の
中
、
第
十
五
か
ら
第
二
十
二
ま
で
の
八
区
と
第
二
十
四
か
ら
第
二
十
六
ま
で
の

三
区
と
第
二
十
八
と
都
合
十
二
区
が
朱
引
外
と
な
っ
た
一
方
、
旧
武
家
地
に
新
ら

た
に
六
区
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
差
引
き
四
十
四
区
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
番
号

順
序
は
変
更
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、各
区
の
区
画
線
は
旧
の
ま
ま
で
あ
る
。」と
述
べ
、

朱
引
内
五
十
番
組
制
の
第
十
五
番
か
ら
第
二
十
二
番
ま
で
と
第
二
十
四
番
か
ら
第

二
十
六
番
ま
で
と
第
二
十
八
番
の
合
計
一
二
の
番
組
が
朱
引
外
に
移
り
、
六
区
が

新
設
さ
れ
て
合
計
四
四
区
に
な
っ
た
こ
と
、
各
区
の
境
界
に
は
変
化
が
無
く
、
朱

引
内
外
の
境
界
線
が
動
い
た
た
め
に
移
動
し
た
一
二
区
と
、
新
設
さ
れ
た
区
が
六

つ
あ
り
、
番
号
順
序
に
変
更
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
施
に
至
っ
た
背

景
と
し
て
は
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
を
達
し
た
四
日
前
の
六
月
九
日
に
朱
引
外
郷

村
地
に
六
大
区
二
十
五
小
区
制
が
実
施
さ
れ
、「
従
来
五
十
番
組
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
町
地
の
中
で
、
山
の
手
方
面
の
多
く
が
郷
村
地
域
に
と
ら
れ
た
た
め
に
、

五
十
番
組
制
を
そ
の
儘
存
続
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
と
、
新
し
い
戸
籍

法
に
よ
っ
て
、
従
来
は
五
十
番
組
と
関
係
の
無
か
っ
た
武
家
地
を
加
え
る
必
要
が

起
っ
た
」
こ
と
を
あ
げ
て
、
戸
籍
調
査
と
武
家
地
編
入
の
影
響
を
指
摘
し
て
お
り
、

朱
引
内
外
の
改
正
が
一
つ
の
連
動
し
た
行
政
区
画
の
改
正
だ
っ
た
い
う
こ
と
が
述

（10）

（9）

（11）
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べ
ら
れ
て
い
る
。

『
東
京
百
年
史
』
第
二
巻
も
『
区
制
沿
革
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
四
四
区
と

い
う
区
数
は
、
従
前
五
〇
区
で
あ
っ
た
旧
「
朱
引
内
」
か
ら
一
二
の
区
が
「
朱
引

外
」
に
移
り
、
代
わ
っ
て
新
し
く
武
家
地
の
う
ち
六
区
が
「
朱
引
内
」
市
街
地
に

編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
区
の
境
界
線
は
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り

五
〇
区
時
代
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
」
と
し
、
朱
引
内
外
で
の
区
の
移
動
と
武

家
地
を
町
地
に
編
入
し
て
の
区
の
新
設
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
区
は
五
十
番
組
制

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
両
書
が
指
摘
し
た
朱
引
内
四
十
四
区
制
実
施
の
理
由
の
要
点

を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
朱
引
内
外
境
界
の
改
正
に
よ
り
、
朱
引
外
（
郷
村
地
）
に
先
に
大
区
小
区
制

　
　
が
実
施
さ
れ
て
朱
引
内（
市
街
地
）か
ら
移
転
し
た
区
が
あ
っ
た
た
め
に
区
数

　
　
が
減
少
し
た
。

2
朱
引
内
に
そ
の
ま
ま
残
っ
た
区
の
境
界
に
は
何
等
の
変
更
も
加
え
ら
れ
て
お

　
　
ら
ず
、
基
本
的
に
は
五
十
番
組
制
の
ま
ま
継
続
し
て
い
た
。

3
戸
籍
調
査
の
た
め
に
武
家
地
の
内
か
ら
新
た
に
町
地
に
編
入
さ
れ
た
土
地
に

　
　
も
町
地
と
同
様
の
区
制
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
と
め
る
と
、
新
た
な
武
家
地
の
町
地
へ
の
編
入
が
あ
る
も
の
の
、
朱
引
内
四

十
四
区
制
は
基
本
的
に
は
五
十
番
組
制
の
枠
組
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
い
く
つ
か

の
区
に
出
入
の
変
更
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
区
制
沿
革
』・『
東
京
百
年
史
』
で
は
、
引
用
文
で
示
し
た
通

り
の
い
た
っ
て
簡
潔
な
説
明
が
あ
る
だ
け
で
、
朱
引
内
四
十
四
区
に
は
ど
の
よ
う

な
町
が
各
区
に
属
し
て
い
る
の
か
、『
区
制
沿
革
』
に
指
摘
の
あ
る
番
号
順
序
の
変

更
と
は
単
に
朱
引
外
に
移
転
し
て
抜
け
た
町
の
分
を
詰
め
た
だ
け
な
の
か
、ま
た
、

武
家
地
の
編
入
と
は
ど
こ
を
指
す
の
か
等
、具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
何
等
の
説

明
も
無
く
、
行
政
区
画
の
変
遷
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
的
な
情
報
が
十
分
で
は

な
い
と
い
え
よ
う
。
区
の
境
界
に
変
更
が
な
い
と
い
う
指
摘
か
ら
は
、
五
十
区
制

と
の
連
続
面
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
六
大
区
九
十
七
小
区
制
ま
で
は

基
本
的
に
五
十
番
組
制
の
枠
組
で
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
と
れ
る
の
で
、
実

際
に
朱
引
内
四
十
四
区
制
と
五
十
番
組
制
を
町
単
位
で
比
較
し
て
み
な
い
と
ど
の
よ

う
な
点
で
違
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
四
　
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
史
料

　
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
説
明
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
『
区
制
沿
革
』
と
同
書

を
下
敷
に
し
て
書
か
れ
た『
東
京
百
年
史
』第
二
巻
に
基
本
的
な
内
容
は
網
羅
さ
れ

て
い
る
。『
区
制
沿
革
』
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
三
月
に
東
京
都
総
務
局

文
書
課
か
ら『
東
京
都
史
紀
要
第
三
　
区
制
沿
革
　
名
主
制
か
ら
区
制
ま
で
』の
タ

イ
ト
ル
の
ガ
リ
版
刷
で
作
成
さ
れ
て
、
昭
和
三
三
年
に
『
都
史
紀
要
五
　
区
制
沿

革
』
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
同
書
が
詳
し
く
扱
っ
た
明
治
初
年
の
史
料
を
収
録
し

た
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
の
刊
行
状
況
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
〇
　
慶
応
四
年
八
月
〜
明
治
二
年
十
二
月
　
昭
和
三
六
年
　
三
月
刊
行

第
五
一
　
明
治
三
年
一
月
〜
同
　
四
年
　
五
月
　
同
年
　
　
　
十
一
月
刊
行

第
五
二
　
明
治
四
年
六
月
〜
同
　
五
年
　
四
月
　
昭
和
三
七
年
　
三
月
刊
行

（12）
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第
五
三
　
明
治
五
年
五
月
〜
同
　
五
年
十
二
月
　
昭
和
三
八
年
　
三
月
刊
行

『
区
制
沿
革
』
の
刊
行
が
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
よ
り
も
数
年
先
行
し
て
い
る

も
の
の
、
両
書
が
ほ
ぼ
同
時
期
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
両

書
は
本
文
と
史
料
集
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
て
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
解
釈
の

仕
方
は
一
致
し
て
お
り
、
前
記
し
た
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
説
明
で
『
区
制
沿
革
』

に
は
具
体
的
な
記
述
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
は『
東
京
市
史
稿
』

市
街
篇
五
二
の
掲
載
史
料
に
も
反
映
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
朱
引
内
四
十
四
区
制
だ

け
が
他
の
行
政
区
画
の
改
正
と
比
べ
て
少
な
い
情
報
量
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
以
下
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

『
東
京
市
史
稿
』市
街
篇
第
五
二
の
六
月
九
日
条
に
は「
府
下
ノ
区
法
ヲ
改
正
シ
、

朱
引
外
ヲ
六
大
区
二
十
五
小
区
ニ
分
チ
、
仮
ニ
戸
長
副
戸
長
ヲ
置
ク
。
同
月
十
三

日
、
朱
引
内
区
法
ヲ
改
メ
、
分
チ
テ
四
十
四
区
ト
ス
」
と
題
目
を
立
て
て
、
前
半

に
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
、
後
半
に
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
史
料
を
ま
と

め
て
配
列
し
て
あ
る
。
こ
う
し
た
題
目
の
立
て
方
か
ら
は
、『
区
制
沿
革
』
と
同
様

の
朱
引
外
と
朱
引
内
の
改
正
を
一
連
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
姿
勢
が
看
取
さ
れ

る
。
前
半
の
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
に
は
、
朱
引
内
外
境
界
と
各
大
区
間

の
境
界
、
各
大
区
小
区
の
町
村
名
・
仮
戸
長
副
長
名
を
示
し
た
史
料
が
「
法
令
類

纂
巻
之
六
七
上
」
か
ら
収
め
ら
れ
、
更
に
「
辛
未
六
月
改
正
　
朱
外
六
区
町
鑑
」
を

掲
載
し
て
、
各
大
区
小
区
毎
に
所
属
町
村
名
と
中
年
寄
・
添
年
寄
が
一
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

後
半
の
朱
引
内
四
十
四
区
制
で
は
、
他
の
条
項
に
は
見
ら
れ
な
い
説
明
文
が
わ

ざ
わ
ざ
冒
頭
に
置
い
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
示
し
て
み
た
い
。

史
料
２

朱
引
内
区
法
改
正
モ
前
記
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
ト
関
連
シ
テ
改
正
セ

シ
モ
ノ
ナ
リ
。
都
政
史
料
館
所
蔵
「
明
治
四
年
六
月
改
正
市
区
鑑
」
ニ
ヨ
レ
バ
、

一
・
二
・
三
・
五
・
六
・
七
小
区
ノ
町
名
ヲ
欠
ク
。
衰
微
セ
ル
朱
引
内
市
街
地

ヲ
朱
引
外
ト
セ
シ
外
、
朱
引
内
武
家
地
ヲ
市
街
地
ニ
編
入
セ
シ
モ
、
未
ダ
町
名

ヲ
附
サ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
為
カ
。
中
年
寄
・
添
年
寄
ノ
支
配
ニ
ハ
サ
シ
タ
ル
変

動
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ
。
四
年
十
一
月
ノ
改
正
ヲ
参
照
ス
ベ
シ
。

こ
の
説
明
文
に
は
、
欠
落
し
て
い
る
六
つ
の
区
は
武
家
地
か
ら
町
地
に
編
入
さ

れ
た
地
域
な
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
点
、「
中
年
寄
・
添
年
寄
ノ
支
配
ニ
ハ
サ

シ
タ
ル
変
動
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と
し
て
実
態
の
判
断
に
迷
っ
て
い
る
点
等

の
可
能
性
や
疑
問
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
都
政
史
料
館
所
蔵

「
明
治
四
年
六
月
改
正
市
区
鑑
」
は
結
局
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
を
史
料
で
実
際
に
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。

ま
た
、
最
初
に
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
と
の
関
連
を
示
し
、
末
尾
で

は
、「
四
年
十
一
月
ノ
改
正
」
を
参
照
す
る
よ
う
に
と
し
て
、
他
の
改
正
の
事
例

を
参
考
に
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。「
四
年
十
一
月
ノ
改
正
」
と
は
、
前
述
し

た
表
１
を
参
照
す
れ
ば
六
大
区
九
十
七
小
区
制
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
と
六
大
区
九
十
七
小
区
制
は
、『
東
京
市

史
稿
』
市
街
篇
の
当
該
箇
所
に
区
毎
の
町
村
表
が
収
録
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の
参

照
の
指
示
は
、
前
後
の
改
正
の
情
報
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
朱
引
内
四
十
四
区
制

が
理
解
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（13）

（14）

（15）

（16）

（17）
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史
料
２
の
後
に
関
係
史
料
が
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
の
行
政
区
画
の
改
正
の
場
合
と
は
違
い
、
史
料
２
の
内
容

を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
十
分
な
史
料
提
示
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
こ
に
提
供
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
何
が
わ
か
る
の
か
を
以
下
に

示
し
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

掲
載
史
料
は
四
点
あ
る
が
、
前
半
の
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
を
述
べ
た

部
分
や
直
接
四
十
四
区
制
実
施
と
は
関
係
し
な
い
記
述
を
除
い
た
必
要
部
分
の
み

を
抜
粋
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

史
料
３

今
般
朱
引
内
外
御
確
定
ニ
付
、
朱
引
内
世
話
掛
リ
年
寄
共
銘
々
心
得
候
区
々
并

御
用
聞
年
寄
出
勤
組
合
割
、
別
紙
ノ
通
伺
出
候
ニ
付
、
伺
ノ
通
リ
被
御
聞
届
可

然
奉
存
候

附
札

書
面
、
右
可
為
伺
ノ
通
候
事

　
辛
未
六
月
十
四
日

別
紙

今
般
東
京
朱
引
内
外
区
別
御
改
ニ
付
、
朱
引
内
御
用
伺
罷
出
候
区
々
左
ノ
通
、

（
以
下
略
）

史
料
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
添
年
寄

今
般
区
法
改
正
ニ
付
、
兼
テ
相
達
置
候
絵
図
面
ノ
通
相
心
得
、
明
十
四
日
ヨ
リ

唱
替
可
申
事
﹇
原
書
ニ
図
面
ヲ
欠
ク
﹈。

　
辛
未
六
月
十
三
日

　
掛
紙
　
図
面
ノ
存
ス
ル
ナ
キ
ヲ
以
テ
不
明
瞭
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
次
ノ
改
正

　
　
　
　
ニ
依
テ
考
フ
ル
ニ
、
一
区
ヨ
リ
四
十
四
区
ナ
ル
ヘ
シ
。

史
料
５

十
三
日
　
府
下
朱
引
内
外
ノ
区
別
ヲ
改
正
シ
、
朱
引
内
ヲ
四
十
三
小
区
﹇
吉
原

ヲ
一
区
ト
シ
テ
四
十
四
区
﹈
ト
為
シ
、
朱
引
外
郷
村
所
属
ノ
地
ヲ
六
大
区
二
十

五
小
区
ニ
分
チ
、
従
前
ノ
中
添
年
寄
ヲ
以
テ
、
仮
ニ
戸
長
副
戸
長
ヲ
置
、
出
張

掛
リ
官
員
ヲ
定
メ
、
区
内
住
居
人
員
戸
数
等
ノ
取
調
ヲ
掌
ラ
シ
メ
、
地
面
人
員

戸
数
職
業
ノ
四
件
ニ
付
テ
ハ
、
官
省
并
触
頭
等
ノ
手
数
ヲ
経
ズ
出
張
所
ヨ
リ
直

ニ
官
員
華
士
族
社
寺
等
ニ
問
合
可
致
旨
ヲ
達
ス
。

（
中
略
）

十
四
日
　
仮
ニ
正
副
区
長
ヲ
置
ク
、﹇
正
員
二
十
九
名
・
副
員
六
十
八
名
﹈

史
料
６

同
（
明
治
四
年
六
月
）
十
四
日
よ
り
御
府
内
区
別
改
り
四
十
四
組
に
成
、﹇
十
二

月
又
区
別
御
改
正
あ
り
﹈

こ
の
四
点
の
史
料
を
史
料
３
か
ら
順
に
見
て
い
き
た
い
。
史
料
３
は
本
文
と
別

紙
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
の
本
文
は
、
上
局
へ
の
伺
文
と
伺
に
対
す
る

指
令
回
答
で
あ
る
附
札
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
伺
文
の
内
容
は
、
朱
引
と
行

（18）

（19）

（20）

（21）
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政
区
画
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
東
京
府
へ
御
用
聞
に
出
頭
す
る
世
話
掛
の
担
当
区

割
が
新
た
に
変
更
し
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
組
合
分
割
表
を
世
話
掛
か
ら
東
京
府
へ

伺
書
と
し
て
提
出
し
、
東
京
府
は
こ
の
伺
書
の
通
り
に
認
可
さ
れ
る
よ
う
上
局
へ

稟
議
に
出
し
た
も
の
で
、
上
局
は
伺
案
文
の
通
り
で
差
支
え
な
い
旨
を
附
札
を
貼

付
け
て
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
半
の
別
紙
は
御
用
聞
年
寄
出
勤
組
合
割
で
、

省
略
し
た
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。本
文
中
に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

別
紙
の
区
数（
省
略
部
分
）と
日
付
か
ら
見
て
こ
れ
が
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
世
話

掛
・
中
年
寄
・
添
年
寄
の
担
当
区
と
区
割
を
朱
引
内
各
区
の
年
寄
へ
達
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

史
料
４
も
ま
た
史
料
３
と
同
様
に
四
十
四
区
制
を
直
接
示
し
た
記
載
は
無
い
の

だ
が
、
や
は
り
日
付
か
ら
見
て
、
六
月
一
四
日
か
ら
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
名
称

に
区
名
を
改
め
る
こ
と
を
達
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
後
半
部
分
に
は
、「
掛
紙
」

と
標
題
の
あ
る
四
角
に
囲
わ
れ
た
部
分
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
図
面
が
無
い
の

で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
四
十
四
区
制
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
た
文
章

で
あ
る
。
こ
の
、
図
面
が
無
い
旨
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
も
「
兼
テ
相
達

置
候
絵
図
面
ノ
通
相
心
得
」
と
あ
る
部
分
に
関
連
さ
せ
て
の
表
記
と
考
え
ら
れ
る

が
、
素
直
に
史
料
４
の
本
文
を
読
む
な
ら
ば
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
を
六
月
一
四

日
か
ら
実
施
す
る
の
で
区
名
を
そ
の
日
か
ら
替
え
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
中
年

寄
・
添
年
寄
に
通
達
し
た
も
の
で
、
そ
の
区
名
の
改
称
は
既
に
予
め
通
達
し
て
あ

る
絵
図
面
に
表
記
し
て
あ
る
通
り
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
通
達

が
出
さ
れ
た
時
点
で
は
、
新
た
な
区
名
を
通
知
す
る
作
業
は
既
に
終
っ
て
い
て
、

後
は
開
始
す
る
期
日
を
通
達
す
れ
ば
良
い
状
態
で
、
新
た
な
区
名
等
が
記
し
て
あ

っ
た
絵
図
面
は
少
な
く
と
も
六
月
一
三
日
以
前
に
は
中
年
寄
・
添
年
寄
に
廻
達
し

て
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
本
来
原
書
に
は
な
く
て
「
法
令
類
纂
」
の
編
者
が
付
け

た
と
考
え
ら
れ
る
「
原
書
ニ
図
面
ヲ
欠
ク
」
と
い
う
記
載
は
、
こ
の
史
料
に
付
け
る

べ
き
で
は
な
く
、
別
に
絵
図
面
を
通
達
し
た
文
書
の
有
無
と
し
て
注
記
す
べ
き
だ

っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
史
料
４
の
出
典
で
あ
る
「
法
令
類
纂
」
巻
之
六
十
七
上
に
所

収
の
本
史
料
を
見
て
み
る
と
、「
掛
紙
」
の
記
載
が
無
く
、
こ
の
記
載
は
『
東
京
市

史
稿
』
の
編
者
が
付
け
た
注
記
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
四
角
に
囲
っ

た
意
味
は
何
な
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
部
分
は
付
箋
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
、
そ

の
状
態
を
表
記
す
る
た
め
の
囲
い
な
の
だ
っ
た
。
掛
紙
と
は
、
通
常
は
文
書
の
包

紙
や
文
書
に
付
箋
と
し
て
貼
り
付
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
使
わ
れ
る
史
料
用
語
で

あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
記
載
内
容
か
ら
通
達
に
記
入
し
て
あ
っ
た
も
の
と
は
考
え

ら
れ
ず
、包
紙
の
上
書
で
あ
る
な
ら
ば
本
文
の
前
に
提
示
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
史
料
が
通
達
文
で
は
直
接
触
れ
て
い
な
い
朱
引
内
四
十
四
区
制
の

史
料
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
付
箋
と
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
東

京
市
史
稿
』
の
史
料
４
に
は
（
　
）
や
﹇
　
﹈
等
の
編
者
の
追
記
を
示
す
た
め
の
処

理
が
無
く
、
単
に
「
掛
紙
」
と
だ
け
記
載
し
て
あ
る
だ
け
な
の
で
、「
法
令
類
纂
」

の
原
状
と
は
違
っ
た
解
釈
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
表
記
だ
と
い
え
、
こ
の
場
合
は

「
掛
紙
」
で
は
な
く
（
付
箋
）
と
す
る
か
、
ま
た
は
掲
載
せ
ず
に
、
む
し
ろ
史
料
２

に
注
記
を
し
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、「
法
令
類
纂
」
に
は
他
に
巻
之
六
十
七
下
に
も
同
じ
史
料
が
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
こ
ち
ら
も
参
照
し
て
み
た
い
。
こ
の
巻
六
十
七
下
所
収
史
料
で

（22）

（23）
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は
、「
原
書
ニ
図
面
ヲ
欠
ク
」
の
割
注
も
「
掛
紙
」
と
し
て
四
角
に
囲
わ
れ
た
部
分

の
記
載
も
と
も
に
無
く
、
原
書
の
状
態
が
忠
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
巻
之
六
十
七
下
所
収
史
料
に
よ
り
原
書
の
状
態
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、「
掛
紙
」
と
記
載
さ
れ
た
部
分
が
実
は
付
箋
で
あ
り
、
原
書
に
は
本

来
存
在
せ
ず
、「
掛
紙
」
の
記
載
内
容
が
「
法
令
類
纂
」
の
割
注
と
一
致
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
付
箋
は
「
法
令
類
纂
」
の
編
者
が
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
史
料
で

あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
そ
の
こ
と
を
明
記
し
て
付
け
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
史
料
３
・
史
料
４
以
外
に
は
「
法
令
類
纂
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

史
料
３
・
史
料
４
が
朱
引
内
四
十
四
区
制
を
中
年
寄
・
添
年
寄
に
通
達
し
た
文
書

と
し
て
確
認
で
き
る
全
部
に
な
る
の
だ
が
、
肝
心
の
絵
図
面
と
そ
の
達
は
今
回
の

調
査
で
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

次
は
史
料
５
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
府
史
提
要
」
と
い
う
東
京
府
の
歴
史
を
年

月
日
順
で
簡
潔
に
説
明
を
し
た
編
纂
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
だ
が
、
注

目
す
べ
き
は
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
を
明
記
し
て
い
て
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小

区
制
と
関
連
付
け
て
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
一
三
日
に
は
中
年
寄
・
添

年
寄
を
仮
に
戸
長
副
長
と
す
る
こ
と
、一
四
日
に
は
正
区
長
二
九
名
・
副
長
六
八
名

を
設
置
し
た
と
す
る
、
他
の
史
料
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
記
事
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
史
料
６
は
、
元
町
名
主
の
斎
藤
月
岑
が
編
纂
し
た
「
武
江
年
表
」
の

記
事
で
あ
る
。
史
料
３
か
ら
史
料
４
ま
で
の
史
料
が
東
京
府
側
の
す
な
わ
ち
府
か

ら
町
へ
通
達
す
る
た
め
の
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
６
は
通
達
を
受
け
た
側
の

記
録
で
、は
っ
き
り
と
府
内
が
四
十
四
区
制
に
な
っ
た
と
い
う
認
識
を
示
し
て
る
。

絵
図
面
が
手
元
に
あ
っ
て
新
た
な
区
の
体
制
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す

る
な
ら
こ
う
し
た
受
け
と
め
方
は
当
然
だ
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
『
東
京
市
史
稿
』
に
掲
載
の
史
料
に
は
、
町
名
改
称
の
期
日
の
通
達
文
と
世

　
　
話
掛
の
組
合
分
担
表
を
取
決
め
た
伺
文
の
二
点
だ
け
で
、
朱
引
内
四
十
四
区

　
　
制
の
区
割
等
に
関
す
る
史
料
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

2
こ
の
改
正
は
「
区
法
改
正
」
と
呼
ば
れ
、
あ
ら
か
じ
め
絵
図
面
を
配
付
し
て

　
　
区
の
改
称
を
中
年
寄
・
添
年
寄
に
通
達
し
て
い
た
が
、
存
在
し
た
は
ず
の
絵

　
　
図
面
は
現
在
所
在
不
明
で
、
絵
図
面
を
配
付
し
た
際
に
中
年
寄
・
添
年
寄
宛

　
　
に
出
さ
れ
た
通
達
文
自
体
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

3
中
年
寄
・
添
年
寄
を
区
長
副
長
に
任
じ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
十

　
　
一
月
二
八
日
に
中
年
寄
・
添
年
寄
を
廃
止
し
て
戸
長
・
副
戸
長
を
任
命
し
た

　
　
こ
と
と
齟
齬
す
る
内
容
で
あ
る
が
、「
仮
」
と
あ
る
よ
う
に
、
暫
定
的
な
処
置

　
　
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
二
の
掲
載
史
料
か
ら
は
、
朱
引
内

四
十
四
区
制
の
実
施
の
過
程
や
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
五
十

区
制
や
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
と
の
関
係
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き

ず
、
前
述
し
た
朱
引
内
外
で
の
区
や
町
の
移
動
を
確
認
す
る
史
料
は
、
別
に
求
め

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
史
料
４
に
示
さ
れ
た
絵
図
面
が
存

在
し
な
い
以
上
、
史
料
２
に
都
政
史
料
館
蔵
と
明
記
さ
れ
た
「
明
治
四
年
六
月
改

正
市
区
鑑
」
が
最
も
参
考
と
な
る
筈
な
の
で
、
本
史
料
を
紹
介
し
て
具
体
的
に
見

て
行
き
た
い
。
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五
　「
明
治
四
年
六
月
改
正
市
区
鑑
」
の
紹
介

史
料
２
に
紹
介
し
て
あ
っ
た
「
明
治
四
年
六
月
改
正
市
区
鑑
」
の
所
蔵
先
で
あ

る
都
政
史
料
館
と
は
現
在
の
東
京
都
公
文
書
館
の
前
身
で
あ
り
、
東
京
府
文
書
等

の
所
蔵
史
料
は
東
京
都
公
文
書
館
に
受
け
継
が
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
明

治
四
年
六
月
改
正
市
区
鑑
」
の
表
題
を
頼
り
に
捜
索
し
て
み
る
と
、
該
当
す
る
史

料
と
し
て
以
下
の
二
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
７
「
辛
未
六
月
改
正
　
町
鑑
　
常
務
局
」

史
料
８
「
明
治
四
年
辛
未
稔
六
月
改
正
　
市
区
鑑
」

史
料
７
・
史
料
８
は
と
も
に
類
似
の
表
題
を
持
ち
、
若
干
の
記
載
の
違
い
が
認

め
ら
れ
る
が
同
じ
内
容
の
史
料
で
あ
る
。
現
在
こ
の
二
冊
に
は
修
復
が
施
さ
れ
て

い
る
た
め
、『
東
京
市
史
稿
』
に
収
録
さ
れ
た
当
時
と
は
異
な
っ
た
保
存
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
東
京
都
公
文
書
館
で
の
簿
冊
の
修
復
は
、
主
に
裏
打
ち
と
新
た
に

柿
渋
を
塗
っ
た
表
紙
・
裏
表
紙
を
追
加
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
表
紙
・
裏
表

紙
の
こ
と
を
東
京
都
公
文
書
館
で
は
「
飾
り
表
紙
」
と
呼
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
元
来
の
表
紙
・
裏
表
紙
を
原
状
の
ま
ま
に
保
護
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
。
こ

の
飾
り
表
紙
が
修
復
の
際
に
付
け
ら
れ
た
た
め
、
現
時
点
で
は
表
紙
の
表
題
が
変

更
さ
れ
て
お
り
、
史
料
７
に
は
「
辛
未
町
鑑
」、
史
料
８
に
は
「
明
治
四
年
　
市
区

鑑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

史
料
７
・
史
料
８
の
記
載
形
式
は
全
く
同
じ
で
、
史
料
８
を
例
に
し
て
示
す
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

史
料
９

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
区

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
年
寄

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
内
信
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

添
年
寄

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
喜
一
郎

一
南
茅
場
町                 

　
　
　
　
　
　     

「
日
枝
旅
所
門
前
　
合
併
」

    

「
里
俗
裏
通
ヲ
裏
茅
場
町

　
　
元
日
枝
旅
所
門
前
ヲ
薬
師
前
与
唱
候
」

  

坂
本
町
壱
丁
目

  

同    

弐
丁
目 

「
◯
　
」

    

「
里
俗
両
町
ハ
河
岸
ヲ
相
川
岸

　
　
二
丁
目
横
町
ヲ
植
木
店
与
唱
候
」

  

亀
島
町

    

「
里
俗
代
官
屋
敷
紅
梅
新
道

　
　
矢
場
与
唱
候
場
所
有
之
」

                                   

　
　
　
　
　
　   

「
岡
崎
町

  

北
島
町                       

　
　
　
　
　
　     

竹
し
ま
町
　
合
併

    

「
里
俗
小
路
云
々
ニ
而
提
灯
掛
横
町   

　 

亀
し
ま
町
　
　
　
」

　
　
　
鍛
冶
町
神
保
小
路
六
軒
長
家

　
　
　
七
軒
町
与
唱
候
場
所
有
之
」

（24）

（25）

（26）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）
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「
神
田
新
銀
町
代
地

　
三
代
町                       

　
　
　
　
　
　   

同
塗
師
町
代
地    

合
併
唱
替

　
　「
里
俗
此
辺
八
丁
堀
与
唱
候
」　
　      

同
松
下
町
壱
丁
目
代
地
　
　
　
」

  

〆
六
ヶ
町

第
十
八
区
の
部
分
を
全
文
掲
載
し
た
が
、
史
料
７
・
史
料
８
の
記
載
内
容
に
違

い
が
あ
る
の
は
、
坂
本
町
弐
丁
目
の
下
に
あ
る
朱
の
「
○
」
印
が
史
料
８
に
し
か

な
い
点
だ
け
で
あ
る
。
記
載
形
式
は
、
最
初
に
区
名
と
中
年
寄
・
添
年
寄
を
順
に

記
し
、
次
に
区
内
の
町
名
を
列
挙
し
て
最
後
に
町
数
の
合
計
を
示
し
た
も
の
で
、

町
名
の
下
に
は
町
の
改
称
や
統
廃
合
を
、
町
名
と
町
名
の
行
間
に
は
里
俗
名
等
の

情
報
が
と
も
に
朱
書
で
書
き
込
ん
で
あ
り
、
坂
本
町
弐
丁
目
の
下
に
あ
る
朱
の

「
○
」
印
は
第
十
八
区
の
扱
所
が
そ
の
町
内
に
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
で
あ
る
。

冒
頭
の
区
名
や
中
年
寄
・
添
年
寄
の
記
載
位
置
か
ら
町
名
・
朱
書
・
記
号
の
記

載
場
所
、
さ
ら
に
は
行
数
に
い
た
る
ま
で
各
区
と
も
同
一
の
書
式
で
記
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
各
区
を
相
互
に
比
較
し
て
み
る
と
区
毎
に
筆
体
が
違
っ
て
い
て

同
筆
の
区
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
東
京
府
で
一
括
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
町
鑑
の
作
成
は
、
東
京
府
か
ら
各
区
へ
一

定
の
書
式
で
所
属
町
名
と
合
計
町
数
を
書
い
た
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
が
命
じ
ら

れ
、
各
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を
東
京
府
が
区
の
順
番
に
綴
じ
て
合
冊
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
書
式
の
統
一
性
と
作
成
の
状
況
か
ら
は
、
各
区
へ
町
鑑
の
記
載
形

式
を
指
示
す
る
通
達
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
だ
が
、
朱
引

内
四
十
四
区
制
の
町
鑑
に
つ
い
て
の
そ
の
よ
う
な
通
達
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
年
の
五
十
番
組
制
が
編
制
さ
れ
た
時
の
町
鑑
の
作
成

に
関
す
る
通
達
が
参
考
と
な
る
の
で
以
下
に
示
し
た
い
。

史
料
10

（
イ
）

一
先
達
而
町
鑑
取
集
候
後
町
銘
替
之
分
も
有
之
候
間
、別
紙
雛
形
之
通
六
拾
通
ツ

　
　
ツ
来
月
十
日
御
持
寄
可
被
成
候

      

　
　
但
内
押
切
印
無
之
分
拾
通
ツ
ヽ
御
持
寄
可
被
成
候

一
雛
形
系
紙
之
通
片
面
七
行
ニ
御
認
、町
銘
替
合
併
之
分
町
銘
下
江
朱
ニ
而
御
認

　
　
入
之
事

一
里
俗
者
町
銘
腹
書
ニ
朱
ニ
而
御
認
入
之
事

一
町
用
扱
所
有
之
場
所
、
町
銘
下
江
朱
○
記
シ
之
事

一
押
切
判
者
年
寄
姓
名
上
江
押
候
事

　
右
之
通
御
達
申
候

                                     

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

御
用
伺

　
巳
五
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
当
番

（
ロ
）

                              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
何
之
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

添
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
何
之
誰

（
朱
書
）

（
朱
書
）（27）

（28）
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一
何
町
何
町
目
「
◯
　
」                

「
何
町
何
町

　
　
　    

「
里
俗
町
々
」　
　
　
　   

　
　
　
　 

合
併

一
同
　
何
町
目
　
　
　
　
　
　
　
　  

何
町
何
町
　
　
」

一
同
　
何
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
何
町
改
」

　
　
　    

「
里
俗
何
々
与
申
場
所
有
之
」

一
同
　
何
町

    

〆
何
拾
ヶ
町

（
ハ
）

史
料
10
は
便
宜
上
（
イ
）・（
ロ
）・（
ハ
）
に
区
分
し
た
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、

ひ
な
が
た

（
イ
）
は
町
鑑
の
作
成
と
記
載
内
容
の
指
示
で
、（
ロ
）・（
ハ
）
は
雛
形
と
系
紙
で
あ

る
。
こ
の
通
達
が
出
さ
れ
た
経
緯
は
、（
イ
）
の
第
一
条
目
に
「
先
達
而
町
鑑
取
集

候
後
町
銘
替
之
分
も
有
之
候
間
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
旦
作
成
さ
れ
た
町
鑑
が
、
町

名
の
変
更
に
よ
り
表
記
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
再
度
提
出
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
条
目
以
降
の
説
明
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
紙
面
に
は
片
面
七
行
ど
り
で
記
載
す
る
。

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）

（
朱
書
）
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2
町
名
の
下
に
は
朱
で
町
名
改
称
・
合
併
を
記
載
し
、
町
用
取
扱
所
の
あ
る
町

　
　
名
の
場
合
に
は
朱
で
○
の
印
を
付
け
る
。

3
町
名
の
脇
の
行
間
に
は
里
俗
名
を
朱
書
き
す
る

4
年
寄
姓
名
の
上
に
押
切
印
を
押
す
。

1
の
片
面
七
行
で
の
記
載
の
指
示
は
（
ハ
）
系
紙
が
七
行
ど
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
と
対
応
し
て
い
て
、（
ハ
）
系
紙
を
下
敷
き
に
し
て
書
け
ば
各
区
共
通
し
た
紙

面
構
成
に
な
る
。
そ
し
て
、2
〜
4
の
町
名
に
対
す
る
朱
書
の
記
載
指
示
は
、
史

料
８
の
記
載
と
比
較
し
て
み
る
と
、
す
べ
て
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
史
料
10
は
、
そ
の
ま
ま
史
料
８
の
記
載
の
指
示
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
、
明
治
二
年
に
町
鑑
の
記
載
の
体
裁
は
整
え
ら
れ
、
以
後
こ
の
史

ひ
な
が
た

料
10
の
指
示
（
イ
）
と
雛
形
（
ロ
）（
ハ
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指

摘
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
部
数
は
史
料
10
で
は
全
部
で
六
十
通
ず
つ
で
そ
の
内
十
通
は
押
切

印
が
無
い
も
の
で
作
成
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
史
料
10
は
明
治
二
年
の
五
十

番
組
制
の
段
階
で
の
こ
と
な
の
で
、
押
切
印
の
無
い
十
通
は
東
京
府
用
で
五
十
通

は
各
番
組
に
一
つ
ず
つ
配
布
す
る
た
め
の
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

稿
で
紹
介
し
た
町
鑑
に
は
い
ず
れ
も
押
切
印
が
無
い
も
の
な
の
で
、
史
料
10
が
説

明
す
る
十
通
の
側
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
で
も
同
様
に

東
京
府
用
と
各
区
へ
の
配
布
用
に
多
量
の
町
鑑
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

前
記
し
た
よ
う
に
史
料
７
・
史
料
８
の
二
部
し
か
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。こ

こ
で
前
記
注
　
で
紹
介
し
た
「
辛
未
六
月
改
正
　
朱
外
六
区
町
鑑
」
が
同
じ

く
二
部
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
が
、
朱
引
内
外
で
二
部
ず
つ
作
成

さ
れ
た
元
表
紙
の
表
題
を
比
較
し
て
み
た
い
。朱
引
外
Ａ
と
史
料
７
は
と
も
に「
町

鑑
」・「
常
務
局
」
と
明
記
さ
れ
、
朱
引
外
Ｂ
と
史
料
８
は
、
欠
損
部
分
が
あ
る
の
で

明
確
で
は
な
い
が
、
年
を
示
す
「
稔
」
と
「
市
区
鑑
」
の
表
記
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し

て
い
て
、
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
二
冊
一
組
の
対
で

利
用
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
朱
引
外
Ａ
と
史
料
７
は
常
務
局

で
作
成
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

通
常
、町
鑑
は
新
た
に
設
定
さ
れ
た
行
政
区
画
を
一
般
に
認
知
さ
せ
る
た
め
に
、

各
区
毎
に
年
寄
名
・
所
属
町
名
を
示
し
た
も
の
を
印
刷
版
行
す
る
の
だ
が
、
朱
引

内
四
十
四
区
制
の
町
鑑
が
印
刷
版
行
さ
れ
た
形
跡
は
無
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
紹

介
し
た
町
鑑
は
、
東
京
府
が
町
の
頻
繁
な
行
政
区
画
の
改
正
に
対
応
す
る
た
め
の

職
務
利
用
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
史
料
７
・
史
料
８
の
両
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
区
名
・
町
名
・
中
年

寄
・
添
年
寄
名
・
町
数
を
各
区
毎
に
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

　
六
　
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
比
較

表
２
に
よ
っ
て
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
区
名
・
町
名
・
中
年
寄
・
添
年
寄
名
・
町

数
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
こ
に
五
十
番
組
・
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区

制
と
の
比
較
も
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
五

十
番
組
制
と
は
区
の
順
序
が
違
っ
て
い
る
た
め
直
接
両
者
を
照
合
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
そ
れ
が
可
能
と
な
る
史
料
を
次
に
示
し
た
い
。

（29）

（15）
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史
料
11
ａ

今
般
東
京
朱
引
内
外
区
分
御
改
ニ
付
、
朱
引
内
御
用
伺
罷
出
候
区
々
左
之
通
り

　
世
話
掛
り        

　    

「
三
十
三
番
組
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
区

    

　
馬
込
彦
一
郎
　
　
　
三
十
四
番
組               

　
　
　
　 

九
　
区

           

　
　
　 
心
得
　
　
三
十
五
番
組
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
　
区

                  

　
　
　
　
　  

三
十
六
番
組
」　
　
　
　
　
　
　  

拾
壱
区

  

（
以
下
略
）

本
史
料
は
、
前
掲
し
た
史
料
３
の
省
略
部
分
に
相
当
し
て
い
る
が
、
同
一
の
史

料
を
特
に
史
料
11
ａ
と
し
て
別
に
示
し
た
理
由
は
二
点
あ
る
。
ま
ず
、
史
料
の
体

裁
で
あ
る
。
史
料
３
は
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
か
ら
引
用
し
た
も
の
だ
が
、

史
料
11
ａ
と
同
じ
馬
込
彦
一
郎
の
八
区
か
ら
拾
壱
区
ま
で
の
列
記
部
分
を
抜
粋
し
、

史
料
11
ｂ
と
し
て
次
に
示
し
た
い
。

史
料
11
ｂ

    

世
話
掛

  

馬
込
彦
一
郎
心
得
　
　
八
区
　
九
区
　
十
区
　
十
一
区

　（
以
下
略
）

こ
の
よ
う
に
各
区
を
縦
に
列
記
し
て
い
る
が
、「
法
令
類
纂
」
巻
之
六
十
七
下
を

見
て
み
る
と
、
各
区
は
史
料
11
ａ
と
同
じ
く
横
に
向
け
て
併
記
さ
れ
て
い
て
、
世

話
掛
と
区
名
の
間
が
広
く
空
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
東
京
市
史
稿
』
で
は
こ

の
史
料
３
・
史
料
11
ａ
・
史
料
11
ｂ
の
目
的
が
御
用
伺
の
区
の
組
合
割
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
縦
に
詰
め
た
表
記
に
し
て
も
問
題
が
無
い
と
判
断
し
た
た
め
に
こ
の
よ
う

な
記
載
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
点
は
、
史
料
３
・
史
料
11
ｂ
と
史
料
11
ａ
を
比
較
す
る
と
内
容
に
違
い
が
見

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
く
後
半
の
別
紙
部
分
の
担
当
区
毎
に
区
名
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
注
目
し
て
み
る
と
、
史
料
11
ａ
で
は
世
話
掛
と
区
名
の
間
の

空
間
を
利
用
し
て
各
区
が
元
何
番
組
で
あ
る
か
が
朱
書
で
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
番
組
と
区
の
対
応
関
係
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
記
載
が
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
先
に

い
え
ば
不
明
で
あ
る
。
史
料
３
・
史
料
11
ｂ
は
「
法
令
類
纂
」
巻
之
六
十
七
下
、
史

料
11
ａ
は
「
区
吏
沿
革
並
職
制
草
稿
」
を
典
拠
に
し
た
も
の
で
、
と
も
に
編
纂
物
で

あ
っ
て
原
文
書
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
朱
書
の
記
載
が
元
々
有

っ
た
の
か
無
か
っ
た
の
か
を
は
っ
き
り
と
は
示
せ
な
い
が
、
史
料
の
体
裁
は
両
方

と
も
同
じ
く
区
名
を
横
に
併
記
す
る
も
の
で
、「
法
令
類
纂
」
の
記
載
を
「
区
吏
沿

革
並
職
制
草
稿
」
が
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。「
区
吏
沿
革
並
職
制
草
稿
」
に

収
載
し
て
あ
る
九
三
点
の
な
か
で
特
に
朱
書
で
表
記
し
て
あ
る
の
は
本
史
料
だ
け

で
あ
る
点
か
ら
見
て
、
こ
れ
が
本
来
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
区
と
番
組
を
対
照

に
し
た
史
料
が
無
か
っ
た
た
め
に
、
便
宜
的
に
こ
こ
に
追
記
し
た
も
の
で
、
朱
書

に
し
て
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
編
者
の
作
成
し
た
注
記
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た

め
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
こ
の
二
点
か
ら
、
朱
書
は
元
々
有
っ
た
記
載

で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
に
新
旧
の
区
を
対
照
さ
せ
た
史

料
は
な
い
の
で
、
史
料
11
ａ
の
朱
書
を
使
っ
て
区
と
番
組
の
対
応
関
係
を
示
し
た

の
が
表
３
で
あ
る
。

（
朱
書
）

（30）（31）

（32）
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第
四
区
 

  第
八
区
 

  第
九
区
 

  第
拾
区
 

  第
拾
壱
区
 

  第
拾
弐
区
 

  第
拾
三
区
 

  第
拾
四
区
 

  第
拾
五
区
 

  第
拾
六
区
 

  第
拾
七
区
 

  第
拾
八
区
 

  第
拾
九
区
 

  第
弐
拾
区
 

  第
弐
拾
壱
区
 

   第
弐
拾
弐
区
 

  第
弐
拾
三
区
 

  第
弐
拾
四
区
 

  第
弐
拾
五
区
 

  

中
年
寄
松
村
福
次
郎
 

添
年
寄
矢
部
与
兵
衛
 

 中
年
寄
斎
藤
市
左
衛
門
 

添
年
寄
岡
村
庄
之
助
 

 中
年
寄
木
村
定
次
郎
 

添
年
寄
大
町
捨
五
郎
 

 中
年
寄
秋
本
新
一
郎
 

添
年
寄
明
田
清
八
郎
 

 中
年
寄
尾
崎
七
左
衛
門
 

添
年
寄
中
村
庄
八
 

 中
年
寄
小
西
喜
左
衛
門
 

添
年
寄
稲
垣
次
郎
右
衛
門
 

 中
年
寄
普
勝
伊
兵
衛
 

添
年
寄
三
戸
見
太
郎
兵
衛
 

 中
年
寄
竹
口
庄
左
衛
門
 

添
年
寄
金
田
正
三
郎
 

 中
年
寄
馬
込
彦
一
郎
 

添
年
寄
山
崎
半
兵
衛
 

 中
年
寄
渡
辺
庄
右
衛
門
 

添
年
寄
岡
部
勝
左
衛
門
 

 中
年
寄
村
松
源
六
 

添
年
寄
市
川
延
吉
郎
 

 中
年
寄
多
田
内
新
助
 

添
年
寄
蒲
生
喜
一
郎
 

 中
年
寄
富
田
平
兵
衛
 

添
年
寄
森
幸
右
衛
門
 

 中
年
寄
長
沢
次
郎
太
郎
 

添
年
寄
山
崎
民
五
郎
 

 中
年
寄
高
野
新
右
衛
門
 

添
年
寄
保
坂
改
右
衛
門
 

 中
年
寄
島
崎
清
左
衛
門
 

添
年
寄
水
田
善
三
郎
 

  中
年
寄
岡
崎
松
之
助
 

添
年
寄
中
野
五
郎
兵
衛
 

 中
年
寄
池
谷
権
兵
衛
 

添
年
寄
松
沢
八
右
衛
門
 

 中
年
寄
星
野
又
右
衛
門
 

添
年
寄
鈴
木
一
郎
 

 

　
町
壱
丁
目
・
　
町
弐
丁
目
・
　
町
三
丁
目
・
　
町
四
丁
目
・
　
町
五
丁
目
・
　
町
六
丁
目
・
　
町
七
丁
目
・
　
町
八
丁
目
・
　
町
九
丁
目
・
　
町
拾
丁
目
・
　
町
平
河
町
壱
丁
目
・
　
町
平
河
町
弐

丁
目
・
　
町
平
河
町
三
丁
目
・
　
町
平
河
町
四
丁
目
・
　
町
山
元
町
・
　
町
隼
町
・
　
町
谷
町
・
　
町
元
園
町
・
元
平
河
町
・
日
枝
前
町
・
元
飯
田
町
・
富
士
見
町
 

 三
河
町
三
丁
目
・
三
河
町
三
丁
目
裏
町
・
三
河
町
四
丁
目
・
三
河
町
四
丁
目
裏
町
・
四
軒
町
・
雉
子
町
・
神
田
佐
柄
木
町
・
神
田
新
銀
町
・
神
田
関
口
町
・
神
田
多
町
壱
丁
目
・
神
田
多
町
弐
丁
目
・

連
雀
町
・
神
田
鍋
町
・
通
新
石
町
・
須
田
町
・
神
田
小
柳
町
・
神
田
黒
門
町
 

 三
河
町
壱
丁
目
・
三
河
町
弐
丁
目
・
新
三
河
町
・
鎌
倉
町
・
神
田
松
下
町
・
皆
川
町
・
永
富
町
・
旭
町
・
神
田
蝋
燭
町
・
千
代
田
町
・
新
石
町
・
神
田
竪
大
工
町
・
神
田
塗
師
町
・
神
田
上
白
壁
町
・

神
田
下
白
壁
町
・
神
田
鍛
冶
町
・
南
乗
物
町
・
北
乗
物
町
・
美
倉
町
・
神
田
紺
屋
町
・
松
田
町
・
神
田
富
山
町
・
神
田
西
福
田
町
・
神
田
西
今
川
町
 

 神
田
大
和
町
・
神
田
松
枝
町
・
神
田
平
永
町
・
神
田
柳
町
・
神
田
材
木
町
・
神
田
元
柳
原
町
・
東
今
川
町
・
東
福
田
町
・
東
龍
閑
町
・
東
松
下
町
・
東
紺
屋
町
・
小
伝
馬
上
町
・
亀
井
町
・
岩
本
町
・

元
岩
井
町
 

 馬
喰
町
壱
丁
目
・
馬
喰
町
弐
丁
目
・
馬
喰
町
三
丁
目
・
馬
喰
町
四
丁
目
・
橋
本
町
壱
丁
目
・
橋
本
町
弐
丁
目
・
橋
本
町
三
丁
目
・
橋
本
町
四
丁
目
・
江
川
町
・
豊
島
町
壱
丁
目
・
豊
島
町
弐
丁
目
・
豊

島
町
三
丁
目
・
神
田
富
松
町
・
神
田
久
右
衛
門
町
 

 米
沢
町
壱
丁
目
・
米
沢
町
弐
丁
目
・
米
沢
町
三
丁
目
・
吉
川
町
・
元
柳
町
・
新
柳
町
・
薬
研
堀
町
・
通
塩
町
・
横
山
町
壱
丁
目
・
横
山
町
弐
丁
目
・
横
山
町
三
丁
目
・
橘
町
壱
丁
目
・
橘
町
弐
丁
目
・

橘
町
三
丁
目
・
橘
町
四
丁
目
・
村
松
町
・
久
松
町
・
若
松
町
 

 本
町
壱
丁
目
・
本
町
弐
丁
目
・
本
町
三
丁
目
・
本
町
四
丁
目
・
岩
附
町
・
本
石
町
壱
丁
目
・
本
石
町
弐
丁
目
・
本
石
町
三
丁
目
・
本
石
町
四
丁
目
・
本
石
町
十
軒
店
・
金
吹
町
・
本
革
屋
町
・
駿
河
町

・
本
両
替
町
・
北
鞘
町
・
品
川
町
・
品
川
裏
河
岸
町
・
本
銀
町
壱
丁
目
・
本
銀
町
弐
丁
目
・
本
銀
町
三
丁
目
・
本
銀
町
四
丁
目
 

 室
町
壱
丁
目
・
室
町
弐
丁
目
・
室
町
三
丁
目
・
瀬
戸
物
町
・
伊
勢
町
・
本
船
町
・
本
小
田
原
町
・
長
浜
町
・
安
針
町
・
小
網
町
壱
丁
目
・
小
網
町
弐
丁
目
・
小
網
町
三
丁
目
・
小
網
町
仲
町
・
小
舟
町

壱
町
目
・
小
舟
町
弐
丁
目
・
小
舟
町
三
丁
目
・
堀
江
町
壱
丁
目
・
堀
江
町
弐
町
目
・
堀
江
町
三
丁
目
・
堀
江
町
四
丁
目
 

 通
油
町
・
通
旅
籠
町
・
小
伝
馬
町
壱
丁
目
・
小
伝
馬
町
弐
丁
目
・
小
伝
馬
町
三
丁
目
・
元
浜
町
・
新
大
坂
町
・
弥
生
町
・
田
所
町
・
堀
留
町
壱
丁
目
・
堀
留
町
弐
丁
目
・
堀
留
町
三
丁
目
・
大
伝
馬
町

壱
丁
目
・
大
伝
馬
町
弐
町
目
・
大
伝
馬
塩
町
・
鉄
砲
町
 

 富
沢
町
・
長
谷
川
町
・
新
乗
物
町
・
岩
代
町
・
新
材
木
町
・
葺
屋
町
・
堺
町
・
新
和
泉
町
・
高
砂
町
・
浪
花
町
・
住
吉
町
・
芳
町
・
新
葭
町
・
元
大
坂
町
・
松
島
町
駒
込
東
片
町
・
駒
込
追
分
町
・
駒

込
浅
嘉
町
・
小
石
川
指
谷
町
・
小
石
川
白
山
前
町
・
駒
込
肴
町
・
丸
山
新
町
 

 通
壱
丁
目
・
通
弐
丁
目
・
通
三
丁
目
・
通
四
丁
目
・
西
河
岸
町
・
呉
服
町
・
元
大
工
町
・
数
寄
屋
町
・
檜
物
町
・
上
槙
町
・
萬
町
・
元
四
日
市
町
・
青
物
町
・
佐
内
町
・
平
松
町
・
川
瀬
石
町
・
新
右

衛
門
町
・
榑
正
町
・
箔
屋
町
・
下
槙
町
・
本
材
木
町
壱
丁
目
・
本
材
木
町
弐
丁
目
・
錦
町
 

 南
茅
場
町
・
坂
本
町
壱
丁
目
・
坂
本
町
弐
丁
目
・
亀
島
町
・
北
島
町
・
三
代
町
 

  南
新
堀
壱
丁
目
・
南
新
堀
町
弐
丁
目
・
霊
岸
島
四
日
市
町
・
霊
岸
島
塩
町
・
霊
岸
島
浜
町
・
霊
岸
島
銀
町
壱
丁
目
・
霊
岸
島
銀
町
弐
丁
目
・
長
崎
町
壱
丁
目
・
長
崎
町
弐
丁
目
・
霊
岸
島
町
・
冨
島
町

・
川
口
町
・
東
湊
町
壱
丁
目
・
東
湊
町
弐
丁
目
・
新
船
松
町
・
北
新
堀
町
・
大
川
端
町
・
箱
崎
町
壱
丁
目
・
箱
崎
町
弐
丁
目
・
新
永
代
町
・
佃
島
 

 本
八
丁
堀
壱
丁
目
・
本
八
丁
堀
弐
丁
目
・
本
八
丁
堀
三
丁
目
・
本
八
丁
堀
四
丁
目
・
本
八
丁
堀
五
丁
目
・
高
代
町
・
松
屋
町
・
元
島
町
・
長
沢
町
・
幸
町
・
日
比
谷
町
・
岡
崎
町
・
八
丁
堀
町
中
町
・

永
島
町
・
水
谷
町
 

 南
伝
馬
町
壱
丁
目
・
南
伝
馬
町
弐
丁
目
・
南
伝
馬
町
三
丁
目
・
中
橋
広
小
路
・
北
槙
町
・
南
槙
町
・
桶
町
・
南
大
工
町
・
南
鍛
冶
町
・
五
郎
兵
衛
町
・
畳
町
・
北
紺
屋
町
・
中
橋
和
泉
町
・
大
鋸
町
・

南
鞘
町
・
松
川
町
・
鈴
木
町
・
因
幡
町
・
常
盤
町
・
具
足
町
・
柳
町
・
炭
町
・
本
材
木
町
三
丁
目
 

 南
八
丁
堀
壱
丁
目
・
南
八
丁
堀
弐
丁
目
・
南
八
丁
堀
三
丁
目
・
南
八
丁
堀
五
丁
目
・
大
留
町
・
本
湊
町
・
船
松
町
壱
丁
目
・
南
飯
田
町
・
上
柳
原
町
・
南
本
郷
町
・
南
小
田
原
町
壱
丁
目
・
南
小
田
原

町
弐
丁
目
・
南
小
田
原
町
三
丁
目
・
新
湊
町
壱
丁
目
・
新
湊
町
弐
丁
目
・
新
湊
町
三
丁
目
・
新
湊
町
四
丁
目
・
新
湊
町
五
丁
目
・
新
栄
町
壱
丁
目
・
新
栄
町
弐
丁
目
・
新
栄
町
三
丁
目
・
新
栄
町
四
丁

目
・
新
栄
町
五
丁
目
・
入
舟
町
壱
丁
目
・
入
舟
町
弐
丁
目
・
入
舟
町
三
丁
目
・
入
舟
町
四
丁
目
・
入
舟
町
五
丁
目
・
入
舟
町
六
丁
目
 

 木
挽
町
壱
丁
目
・
木
挽
町
弐
丁
目
・
木
挽
町
三
丁
目
・
木
挽
町
四
丁
目
・
木
挽
町
五
丁
目
・
木
挽
町
六
丁
目
・
木
挽
町
七
丁
目
・
釆
女
町
・
松
村
町
・
新
島
原
松
ヶ
枝
小
路
・
新
島
原
呉
竹
小
路
・
新

島
原
梅
ヶ
枝
小
路
・
新
島
原
初
音
小
路
・
新
島
原
花
園
小
路
 

 銀
座
壱
丁
目
・
銀
座
弐
丁
目
・
銀
座
三
丁
目
・
銀
座
四
丁
目
・
三
拾
間
堀
壱
丁
目
・
三
拾
間
堀
弐
丁
目
・
尾
張
町
新
地
・
金
六
町
・
京
橋
水
谷
町
・
南
紺
屋
町
・
弓
町
・
新
肴
町
・
弥
左
衛
門
町
・
鎗

屋
町
・
西
紺
屋
町
・
元
数
寄
屋
町
壱
丁
目
・
元
数
寄
屋
町
弐
丁
目
・
元
数
寄
屋
町
三
丁
目
・
元
数
寄
屋
町
四
丁
目
 

 尾
張
町
壱
丁
目
・
尾
張
町
弐
丁
目
・
竹
川
町
・
出
雲
町
・
南
金
六
町
・
三
拾
間
堀
三
丁
目
・
日
吉
町
・
惣
十
郎
町
・
瀧
山
町
・
南
鍋
町
壱
丁
目
・
南
鍋
町
弐
丁
目
・
南
佐
柄
木
町
・
加
賀
町
・
八
官
町

・
丸
屋
町
・
山
城
町
・
山
下
町
 

　
町
弐
丁
目
 

  神
田
多
町
弐
丁
目
 

  神
田
塗
師
町
 

  神
田
大
和
町
 

  馬
喰
町
三
丁
目
 

  薬
研
堀
町
 

  本
町
壱
丁
目
 

  伊
勢
町
 

  小
伝
馬
町
壱
丁
目
 

  新
和
泉
町
 

  本
材
木
町
弐
丁
目
 

  坂
本
町
弐
丁
目
 

  霊
岸
島
浜
町
 

  本
八
丁
堀
四
丁
目
 

  南
鍛
冶
町
 

  南
飯
田
町
 

   松
村
町
 

  三
拾
間
堀
弐
丁
目
 

  尾
張
町
弐
丁
目
 

 

２１
 

  １７
 

  ２４
 

  １５
 

  １４
 

  １８
 

  ２１
 

  ２０
 

  １６
 

  １５
 

  ２３
 

  ６   
２１
 

  １５
 

  ２３
 

  ２９
 

   １３
 

  １９
 

  １７
 

 

表
2　
朱
引
外
移
転
番
組
表
   

番
　
組
 

中
　
添
　
年
　
寄
 

町
　
　
名
 

扱
　
　
所
 

町
数
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第
弐
拾
六
区
 

   第
弐
拾
七
区
 

  第
弐
拾
八
区
 

  第
弐
拾
九
区
 

  第
三
拾
区
 

  第
三
拾
壱
区
 

  第
三
拾
弐
区
 

   第
三
拾
三
区
 

  第
三
拾
四
区
 

  第
三
拾
五
区
 

  第
三
拾
六
区
 

 第
三
拾
七
区
 

  第
三
拾
八
区
 

  第
三
拾
九
区
 

  第
四
拾
区
 

    第
四
拾
壱
区
 

   第
四
拾
弐
区
 

   第
四
拾
三
区
 

  第
四
拾
四
区
 

中
年
寄
坂
部
六
右
衛
門
 

添
年
寄
兼
房
平
十
郎
 

添
年
寄
鈴
木
勝
太
郎
 

 中
年
寄
鈴
木
半
平
 

  中
年
寄
小
野
寺
弥
兵
衛
 

添
年
寄
塚
谷
又
一
郎
 

 中
年
寄
山
田
八
郎
右
衛
 

添
年
寄
池
田
七
兵
衛
 

 中
年
寄
中
村
善
次
郎
 

  中
年
寄
片
岡
二
左
衛
門
 

添
年
寄
益
田
金
六
 

 中
年
寄
村
田
平
右
衛
門
 

添
年
寄
浜
弥
十
郎
 

  中
年
寄
中
山
藤
七
 

添
年
寄
勝
田
次
郎
右
衛
門
 

 中
年
寄
高
松
喜
兵
衛
 

添
年
寄
水
谷
半
右
衛
門
 

 添
年
寄
塩
原
昌
之
助
 

  添
年
寄
長
島
米
次
郎
 

 中
年
寄
今
井
二
郎
 

  中
年
寄
大
塚
太
郎
右
衛
門
 

添
年
寄
中
田
五
郎
左
衛
門
 

 中
年
寄
高
麗
左
平
太
 

添
年
寄
松
島
兵
右
衛
門
 

 中
年
寄
大
高
六
郎
右
衛
門
 

添
年
寄
関
岡
平
内
 

   中
年
寄
佐
藤
忠
右
衛
門
 

添
年
寄
西
田
藤
八
 

  中
年
寄
村
松
為
谿
 

添
年
寄
平
野
保
次
郎
 

  中
年
寄
高
部
久
右
衛
門
 

添
年
寄
竹
尾
清
助
 

 中
年
寄
山
口
庄
兵
衛
 

添
年
寄
深
山
甚
四
郎
 

芝
口
壱
丁
目
・
芝
口
町
弐
丁
目
・
芝
口
三
丁
目
・
汐
留
町
・
源
助
町
・
露
月
町
・
柴
井
町
・
宇
田
川
町
・
宇
田
川
横
町
・
芝
新
銭
座
町
・
神
明
町
・
芝
浜
松
町
壱
丁
目
・
芝
浜
松
町
弐
丁
目
・
芝
浜
松

町
三
丁
目
・
芝
浜
松
町
四
丁
目
・
芝
新
網
町
・
芝
湊
町
・
芝
中
門
前
一
丁
目
・
芝
中
門
前
弐
丁
目
・
芝
中
門
前
三
丁
目
・
芝
片
門
前
一
丁
目
・
芝
片
門
前
弐
丁
目
・
芝
土
手
跡
町
・
芝
七
軒
町
・
芝
宮

本
町
・
芝
三
島
町
・
愛
宕
町
・
桜
田
備
前
町
・
桜
田
久
保
町
・
桜
田
太
左
衛
門
・
芝
和
泉
町
・
芝
鍛
冶
町
・
芝
伏
見
町
・
芝
善
右
衛
門
町
・
芝
本
郷
町
・
新
幸
町
・
兼
房
町
・
二
葉
町
・
今
入
町
 

 小
石
川
春
日
町
・
小
石
川
諏
訪
町
・
小
石
川
大
和
町
・
小
石
川
水
道
町
・
小
石
川
大
門
町
・
小
石
川
金
冨
町
・
小
石
川
表
町
・
小
石
川
仲
町
・
小
石
川
上
富
坂
町
・
小
石
川
中
富
坂
町
・
小
石
川
下
富

坂
町
・
小
石
川
餌
差
町
・
小
石
川
初
音
町
・
小
石
川
柳
町
・
小
石
川
掃
除
町
・
小
石
川
戸
崎
町
 

 湯
島
四
丁
目
・
湯
島
五
丁
目
・
湯
島
六
丁
目
・
湯
島
切
通
坂
町
・
本
郷
壱
丁
目
・
本
郷
弐
丁
目
・
本
郷
三
丁
目
・
本
郷
四
丁
目
・
本
郷
五
丁
目
・
本
郷
六
丁
目
・
本
郷
春
木
町
壱
丁
目
・
本
郷
春
木
町
弐
丁
目
・
本

郷
春
木
町
三
丁
目
・
本
郷
金
助
町
・
本
郷
新
町
屋
・
本
郷
元
町
壱
丁
目
・
本
郷
元
町
弐
丁
目
・
本
郷
東
竹
町
・
本
郷
西
竹
町
・
本
郷
真
砂
町
・
本
郷
菊
坂
台
町
・
本
郷
菊
坂
町
・
本
郷
菊
坂
田
町
・
本
郷
森
川
町
 

 湯
島
三
組
町
・
妻
恋
町
・
湯
島
天
神
町
・
湯
島
切
通
町
・
湯
島
梅
園
町
・
湯
島
天
神
下
同
朋
町
・
下
谷
数
寄
屋
町
・
上
野
北
大
門
町
・
上
野
元
黒
門
町
・
上
野
西
黒
門
町
・
池
之
端
仲
町
・
下
谷
茅
町

壱
丁
目
・
下
谷
茅
町
弐
丁
目
・
湯
島
両
門
町
・
池
之
端
七
軒
町
・
根
津
宮
永
町
・
根
津
八
重
垣
町
・
根
津
須
賀
町
・
谷
中
片
町
 

 神
田
旅
籠
町
壱
丁
目
・
神
田
旅
籠
町
弐
丁
目
・
神
田
旅
籠
町
三
丁
目
・
神
田
宮
本
町
・
神
田
台
所
町
・
神
田
同
朋
町
・
神
田
末
広
町
・
神
田
松
冨
町
・
金
沢
町
・
湯
島
横
町
・
湯
島
壱
丁
目
 

  神
田
佐
久
間
町
壱
丁
目
・
神
田
佐
久
間
町
弐
丁
目
・
神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
・
神
田
佐
久
間
町
四
丁
目
・
神
田
松
永
町
・
神
田
相
生
町
・
神
田
平
河
町
・
神
田
花
房
町
・
神
田
仲
町
壱
丁
目
・
神
田
仲

町
弐
丁
目
・
神
田
花
田
町
・
神
田
栄
町
・
神
田
元
佐
久
間
町
・
神
田
亀
住
町
・
神
田
山
本
町
・
田
代
町
 

 浅
草
上
平
右
衛
門
町
・
浅
草
下
平
右
衛
門
町
・
浅
草
福
井
町
壱
丁
目
・
浅
草
福
井
町
弐
丁
目
・
浅
草
福
井
町
三
丁
目
・
浅
草
茅
町
壱
丁
目
・
浅
草
茅
町
弐
丁
目
・
浅
草
榊
町
・
浅
草
新
片
町
・
浅
草
旅
籠
町
壱

丁
目
・
浅
草
旅
籠
町
弐
丁
目
・
浅
草
瓦
町
・
浅
草
須
賀
町
・
浅
草
新
須
賀
町
・
浅
草
猿
屋
町
・
浅
草
御
蔵
前
片
町
・
浅
草
森
田
町
・
浅
草
新
森
田
町
・
浅
草
新
旅
籠
町
・
浅
草
福
富
町
・
浅
草
老
松
町
・
浅
草

元
鳥
越
町
・
浅
草
元
鳥
越
宮
本
町
・
浅
草
元
久
右
衛
門
町
壱
丁
目
・
浅
草
元
久
右
衛
門
町
弐
丁
目
・
神
田
八
名
川
町
・
神
田
餌
鳥
町
・
外
浅
草
須
賀
町
浅
草
蔵
前
片
町
浅
草
森
田
町
地
先
・
浅
草
床
店
場
所
 

 下
谷
長
者
町
壱
丁
目
・
下
谷
長
者
町
弐
丁
目
・
上
野
南
大
門
町
・
下
谷
坂
町
・
上
野
東
黒
門
町
・
下
谷
同
朋
町
・
上
野
町
壱
丁
目
・
上
野
町
弐
丁
目
・
上
野
広
小
路
町
・
上
野
三
橋
町
・
五
条
町
・
下

谷
町
壱
丁
目
・
下
谷
町
弐
丁
目
・
下
谷
西
町
・
上
野
山
下
町
・
下
谷
上
車
坂
町
 

 浅
草
阿
部
川
町
・
浅
草
栄
久
町
・
浅
草
高
原
町
・
浅
草
森
下
町
・
浅
草
松
清
町
・
浅
草
神
吉
町
・
浅
草
田
島
町
・
浅
草
松
葉
町
・
浅
草
清
島
町
・
浅
草
松
山
町
・
浅
草
永
住
町
・
下
谷
小
島
町
・
下
谷

大
工
町
・
下
谷
稲
荷
町
 

 浅
草
元
町
・
浅
草
八
幡
町
・
浅
草
三
好
町
・
浅
草
黒
船
町
・
浅
草
諏
訪
町
・
浅
草
駒
形
町
・
浅
草
三
間
町
・
浅
草
西
仲
町
・
浅
草
東
仲
町
・
浅
草
田
原
町
壱
丁
目
・
浅
草
田
原
町
弐
丁
目
・
浅
草
田
原

三
丁
目
・
浅
草
寿
町
・
浅
草
新
猿
屋
町
・
浅
草
新
福
富
町
・
浅
草
富
坂
町
・
浅
草
寺
境
内
畑
町
 

 浅
草
南
馬
道
町
・
浅
草
南
馬
道
新
町
・
浅
草
北
馬
道
町
・
浅
草
医
王
町
・
猿
若
町
壱
丁
目
・
猿
若
町
弐
丁
目
・
猿
若
町
三
丁
目
・
浅
草
寺
地
中
［
三
拾
四
ヶ
院
境
内
借
地
町
屋
・
南
谷
・
東
谷
・
北
谷
］
 

 浅
草
並
木
町
・
浅
草
茶
屋
町
・
浅
草
材
木
町
・
浅
草
花
川
戸
町
・
浅
草
山
之
宿
町
・
浅
草
聖
天
町
・
浅
草
金
龍
山
下
瓦
町
・
浅
草
山
川
町
・
浅
草
聖
天
横
町
・
浅
草
檜
久
間
町
・
浅
草
山
田
町
・
浅
草

田
町
壱
丁
目
・
浅
草
田
町
弐
丁
目
 

 中
之
郷
竹
町
・
中
之
郷
原
庭
町
・
中
之
郷
元
町
・
中
之
郷
瓦
町
・
中
之
郷
八
軒
町
・
中
之
郷
横
川
町
・
小
梅
町
・
本
所
松
倉
町
・
本
所
北
新
町
・
北
本
所
表
町
・
北
本
所
荒
井
町
・
北
本
所
番
場
町
・

南
本
所
番
場
町
・
南
本
所
荒
井
町
 

 南
本
所
元
町
・
南
本
所
大
徳
院
前
町
・
南
本
所
横
網
町
・
南
本
所
石
原
町
・
本
所
外
手
町
・
本
所
尾
上
町
・
本
所
藤
代
町
・
本
所
小
泉
町
・
本
所
松
坂
町
壱
丁
目
・
本
所
松
坂
町
弐
丁
目
・
本
所
亀
沢

町
・
本
所
入
江
町
・
本
所
永
倉
町
・
本
所
長
崎
町
・
本
所
清
水
町
・
本
所
相
吉
町
・
本
所
長
岡
町
・
本
所
吉
田
町
・
本
所
吉
岡
町
・
本
所
若
王
町
・
本
所
横
川
町
 

 本
所
相
生
町
壱
丁
目
・
本
所
相
生
町
弐
丁
目
・
本
所
相
生
町
三
丁
目
・
本
所
相
生
町
四
丁
目
・
本
所
相
生
町
五
丁
目
・
本
所
緑
町
壱
丁
目
・
本
所
緑
町
弐
丁
目
・
本
所
緑
町
三
丁
目
・
本
所
緑
町
四
丁

目
・
本
所
緑
町
五
丁
目
・
本
所
花
町
・
本
所
千
歳
町
・
本
所
松
井
町
壱
丁
目
・
本
所
松
井
町
弐
丁
目
・
本
所
林
町
壱
丁
目
・
本
所
林
町
弐
丁
目
・
本
所
林
町
三
丁
目
・
本
所
林
町
四
丁
目
・
本
所
林
町

五
丁
目
・
本
所
徳
右
衛
門
町
壱
丁
目
・
本
所
徳
右
衛
門
町
弐
丁
目
・
本
所
菊
川
町
壱
丁
目
・
本
所
菊
川
町
弐
丁
目
・
本
所
菊
川
町
三
丁
目
・
本
所
菊
川
町
四
丁
目
・
本
所
拾
軒
町
・
深
川
西
町
・
深
川

常
盤
町
三
丁
目
・
深
川
御
船
蔵
前
町
・
深
川
安
宅
町
 

 深
川
元
町
・
深
川
森
下
町
・
深
川
南
森
下
町
・
深
川
北
森
下
町
・
深
川
三
間
町
・
深
川
八
名
川
町
・
深
川
常
盤
町
壱
丁
目
・
深
川
常
盤
町
弐
丁
目
・
深
川
南
六
間
堀
町
・
深
川
北
六
間
堀
町
・
深
川
東

海
辺
大
工
町
・
深
川
霊
岸
町
・
深
川
西
平
野
町
・
深
川
東
平
野
町
・
深
川
山
本
町
・
深
川
吉
永
町
・
深
川
久
永
町
・
深
川
島
崎
町
・
深
川
西
永
町
・
深
川
三
好
町
・
深
川
元
加
賀
町
・
深
川
富
川
町
・

深
川
扇
橋
町
壱
丁
目
・
深
川
扇
橋
町
弐
丁
目
・
深
川
菖
蒲
町
 

 深
川
佐
賀
町
・
深
川
永
代
町
・
深
川
相
川
町
・
深
川
冨
吉
町
・
深
川
熊
井
町
・
深
川
諸
町
・
深
川
松
賀
町
・
深
川
小
松
町
・
深
川
堀
川
町
・
深
川
中
川
町
・
深
川
西
永
代
町
・
深
川
富
田
町
・
深
川
今

川
町
・
深
川
永
堀
町
・
深
川
東
永
代
町
・
深
川
大
住
町
・
深
川
材
木
町
・
深
川
亀
住
町
・
深
川
和
倉
町
・
深
川
大
和
町
・
深
川
亀
久
町
・
深
川
冬
木
町
・
深
川
万
年
町
壱
丁
目
・
深
川
万
年
町
弐
丁
目

・
深
川
伊
勢
崎
町
・
深
川
西
海
辺
大
工
町
壱
丁
目
・
深
川
西
海
辺
大
工
町
弐
丁
目
・
深
川
裏
町
・
深
川
清
住
町
 

 深
川
中
島
町
・
深
川
福
住
町
・
深
川
黒
江
町
・
深
川
大
島
町
・
深
川
富
岡
門
前
町
・
深
川
富
岡
門
前
仲
町
・
深
川
富
岡
門
前
東
仲
町
・
深
川
富
岡
門
前
山
本
町
・
深
川
数
矢
町
・
深
川
入
舟
町
・
深
川

島
田
町
・
深
川
木
場
町
・
深
川
茂
森
町
・
深
川
扇
町
・
深
川
鶴
歩
町
・
深
川
一
色
町
・
深
川
伊
沢
町
・
深
川
松
村
町
・
深
川
塩
町
壱
丁
目
・
深
川
塩
町
弐
丁
目
 

 新
吉
原
江
戸
町
壱
丁
目
・
新
吉
原
江
戸
町
弐
丁
目
・
新
吉
原
角
町
・
新
吉
原
京
町
壱
丁
目
・
新
吉
原
京
町
弐
丁
目
・
新
吉
原
揚
屋
町
・
新
吉
原
五
拾
間
道
・
外
日
本
堤
 

芝
口
壱
丁
目
 

   小
石
川
大
門
町
 

  本
郷
壱
丁
目
 

  湯
島
切
通
町
 

  扱
所
第
三
一
区
に
合
併

：
神
田
仲
町
壱
丁
目
 

 神
田
仲
町
壱
丁
目
 

  浅
草
福
井
町
壱
丁

目
 

  下
谷
町
弐
丁
目
 

  浅
草
永
住
町
 

  浅
草
三
間
町
 

  猿
若
町
壱
丁
目
 

 浅
草
山
之
宿
町
 

  北
本
所
表
町
 

  南
本
所
石
原
町
 

  本
所
相
生
町
四
丁

目
 

   深
川
森
下
町
 

   深
川
亀
住
町
 

   扱
所
第
四
二
区
に
合

併
：
深
川
亀
住
町
 

 新
吉
原
五
拾
間
道
 

３９
    

１６
   

１９
   

１９
   

１１
   

１６
   

２７
    

１６
   

１４
   

１７
   

７
  

１３
   

１４
   

２１
   

３０
     

２５
    

２９
    

２０
   

７
 

番
　
組
 

中
　
添
　
年
　
寄
 

町
　
　
名
 

扱
　
　
所
 

町
数
 

出
典
：
「
明
治
四
年
未
稔
六
月
改
正
市
区
鑑
」
（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
６
）
・
「
明
治
四
辛
未
稔
改
正
市
区
鑑
（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
８
）
」
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表
３
に
よ
り
区
と
番
組
の
対
応
関
係
が
よ
く
了
解
で
き
る
の
だ
が
、
ま
ず
眼
に

付
く
の
は
、
番
組
と
区
の
番
号
が
ほ
と
ん
ど
対
応
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
番
組

と
区
の
番
号
を
比
較
し
て
み
る
と
同
じ
番
号
で
移
行
し
た
の
は
旧
二
十
七
番
組
の

第
二
十
七
区
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
番
号
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

配
列
順
序
は
世
話
掛
の
担
当
組
合
ご
と
に
見
る
と
だ
い
た
い
連
番
で
並
ん
で
い
て
、

こ
の
点
は
番
組
の
配
列
順
を
引
き
継
い
で
い
る
よ
う
な
の
だ
が
、
全
体
を
通
し
て

見
渡
す
と
か
な
り
順
番
が
変
え
ら
れ
て
い
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。
表
３
が
世
話
掛

ご
と
に
配
列
し
て
あ
る
の
で
、
区
の
番
号
が
飛
ん
で
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
が
、
か
つ
て
の
壱
番
組
が
第
十
三
区
に
、
最
も
若
い
番
号
の
第
四
区
が

旧
二
十
三
番
組
で
あ
っ
た
り
し
て
配
列
順
序
が
基
本
的
に
変
更
さ
れ
た
の
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
史
料
２
で
指
摘
し
て
い
た
一

・
二
・
三
・
五
・
六
・
七
の
各
区
の
欠
落
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
、
前
述
し
た
『
区

制
沿
革
』の
説
明
に
十
五
番
組
か
ら
二
十
二
番
組
ま
で
、二
十
四
番
組
か
ら
二
十
六

番
組
ま
で
、
二
十
八
番
組
の
合
計
一
二
の
番
組
が
朱
引
外
に
移
転
し
た
と
の
指
摘

と
表
３
の
内
容
が
全
く
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
区
制
沿
革
』

・『
東
京
市
史
稿
』
の
記
述
内
容
は
、「
区
吏
沿
革
並
職
制
草
稿
」
の
情
報
を
元
に
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、表
２
か
ら
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
の
か
を
次
に
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、
朱
引
外
に
移
転
し
た
番
組
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
朱
引
外
に
移
転
し

た
と
明
示
さ
れ
た
番
組
を
対
象
に
し
て
、
五
十
番
組
制
と
朱
引
外
六
大
区
二
十
五

小
区
制
・
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
町
村
ご
と
の
比
較
を
行
っ
て
、
ど
の
区
へ
移
動

し
て
い
っ
た
の
か
を
確
か
め
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
番

表３　番組・区対照表 

 三拾三番組 第八区 馬込彦一郎 

 三拾四番組 第九区  

 三拾五番組 第十区  

 三拾六番組 第一一区 

 壱番組 第一三区 馬込彦一郎 

 弐番組 第一四区  

 三番組 第一五区  

 四番組 第一六区 

 五番組 第一七区 長沢次郎太郎 

 六番組 第一八区  

 七番組 第一九区  

 八番組 第二十区  

 九番組 第二十一区  

 拾番組 第二十二区  

 弐拾三番組 四区 長沢次郎太郎 

 拾壱番組 第二十三区  

 拾弐番組 第二十四区  

 拾三番組 第二十五区  

 拾四番組 第二十六区 

 番組 区 世話掛 

 弐拾七番組 第二十七区 片岡二左衛門 

 弐拾九番組 第二十八区  

 三拾番組 第二十九区  

 三拾壱番組 第三十区  

 三拾弐番組 第三十一区  

 三拾九番組 第三十三区  

 三拾七番組 第一二区 小西喜左衛門 

 三拾八番組 第三十二区  

 四拾番組 第三十四区  

 四拾壱番組 第三十五区  

 四拾弐番組 第三十六区  

 四拾三番組 第三十七区  

 五拾番組 第四十四区  

 四拾四番組 第三十八区 村松為谿 

 四拾五番組 第三十九区  

 四拾六番組 第四十区  

 四拾七番組 第四十一区  

 四拾八番組 第四十二区  

 四拾九番組 第四十三区 

 番組 区 世話掛 

出典：「区吏沿革並職制草稿」（請求番号ＣＢ１６８／６３４．Ｃ３．１５）   
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表
４
　
朱
引
外
移
転
番
組
表
   

 中
年
寄
浦
口
清
一
郎
 

添
年
寄
植
田
孫
右
衛
門
 

  世
話
掛
中
年
寄
矢
部
與
助
 

添
年
寄
大
場
惣
十
郎
 

 中
年
寄
田
中
権
左
衛
門
 

添
年
寄
村
木
芳
太
郎
 

 中
年
寄
萩
原
耕
蔵
 

添
年
寄
島
田
又
左
衛
門
 

 中
年
寄
箕
輪
十
兵
衛
 

添
年
寄
萩
原
金
蔵
 

 中
年
寄
内
海
甚
作
 

添
年
寄
秋
元
八
郎
左
衛
門
 

  中
年
寄
深
野
長
兵
衛
 

添
年
寄
島
田
次
右
衛
門
 

   世
話
掛
中
年
寄
島
田
藤
一
 

添
年
寄
中
村
弥
八
郎
 

  年
寄
夏
目
小
兵
衛
 

添
年
寄
斎
藤
勘
四
郎
 

   中
年
寄
山
下
八
左
衛
門
 

添
年
寄
衣
笠
三
之
助
 

             

 第
一
大
区
一
小
区
 

   第
一
大
区
二
小
区
 

  第
一
大
区
二
小
区
 

  第
二
大
区
三
小
区
 

  第
二
大
区
一
小
区
 

第
二
大
区
三
小
区
 

 第
二
大
区
二
小
区
 

   第
三
大
区
一
小
区
 

第
三
大
区
二
小
区
 

第
三
大
区
三
小
区
 

  第
三
大
区
四
小
区
 

   第
三
大
区
五
大
区
 

第
四
大
区
一
小
区
 

   第
四
大
区
二
小
区
 

第
四
大
区
三
小
区
 

        

出
典
：
「
東
京
府
日
誌
、
戊
辰
第
壱
号
・
第
二
号
、
己
巳
自
第
一
号
至
第
五
号
、
一
」
（
請
求
番
号
634.D

4.12）
に
所
収
の
「
明
治
二
己
巳
年
東
京
布
令
書
第
二
」
の
「
三
月
廿
一
日
申
渡
」
の
１
～
３
２
丁
 

 拾
六
番
組
 

   拾
七
番
組
 

  拾
八
番
組
 

  拾
九
番
組
 

  弐
拾
壱
番
組
 

  弐
拾
弐
番
組
 

   弐
拾
四
番
組
 

    弐
拾
五
番
組
 

   弐
拾
六
番
組
 

    弐
拾
八
番
組
 

     

 本
芝
壱
丁
目
・
本
芝
弐
丁
目
・
本
芝
三
丁
目
・
本
芝
四
丁
目
・
芝
入
横
町
・
芝
材
木
町
・
芝
下
タ
町
・
芝
田
町
壱
丁
目
・
芝
田
町
弐
丁
目
・
芝
田
町
三

丁
目
・
芝
田
町
四
丁
目
・
芝
通
新
町
・
芝
横
新
町
・
三
田
壱
丁
目
・
三
田
弐
丁
目
・
三
田
三
丁
目
・
三
田
四
丁
目
・
三
田
同
朋
町
・
三
田
小
山
町
・
芝

松
本
町
 

 芝
田
町
五
丁
目
・
芝
田
町
六
丁
目
・
芝
田
町
七
丁
目
・
芝
田
町
八
丁
目
・
芝
田
町
九
丁
目
・
三
田
功
運
町
・
三
田
台
町
壱
丁
目
・
三
田
台
町
弐
丁
目
・

三
田
台
裏
町
・
三
田
松
坂
町
・
三
田
豊
岡
町
・
三
田
老
増
町
・
麻
布
永
松
町
・
麻
布
田
島
町
 

 芝
車
町
・
高
輪
北
町
・
高
輪
南
町
・
芝
伊
皿
子
町
・
高
輪
台
町
・
三
田
君
塚
町
・
芝
二
本
榎
木
壱
丁
目
・
芝
二
本
榎
木
弐
丁
目
 

  麻
布
本
村
町
・
麻
布
坂
下
町
・
麻
布
宮
村
町
・
麻
布
一
本
松
町
・
麻
布
宮
下
町
・
麻
布
南
日
ヶ
窪
町
・
麻
布
北
日
ヶ
窪
町
・
麻
布
三
軒
家
町
・
麻
布
網

代
町
・
三
田
古
川
町
・
麻
布
山
本
町
・
麻
布
東
町
・
麻
布
西
町
 

 麻
布
市
兵
衛
町
・
麻
布
谷
町
・
麻
布
六
本
木
町
・
麻
布
今
井
町
・
麻
布
桜
田
町
・
麻
布
霞
町
・
麻
布
龍
土
町
・
麻
布
材
木
町
 

  赤
坂
表
伝
馬
町
壱
丁
目
・
赤
坂
表
伝
馬
町
弐
丁
目
・
赤
坂
裏
伝
馬
町
壱
丁
目
・
赤
坂
裏
伝
馬
町
弐
丁
目
・
赤
坂
裏
伝
馬
町
三
丁
目
・
元
赤
坂
町
・
赤
坂

田
町
壱
丁
目
・
赤
坂
田
町
弐
丁
目
・
赤
坂
田
町
三
丁
目
・
赤
坂
田
町
四
丁
目
・
赤
坂
田
町
五
丁
目
・
赤
坂
田
町
六
丁
目
・
赤
坂
通
新
町
・
赤
坂
新
町
壱

丁
目
・
赤
坂
新
町
弐
丁
目
・
赤
坂
新
町
三
丁
目
・
赤
坂
新
町
四
丁
目
・
赤
坂
新
町
五
丁
目
・
赤
坂
一
ツ
木
町
・
赤
坂
氷
川
町
・
赤
坂
掃
除
町
 

 四
谷
伝
馬
町
壱
丁
目
・
四
谷
伝
馬
町
新
壱
丁
目
・
四
谷
伝
馬
町
弐
丁
目
・
四
谷
伝
馬
町
三
丁
目
・
四
谷
塩
町
壱
丁
目
・
四
谷
塩
町
弐
丁
目
・
四
谷
塩
町

三
丁
目
・
四
谷
忍
町
・
四
谷
伊
賀
町
・
四
谷
箪
笥
町
・
四
谷
坂
町
・
四
谷
仲
町
・
四
谷
東
仲
町
・
四
谷
新
堀
江
町
・
四
谷
南
寺
町
・
四
谷
平
長
町
・
麹

町
拾
壱
丁
目
・
麹
町
弐
丁
目
拾
・
麹
町
拾
三
丁
目
・
四
谷
尾
張
町
・
鮫
河
橋
谷
町
・
元
鮫
河
橋
表
町
・
元
鮫
河
橋
仲
町
・
元
鮫
河
橋
北
町
・
元
鮫
河
橋

南
町
・
権
田
原
三
軒
家
町
・
市
ヶ
谷
七
軒
町
・
市
ヶ
谷
本
村
町
・
市
ヶ
谷
片
町
・
市
ヶ
谷
谷
町
・
富
久
町
 

 市
谷
八
幡
町
・
市
谷
田
町
壱
丁
目
・
市
谷
田
町
上
弐
丁
目
・
市
谷
田
町
下
弐
丁
目
・
市
谷
田
町
三
丁
目
・
谷
市
田
町
四
丁
目
・
市
谷
左
内
坂
町
・
市
谷

長
延
寺
谷
町
・
市
谷
船
河
原
町
・
牛
込
揚
場
町
・
牛
込
玉
咲
町
・
牛
込
神
楽
町
・
牛
込
若
宮
町
・
牛
込
岩
戸
町
・
牛
込
袋
町
・
牛
込
津
久
戸
前
町
・
筑

土
八
幡
町
・
牛
込
払
方
町
・
牛
込
納
戸
町
・
牛
込
細
工
町
 

 牛
込
箪
笥
町
・
牛
込
通
寺
町
・
牛
込
横
寺
町
・
牛
込
末
寺
町
・
牛
込
赤
城
町
・
牛
込
五
軒
町
・
牛
込
赤
城
明
神
表
町
・
牛
込
築
地
片
町
・
牛
込
水
道
町

・
牛
込
改
代
町
・
牛
込
中
里
村
町
・
牛
込
中
里
町
・
牛
込
天
神
町
・
牛
込
榎
町
・
牛
込
弁
財
天
町
・
牛
込
早
稲
田
町
・
牛
込
馬
場
下
町
・
牛
込
喜
久
井

町
・
牛
込
原
町
壱
丁
目
・
牛
込
原
町
弐
丁
目
・
牛
込
原
町
三
丁
目
・
牛
込
三
拾
人
町
・
小
日
向
水
道
町
・
小
日
向
東
古
川
町
・
小
日
向
西
古
川
町
・
小

日
向
松
ヶ
枝
町
・
小
日
向
第
六
天
前
町
・
小
日
向
台
町
・
小
日
向
三
軒
町
・
関
口
水
道
町
・
市
谷
柳
町
・
市
谷
甲
良
町
・
市
谷
薬
王
寺
門
前
 

 駒
込
東
片
町
・
駒
込
追
分
町
・
駒
込
浅
嘉
町
・
小
石
川
指
谷
町
・
小
石
川
白
山
前
町
・
駒
込
肴
町
・
丸
山
新
町
 

 
 20 
   14   
8   
13   
8   
21    
31     
22    
33     
7  

番
組
 

中
添
年
寄
 

区
 

町
名
 

町
数
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表
５
　
朱
引
内
外
に
分
割
さ
れ
た
番
組
表
 

 中
年
寄
内
田
勘
左
衛
門
 

添
年
寄
鈴
木
勝
太
郎
 

   中
年
寄
久
能
木
九
左
衛
門
 

添
年
寄
江
塚
五
郎
蔵
 

   中
年
寄
山
田
八
郎
右
衛
門
 

添
年
寄
池
田
七
兵
衛
 

    中
年
寄
中
山
藤
七
 

添
年
寄
勝
田
次
郎
左
衛
門
 

   中
年
寄
高
松
喜
兵
衛
 

添
年
寄
水
谷
半
右
衛
門
 

            

 第
二
十
六
区
 

  第
一
大
区
一
小
区
 

 第
二
十
六
区
 

 第
二
大
区
一
小
区
 

  第
二
十
九
区
 

   第
五
大
区
一
小
区
 

 第
三
十
三
区
 

  第
五
大
区
二
小
区
 

 第
三
十
四
区
 

  第
五
大
区
二
小
区
 

          

出
典
：
「
東
京
府
日
誌
、
戊
辰
第
壱
号
・
第
二
号
、
己
巳
自
第
一
号
至
第
五
号
、
一
」
（
請
求
番
号
634.D

4.12）
に
所
収
の
「
明
治
二
己
巳
年
東
京
布
令
書
第
二
」
の
「
三
月
廿
一
日
申
渡
」
の
１
～
３
２
丁
 

 拾
五
番
組
 

    弐
拾
番
組
 

    三
拾
番
組
 

     三
拾
九
番
組
 

    四
拾
番
組
 

        

 芝
浜
松
町
弐
丁
目
・
芝
浜
松
町
三
丁
目
・
芝
浜
松
町
四
丁
目
・
芝
新
網
町
・
芝
湊
町
・
芝
中
門
前
壱
丁
目
・
芝
中
門
前
弐
丁
目
・
芝
中
門
前
三
丁
目
・

芝
片
門
前
壱
丁
目
・
芝
片
門
前
弐
丁
目
・
芝
土
手
跡
町
 

 芝
金
杉
町
壱
丁
目
・
芝
金
杉
町
弐
丁
目
・
芝
金
杉
町
三
丁
目
・
芝
金
杉
町
四
丁
目
・
芝
川
口
町
・
芝
金
杉
仲
町
・
芝
金
杉
浜
町
・
芝
西
応
寺
町
 

 芝
愛
宕
町
 

 西
久
保
巴
町
・
葺
手
町
・
神
谷
町
・
西
久
保
広
町
・
西
久
保
八
幡
町
・
芝
栄
町
・
飯
倉
町
壱
丁
目
・
飯
倉
町
弐
丁
目
・
飯
倉
町
三
丁
目
・
飯
倉
町
四
丁

目
・
飯
倉
町
五
丁
目
・
飯
倉
町
六
丁
目
・
飯
倉
片
町
・
飯
倉
狸
穴
町
・
飯
倉
新
町
・
芝
森
元
町
・
芝
新
門
前
町
・
麻
布
新
網
町
・
麻
布
永
坂
町
 

 湯
島
三
組
町
・
湯
島
妻
恋
町
・
湯
島
天
神
町
・
湯
島
切
通
町
・
湯
島
梅
園
町
・
湯
島
天
神
下
同
朋
町
・
下
谷
数
寄
屋
町
・
上
野
北
大
門
町
・
上
野
西
黒

門
町
・
上
野
元
黒
門
町
・
池
之
端
仲
町
・
下
谷
茅
町
壱
丁
目
・
下
谷
茅
町
弐
丁
目
・
湯
島
両
門
町
・
池
之
端
七
軒
町
・
根
津
宮
永
町
・
根
津
八
重
垣
町

・
根
津
須
賀
町
・
谷
中
片
町
 

 谷
中
坂
町
 

 下
谷
長
者
町
壱
丁
目
・
下
谷
長
者
町
弐
丁
目
・
上
野
南
大
門
町
・
下
谷
坂
町
・
上
野
東
黒
門
町
・
下
谷
同
朋
町
・
上
野
町
壱
丁
目
・
上
野
町
弐
丁
目
・

上
野
広
小
路
町
・
上
野
三
橋
町
・
下
谷
五
条
町
・
下
谷
町
壱
丁
目
・
下
谷
弐
丁
目
・
下
谷
西
町
・
下
谷
車
坂
町
 

 下
谷
萬
年
町
壱
丁
目
・
下
谷
萬
年
町
弐
丁
目
・
下
谷
豊
住
町
・
下
谷
山
伏
町
 

 浅
草
阿
部
川
町
・
浅
草
栄
久
町
・
浅
草
高
原
町
・
浅
草
森
下
町
・
浅
草
松
清
町
・
浅
草
田
島
町
・
浅
草
芝
崎
町
・
浅
草
松
葉
町
・
浅
草
松
山
町
・
浅
草

清
島
町
・
浅
草
神
吉
町
・
浅
草
永
住
町
・
下
谷
小
島
町
・
下
谷
江
島
町
・
下
谷
稲
荷
町
 

 浅
草
清
島
町
 

 

 19 

    20     20      19     15   

番
組
 

中
添
年
寄
 

区
 

町
名
 

町
数
 



明治四年朱引内四十四区制について

 33

組
の
所
属
町
が
す
べ
て
朱
引
外
へ
移
転
し
た
番
組
を
表
４
と
し
、
番
組
が
朱
引
内

外
に
分
割
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
分
属
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
町
だ
け
が
朱
引
外
へ

移
っ
た
番
組
を
表
５
と
し
た
。

表
４
か
ら
所
属
町
の
す
べ
て
が
朱
引
外
に
移
っ
た
番
組
が
十
六
・
十
七
・
十
八
・

十
九
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
八
番
組
の
合
計
十

の
番
組
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
内
十
六
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・

二
十
二
・
二
十
五
番
組
の
よ
う
に
、
所
属
す
る
町
が
す
べ
て
同
じ
区
に
移
転
し
て

い
る
場
合
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
十
七
・
十
八
番
組
が
統
合
さ
れ
て
第

一
大
区
第
二
小
区
に
な
り
、
二
十
四
番
組
が
第
三
大
区
の
一
・
二
・
三
小
区
に
分
割

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
番
組
の
枠
組
が
保
持
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
新
た
な
行
政
区
画
に
よ
っ
て
、
分
割
・
統
合
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

表
５
か
ら
は
、
十
五
・
二
十
・
三
十
・
三
十
九
・
四
十
番
組
の
合
計
五
つ
の
番

組
に
朱
引
内
か
ら
朱
引
外
へ
移
っ
た
町
が
確
認
さ
れ
た
。
十
五
・
二
十
番
組
は
朱

引
外
に
移
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
番
組
だ
が
、
実
際
に
は
、
十
五
番
組
は
全
十

九
町
の
半
数
以
上
に
及
ぶ
十
一
町
が
朱
引
内
二
十
六
区
に
、
二
十
番
組
は
芝
愛
宕

町
だ
け
が
二
十
六
区
に
移
っ
て
い
て
、
番
組
の
枠
組
は
明
ら
か
に
変
更
さ
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、
三
十
・
三
十
九
・
四
十
番
組
の
よ
う
に
全
く
朱
引
外
に
移
転
し
た
番

組
と
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
番
組
を
も
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
十
九
番

組
は
四
つ
の
町
が
五
大
区
二
小
区
に
移
り
、
三
十
番
組
は
谷
中
片
町
、
四
十
番
組

は
浅
草
清
島
町
の
と
も
に
一
つ
の
町
だ
け
が
朱
引
外
に
移
っ
た
だ
け
な
の
で
朱
引

内
に
残
っ
た
番
組
と
判
断
さ
れ
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
史
料
８

「
明
治
四
辛
未
稔
改
正
　
市
区
鑑
」の
第
二
十
九
区
の
谷
中
片
町
に
は
、朱
書
で「
元

三
十
番
組
内
谷
中
坂
町
者
朱
引
外
ニ
相
成
申
候
」
と
注
記
し
て
あ
り
、
特
に
町
の

移
動
が
記
載
し
て
あ
り
、
浅
草
清
島
町
は
表
２
で
は
第
三
十
四
区
に
、
朱
引
外
六

大
区
二
十
五
小
区
制
で
は
第
五
大
区
二
小
区
に
と
、
両
方
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
一
旦
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
を
定
め
た
も
の
の
朱
引
内
四
十
四
区
を

設
定
す
る
に
際
し
て
細
か
い
部
分
で
は
一
定
せ
ず
、
な
お
町
の
所
属
の
再
検
討
が

続
い
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
通
説
で
は
十
五
番
組
か
ら
二
十
二
番
組
、
二
十
四
番
組
か
ら
二

十
六
番
組
、
二
十
八
番
組
の
合
計
十
二
の
番
組
が
朱
引
外
に
移
転
し
た
と
さ
れ
た

が
、
実
際
に
は
そ
れ
程
整
合
的
な
番
組
の
改
正
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
朱
引

外
に
移
っ
た
町
を
持
つ
番
組
は
全
部
で
十
五
の
番
組
に
及
び
、
所
属
す
る
町
の
す

べ
て
が
朱
引
外
に
移
っ
た
番
組
で
あ
っ
て
も
枠
組
は
変
更
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に

は
、
朱
引
内
に
残
っ
た
と
さ
れ
た
番
組
に
も
朱
引
外
に
移
っ
た
町
が
確
認
さ
れ
る

の
で
、
朱
引
内
に
残
っ
た
区
の
境
界
は
全
く
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
従
来
の

指
摘
は
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
正
し
い
の
だ
が
、
実
状
と
は
若
干
の
相
違
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
年
寄
の
変
遷
を
示
し
て
お
き
た
い
。

表
６
は
、
五
十
区
制
と
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
・
朱
引
内
四
十
四
区
制

の
中
年
寄
・
添
年
寄
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
表
６
│
１
の
朱
引
内
四

十
四
区
制
の
部
分
か
ら
見
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
中
年
寄
・
添
年
寄
は
移
動
な

く
再
任
さ
れ
て
い
て
、
一
部
の
人
数
に
の
み
変
化
が
見
ら
れ
た
。
第
二
十
七
番
組

の
中
年
寄
は
鈴
木
半
平
で
添
年
寄
は
沢
田
平
八
で
あ
っ
た
が
、
第
二
十
七
区
へ
の
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表
６
－
１
　
朱
引
内
中
年
寄
・
添
年
寄
対
照
表
 

明
治
２
年
３
月
 

明
治
４
年
６
月
 

番
組
名
 

年
寄
名
 

区
名
 

 年
寄
名
 

 
弐
拾
三
番
組
 

中
：
松
村
福
次
郎
・
添
：
矢
部
與
兵
衛
 

第
四
区
 

中
：
松
村
福
次
郎
・
添
：
矢
部
與
兵
衛
 

 
三
拾
三
番
組
 

中
：
斎
藤
市
左
衛
門
・
添
：
岡
村
庄
之
助
 

第
八
区
 

中
：
斎
藤
市
左
衛
門
・
添
：
岡
村
庄
之
助
 

 
三
拾
四
番
組
 

中
：
木
村
定
次
郎
・
添
：
大
坪
捨
五
郎
 

第
九
区
 

中
：
木
村
定
次
郎
・
添
：
大
坪
捨
五
郎
 

 
三
拾
五
番
組
 

中
：
秋
元
新
一
郎
・
添
：
明
田
清
八
郎
 

第
十
区
 

中
：
秋
本
新
一
郎
・
添
：
明
田
清
八
郎
 

 
三
拾
六
番
組
 

中
：
尾
崎
七
左
衛
門
・
添
：
岡
本
吉
左
衛
門
 

第
十
一
区
 

中
：
尾
崎
七
左
衛
門
・
添
：
中
村
庄
八
 

 
三
拾
七
番
組
 

中
：
小
西
喜
左
衛
門
・
添
：
稲
垣
次
郎
右
衛
門
 

第
十
二
区
 

中
：
小
西
喜
左
衛
門
・
添
：
稲
垣
次
郎
右
衛
門
 

 
壱
番
組
 

中
：
普
勝
伊
兵
衛
・
添
：
三
戸
見
太
郎
兵
衛
 

第
十
三
区
 

中
：
普
勝
伊
兵
衛
・
添
：
三
戸
見
太
郎
兵
衛
 

 
弐
番
組
 

中
：
竹
口
庄
左
衛
門
・
添
：
会
田
正
三
郎
 

第
十
四
区
 

中
：
竹
口
庄
左
衛
門
・
添
：
会
田
正
三
郎
 

 
三
番
組
 

中
：
馬
込
勘
解
由
・
添
：
山
崎
半
兵
衛
 

第
十
五
区
 

中
：
馬
込
勘
解
由
・
添
：
山
崎
半
兵
衛
 

 
四
番
組
 

中
：
渡
辺
庄
右
衛
門
・
添
：
岡
部
勝
左
衛
門
 

第
十
六
区
 

中
：
渡
辺
庄
右
衛
門
・
添
：
岡
部
勝
左
衛
門
 

 
五
番
組
 

中
：
村
松
源
六
・
添
：
市
川
延
吉
郎
 

第
十
七
区
 

中
：
村
松
源
六
・
添
：
市
川
延
吉
郎
 

 
六
番
組
 

中
：
多
田
内
新
助
・
添
：
蒲
生
喜
一
郎
 

第
十
八
区
 

中
：
多
田
内
新
助
・
添
：
蒲
生
喜
一
郎
 

 
七
番
組
 

中
：
富
田
平
兵
衛
・
添
：
森
幸
右
衛
門
 

第
十
九
区
 

中
：
富
田
平
兵
衛
・
添
：
森
幸
右
衛
門
 

 
八
番
組
 

中
：
長
沢
次
郎
太
郎
・
添
：
山
崎
民
五
郎
 

第
二
十
区
 

中
：
長
沢
次
郎
太
郎
・
添
：
山
崎
民
五
郎
 

 
五
番
組
 

中
：
村
松
源
六
・
添
：
市
川
延
吉
郎
 

第
二
十
一
区
 

中
：
高
野
新
右
衛
門
・
添
：
保
坂
政
右
衛
門
 

 
九
番
組
 

中
：
高
野
新
右
衛
門
・
添
：
保
坂
政
右
衛
門
 

第
二
十
一
区
 

中
：
高
野
新
右
衛
門
・
添
：
保
坂
政
右
衛
門
 

 
拾
番
組
 

中
：
島
崎
清
左
衛
門
・
添
：
水
田
善
三
郎
 

第
二
十
二
区
 

中
：
島
崎
清
左
衛
門
・
添
：
水
田
善
三
郎
 

 
拾
壱
番
組
 

中
：
岡
崎
松
之
助
・
添
：
中
野
五
郎
兵
衛
 

第
二
十
三
区
 

中
：
岡
崎
松
之
助
・
添
：
中
野
五
郎
兵
衛
 

 
拾
弐
番
組
 

中
：
阿
部
孫
十
郎
・
添
：
池
谷
権
兵
衛
 

第
二
十
四
区
 

中
：
池
谷
権
兵
衛
・
添
：
松
沢
八
右
衛
門
 

 
拾
三
番
組
 

中
：
星
野
又
右
衛
門
・
添
：
鈴
木
一
郎
 

第
二
十
五
区
 

中
：
星
野
又
右
衛
門
・
添
：
鈴
木
一
郎
 

 
拾
四
番
組
 

中
：
坂
部
六
右
衛
門
・
添
：
兼
房
平
十
郎
 

第
二
十
六
区
 

中
：
坂
部
六
右
衛
門
・
添
：
兼
房
平
十
郎
・
添
：
鈴
木
勝
太
郎
 

 
拾
五
番
組
 

中
：
内
田
勘
左
衛
門
・
添
：
鈴
木
勝
太
郎
 

第
二
十
六
区
 

中
：
坂
部
六
右
衛
門
・
添
：
兼
房
平
十
郎
・
添
：
鈴
木
勝
太
郎
 

 
弐
拾
七
番
組
 

中
：
鈴
木
半
平
・
添
：
沢
田
平
八
 

第
二
十
七
区
 

中
：
鈴
木
半
平
・
添
：
な
し
 

 
弐
拾
九
番
組
 

中
：
小
野
寺
弥
兵
衛
・
添
：
塚
谷
又
一
郎
 

第
二
十
八
区
 

中
：
小
野
寺
弥
兵
衛
・
添
：
塚
谷
又
一
郎
 

 
三
拾
番
組
 

中
：
山
田
八
郎
右
衛
門
・
添
：
池
田
七
兵
衛
 

第
二
十
九
区
 

中
：
山
田
八
郎
右
衛
門
・
添
：
池
田
七
兵
衛
 

 
三
拾
壱
番
組
 

中
：
中
村
善
次
郎
・
添
：
石
川
庄
次
郎
 

第
三
十
区
 

中
：
中
村
善
次
郎
・
添
：
石
川
庄
次
郎
 

 
三
拾
壱
番
組
 

中
：
中
村
善
次
郎
・
添
：
石
川
庄
次
郎
 

第
三
十
一
区
 

中
：
片
岡
二
左
衛
門
・
添
：
益
田
金
六
 

 
三
拾
弐
番
組
 

中
：
片
岡
二
左
衛
門
・
添
：
益
田
金
六
 

第
三
十
一
区
 

中
：
片
岡
二
左
衛
門
・
添
：
益
田
金
六
 

 
三
拾
八
番
組
 

中
：
村
田
平
右
衛
門
・
添
：
浜
弥
十
郎
 

第
三
十
二
区
 

中
：
村
田
平
右
衛
門
・
添
：
浜
弥
十
郎
 

 
三
拾
九
番
組
 

中
：
中
山
藤
七
・
添
：
勝
田
次
郎
左
衛
門
 

第
三
十
三
区
 

中
：
中
山
藤
七
・
添
：
勝
田
次
郎
左
衛
門
 

 
四
拾
番
組
 

中
：
高
松
喜
兵
衛
・
添
：
水
谷
半
右
衛
門
 

第
三
十
四
区
 

中
：
高
松
喜
兵
衛
・
添
：
水
谷
半
右
衛
門
 

 
四
拾
壱
番
組
 

中
：
大
久
保
真
十
郎
・
添
：
塩
原
昌
之
助
 

第
三
十
五
区
 

中
：
な
し
・
添
：
塩
原
昌
之
助
 

 
四
拾
弐
番
組
 

中
：
村
田
又
夢
・
添
：
長
島
栄
次
郎
 

第
三
十
六
区
 

中
：
な
し
・
添
：
長
島
栄
次
郎
 

 
四
拾
三
番
組
 

中
：
今
井
二
郎
・
添
：
江
口
作
左
衛
門
 

第
三
十
七
区
 

中
：
今
井
二
郎
・
添
：
な
し
 

 
四
拾
四
番
組
 

中
：
大
塚
太
郎
左
衛
門
・
添
：
中
田
五
郎
左
衛
門
 

第
三
十
八
区
 

中
：
大
塚
太
郎
左
衛
門
・
添
：
中
田
五
郎
左
衛
門
 

 
四
拾
五
番
組
 

中
：
高
麗
左
平
太
・
添
：
松
島
兵
右
衛
門
 

第
三
十
九
区
 

中
：
高
麗
左
平
太
・
添
：
松
島
兵
右
衛
門
 

 
四
拾
六
番
組
 

中
：
大
高
六
郎
右
衛
門
・
添
：
関
岡
平
内
 

第
四
十
区
 

中
：
大
高
六
郎
右
衛
門
・
添
：
関
岡
平
内
 

 
四
拾
七
番
組
 

中
：
佐
藤
忠
右
衛
門
・
添
：
西
田
藤
八
 

第
四
十
一
区
 

中
：
佐
藤
忠
右
衛
門
・
添
：
西
田
藤
八
 

 
四
拾
八
番
組
 

中
：
村
松
為
谿
・
添
：
平
野
保
次
郎
 

第
四
十
二
区
 

中
：
村
松
為
谿
・
添
：
平
野
保
次
郎
 

 
四
拾
九
番
組
 

中
：
高
部
久
右
衛
門
・
添
：
竹
尾
清
助
 

第
四
十
三
区
 

中
：
高
部
久
右
衛
門
・
添
：
竹
尾
清
助
 

 
五
拾
番
組
 

中
：
山
口
庄
兵
衛
・
添
：
深
山
甚
四
郎
 

第
四
十
四
区
 

中
：
山
口
庄
兵
衛
・
添
：
深
山
甚
四
郎
 

凡
例
　
中
：
中
年
寄
、
添
：
添
年
寄
    

出
典
：
「
東
京
府
日
誌
、
戊
辰
第
壱
号
・
第
二
号
、
己
巳
自
第
一
号
至
第
五
号
、
一
」
（
請
求
番
号
６
３
４
. Ｄ
４
. １
２
）
に
所
収
の
「
明
治
二
己
巳
年
東
京
布
令
書
第
二
」
の
 「
三
月
廿
一
日
申
渡
」
の
１
～
３
２
丁
・
「
明
治
四
年
未
稔
六
月
改
正
市
区
鑑
」
（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
６
）
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表
６
－
２
　
朱
引
外
中
年
寄
・
添
年
寄
対
照
表
 

明
治
２
年
３
月
 

明
治
４
年
６
月
 

番
組
名
 

年
寄
名
 

区
名
 

 年
寄
名
 

 
拾
五
番
組
 

中
：
内
田
勘
左
衛
門
・
添
：
鈴
木
勝
太
郎
 

第
一
大
区
一
小
区
：
四
十
九
区
 

中
：
内
田
勘
左
衛
門
・
浦
口
清
一
郎
・
添
：
植
田
孫
右
衛
門
 

 
拾
六
番
組
 

中
：
浦
口
清
一
郎
・
添
：
植
田
孫
右
衛
門
 

第
一
大
区
一
小
区
：
四
十
九
区
 

中
：
内
田
勘
左
衛
門
・
浦
口
清
一
郎
・
添
：
植
田
孫
右
衛
門
 

 
拾
七
番
組
 

中
：
矢
部
與
助
・
添
：
大
場
惣
十
郎
 

第
一
大
区
二
小
区
：
五
十
区
 

中
：
矢
部
與
助
・
田
中
権
左
衛
門
・
添
：
大
場
宗
十
郎
・
村
木
芳
太
郎
 

 
拾
八
番
組
 

中
：
田
中
権
左
衛
門
・
添
：
村
木
芳
太
郎
 

第
一
大
区
二
小
区
：
五
十
区
 

中
：
矢
部
與
助
・
田
中
権
左
衛
門
・
添
：
大
場
宗
十
郎
・
村
木
芳
太
郎
 

 
地
方
壱
番
組
 

世
話
中
：
山
口
弥
右
衛
門
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
・
佐
々
木
源
助
 

第
一
大
区
三
小
区
：
五
十
一
区
 

中
：
山
口
弥
右
衛
門
 

 
弐
拾
番
組
 

中
：
久
能
木
九
左
衛
門
・
添
：
江
塚
五
郎
蔵
 

第
二
大
区
一
小
区
：
五
十
二
区
 

中
：
久
能
木
九
左
衛
門
・
添
：
江
塚
五
郎
蔵
・
萩
原
金
蔵
 

 
弐
拾
壱
番
組
 

中
：
箕
輪
十
兵
衛
・
添
：
萩
原
金
蔵
 

第
二
大
区
一
小
区
：
五
十
二
区
 

中
：
久
能
木
九
左
衛
門
・
添
：
江
塚
五
郎
蔵
・
萩
原
金
蔵
 

 
弐
拾
壱
番
組
 

中
：
箕
輪
十
兵
衛
・
添
：
萩
原
金
蔵
 

第
二
大
区
二
小
区
：
五
十
三
区
 

中
：
内
海
甚
作
・
添
：
秋
元
広
之
助
 

 
弐
拾
弐
番
組
 

中
：
内
海
甚
作
・
添
：
秋
元
八
郎
左
衛
門
 

第
二
大
区
二
小
区
：
五
十
三
区
 

中
：
内
海
甚
作
・
添
：
秋
元
広
之
助
 

 
拾
九
番
組
 

添
：
萩
原
耕
蔵
・
中
：
島
田
又
左
衛
門
 

第
二
大
区
三
小
区
：
五
十
四
区
 

中
：
萩
原
耕
蔵
・
中
：
箕
輪
十
兵
衛
 

 
弐
拾
壱
番
組
 

中
：
箕
輪
十
兵
衛
・
添
：
萩
原
金
蔵
 

第
二
大
区
三
小
区
：
五
十
四
区
 

中
：
萩
原
耕
蔵
・
中
：
箕
輪
十
兵
衛
 

 
地
方
壱
番
組
 

世
話
中
：
山
口
弥
右
衛
門
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
・
佐
々
木
源
助
 

第
二
大
区
四
小
区
：
五
十
五
区
 

中
：
佐
々
木
源
助
 

 
地
方
壱
番
組
 

世
話
中
：
山
口
弥
右
衛
門
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
・
佐
々
木
源
助
 

第
二
大
区
五
小
区
：
五
十
六
区
 

中
：
岩
崎
庄
次
郎
 

 
弐
拾
四
番
組
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
添
：
島
田
次
右
衛
門
 

第
三
大
区
一
小
区
：
五
十
七
区
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
添
：
島
田
次
右
衛
門
 

 
地
方
壱
番
組
 

世
話
中
：
山
口
弥
右
衛
門
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
・
佐
々
木
源
助
 

第
三
大
区
一
小
区
：
五
十
七
区
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
添
：
島
田
次
右
衛
門
 

 
地
方
壱
番
組
 

世
話
中
：
山
口
弥
右
衛
門
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
・
佐
々
木
源
助
 

第
三
大
区
二
小
区
：
五
十
八
区
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
 

 
弐
拾
四
番
組
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
添
：
島
田
次
右
衛
門
 

第
三
大
区
二
小
区
：
五
十
八
区
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
中
：
岩
崎
庄
次
郎
 

 
弐
拾
四
番
組
 

中
：
深
野
長
兵
衛
・
添
：
島
田
次
右
衛
門
 

第
三
大
区
三
小
区
：
五
十
九
区
 

中
：
中
村
甚
右
衛
門
 

 
地
方
弐
番
組
 

中
：
中
村
甚
右
衛
門
・
高
橋
安
右
衛
門
・
秋
本
鋭
吉
 

第
三
大
区
三
小
区
：
五
十
九
区
 

中
：
中
村
甚
右
衛
門
 

 
弐
拾
五
番
組
 

中
：
島
田
藤
一
・
添
：
中
村
弥
八
郎
 

第
三
大
区
四
小
区
：
六
十
区
 

中
：
島
田
藤
一
・
添
：
中
村
弥
八
郎
 

 
地
方
三
番
組
 

世
話
中
：
江
川
佐
十
郎
・
中
：
田
中
新
太
郎
・
松
本
市
郎
兵
衛
・
橋
本
与
左
衛
門
 

第
四
大
区
一
小
区
：
六
十
区
 

中
：
島
田
藤
一
・
添
：
中
村
弥
八
郎
 

 
弐
拾
六
番
組
 

中
：
夏
目
小
兵
衛
・
添
；
斎
藤
勘
四
郎
 

第
三
大
区
五
小
区
：
六
十
一
区
 

中
：
夏
目
小
兵
衛
 

 
弐
拾
六
番
組
 

中
：
夏
目
小
兵
衛
・
添
；
斎
藤
勘
四
郎
 

第
四
大
区
一
小
区
：
六
十
二
区
 

中
：
秋
本
鋭
吉
 

 
弐
拾
八
番
組
 

中
：
山
下
八
左
衛
門
・
添
：
衣
笠
三
之
助
 

第
四
大
区
二
小
区
：
六
十
三
区
 

添
：
衣
笠
三
之
助
 

 
地
方
弐
番
組
 

中
：
中
村
甚
右
衛
門
・
高
橋
安
右
衛
門
・
秋
本
鋭
吉
 

第
四
大
区
二
小
区
：
六
十
三
区
 

添
：
衣
笠
三
之
助
 

 
弐
拾
八
番
組
 

中
：
山
下
八
左
衛
門
・
添
：
衣
笠
三
之
助
 

第
四
大
区
三
小
区
：
六
十
四
区
 

中
：
山
下
八
左
衛
門
 

 
地
方
三
番
組
 

世
話
中
：
江
川
佐
十
郎
・
中
：
田
中
新
太
郎
・
松
本
市
郎
兵
衛
・
橋
本
与
左
衛
門
 

第
四
大
区
三
小
区
：
六
十
四
区
 

中
：
山
下
八
左
衛
門
 

 
地
方
三
番
組
 

世
話
中
：
江
川
佐
十
郎
・
中
：
田
中
新
太
郎
・
松
本
市
郎
兵
衛
・
橋
本
与
左
衛
門
 

第
四
大
区
四
小
区
：
六
十
五
区
 

中
：
橋
本
與
左
衛
門
 

 
地
方
弐
番
組
 

中
：
中
村
甚
右
衛
門
・
高
橋
安
右
衛
門
・
秋
本
鋭
吉
 

第
四
大
区
五
小
区
：
六
十
六
区
 

中
：
高
橋
安
右
衛
門
 

 
地
方
三
番
組
 

世
話
中
：
江
川
佐
十
郎
・
中
：
田
中
新
太
郎
・
松
本
市
郎
兵
衛
・
橋
本
与
左
衛
門
 

第
四
大
区
五
小
区
：
六
十
六
区
 

中
：
高
橋
安
右
衛
門
 

 
三
拾
番
組
 

中
：
山
田
八
郎
右
衛
門
・
添
：
池
田
七
兵
衛
 

第
五
大
区
一
小
区
：
六
十
七
区
 

中
：
松
本
市
兵
衛
 

 
地
方
三
番
組
 

世
話
中
：
江
川
佐
十
郎
・
中
：
田
中
新
太
郎
・
松
本
市
郎
兵
衛
・
橋
本
与
左
衛
門
 

第
五
大
区
一
小
区
：
六
十
七
区
 

中
：
松
本
市
兵
衛
 

 
三
拾
九
番
組
 

中
：
中
山
藤
七
・
添
：
勝
田
次
郎
左
衛
門
 

第
五
大
区
二
小
区
：
六
十
八
区
 

中
：
田
中
新
太
郎
 

 
四
拾
番
組
 

中
：
高
松
喜
兵
衛
・
添
：
水
谷
半
右
衛
門
 

第
五
大
区
二
小
区
：
六
十
八
区
 

中
：
田
中
新
太
郎
 

 
地
方
三
番
組
 

世
話
中
：
江
川
佐
十
郎
・
中
：
田
中
新
太
郎
・
松
本
市
郎
兵
衛
・
橋
本
与
左
衛
門
 

第
五
大
区
二
小
区
：
六
十
八
区
 

中
：
田
中
新
太
郎
 

 
地
方
四
番
組
 

世
話
中
：
島
田
藤
右
衛
門
・
中
：
丸
沢
喜
三
次
・
山
崎
武
右
衛
門
・
中
田
平
十
郎
 

第
五
大
区
三
小
区
：
六
十
九
区
 

中
：
丸
沢
喜
三
次
 

 
地
方
四
番
組
 

世
話
中
：
島
田
藤
右
衛
門
・
中
：
丸
沢
喜
三
次
・
山
崎
武
右
衛
門
・
中
田
平
十
郎
 

第
六
大
区
一
小
区
：
四
十
五
区
 

中
：
島
田
藤
右
衛
門
・
山
崎
武
右
衛
門
 

 
地
方
五
番
組
 

世
話
中
：
金
子
平
右
衛
門
・
中
：
天
野
八
十
二
・
平
井
清
兵
衛
・
進
藤
近
太
郎
 

第
六
大
区
二
小
区
：
四
十
六
区
 

中
：
金
子
平
右
衛
門
・
平
井
清
兵
衛
 

 
地
方
五
番
組
 

世
話
中
：
金
子
平
右
衛
門
・
中
：
天
野
八
十
二
・
平
井
清
兵
衛
・
進
藤
近
太
郎
 

第
六
大
区
三
小
区
：
四
十
七
区
 

中
：
天
野
八
十
二
 

 
地
方
五
番
組
 

世
話
中
：
金
子
平
右
衛
門
・
中
：
天
野
八
十
二
・
平
井
清
兵
衛
・
進
藤
近
太
郎
 

第
六
大
区
四
小
区
：
四
十
八
区
 

中
：
進
藤
近
太
郎
 

凡
例
　
世
話
中
：
世
話
掛
中
年
寄
、
中
：
中
年
寄
、
添
：
添
年
寄
 

出
典
：
「
東
京
府
日
誌
、
戊
辰
第
壱
号
・
第
二
号
、
己
巳
自
第
一
号
至
第
五
号
、
一
」
（
請
求
番
号
６
３
４
. Ｄ
４
. １
２
）
に
所
収
の
「
明
治
二
己
巳
年
東
京
布
令
書
第
二
」
の
 「
三
月
廿
一
日
申
渡
」
の
１
～
３
２
丁
・
「
明
治
四
年
未
稔
六
月
改
正
市
区
鑑
」
（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
６
）

「
辛
未
六
月
改
正
　
朱
外
六
区
町
鑑
　
常
務
局
」
（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
６
）
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移
行
に
際
し
て
中
年
寄
の
鈴
木
半
平
だ
け
の
一
人
制
と
な
っ
た
。
同
様
に
し
て
中

年
寄
・
添
年
寄
の
内
片
方
が
減
員
に
な
っ
た
区
は
、
第
三
十
五
区
中
年
寄
大
久
保

真
十
郎
・
第
三
十
六
区
中
年
寄
村
田
又
夢
・
第
三
十
七
区
添
年
寄
江
口
作
左
衛
門

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
引
内
四
十
四
区
制
で
は
再
任
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
表

６
│
２
の
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
で
は
、
各
区
を
中
年
寄
一
人
に
収
め
よ
う

と
す
る
人
事
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、な
る
べ
く
元
の
番
組
と
同
じ
区
に
配
分
し
よ
う

と
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
元
十
九
番
組
中
年
寄
島
田
又
左
衛

門
・
元
二
十
六
番
組
添
年
寄
斎
藤
勘
四
郎
は
再
任
さ
れ
て
い
な
い
。「
未
五
月
区

内
年
寄
・
地
方
年
寄
名
前
帳
」
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
人

物
で
あ
る
、
沢
田
平
八
・
江
口
作
左
衛
門
・
島
田
又
左
衛
門
・
斎
藤
勘
四
郎
に
は

死
去
、
大
久
保
真
十
郎
・
村
田
又
夢
に
は
免
職
と
そ
れ
ぞ
れ
注
記
が
し
て
あ
っ
て
、

特
に
区
制
改
正
に
伴
う
何
等
か
の
意
図
が
あ
っ
て
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
よ
っ
て
、
基
本
的
に
は
朱
引
内
で
は
、
五
十
番
組
制
以
来
の
年
寄
が
引
続
き

再
任
さ
れ
、
朱
引
外
で
は
、
元
の
番
組
に
照
ら
し
て
適
宜
１
名
づ
つ
に
配
分
す
る

傾
向
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
お
わ
り
に

朱
引
内
四
十
四
区
制
を
紹
介
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
が
、
表
２
に
よ
っ

て
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
区
と
所
属
町
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
五

十
番
組
制
・
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
制
と
の
照
合
も
行
っ
て
通
説
に
若
干
の

訂
正
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
今
回
検
討
の
材

料
に
し
た
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
編
さ
ん
物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討

の
対
象
に
し
た
朱
引
内
四
十
四
区
制
の
史
料
は
『
東
京
市
史
稿
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
な
の
だ
が
、
主
に
使
用
し
た
史
料
を
あ
げ
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

「
法
令
類
纂
」・「
辛
未
六
月
改
正
朱
引
外
六
区
町
鑑
」・「
明
治
四
年
未
稔
六
月

改
正
市
区
鑑
」・「
区
吏
沿
革
並
職
制
草
稿
」

こ
れ
ら
の
う
ち
、
原
史
料
と
呼
べ
る
の
は
町
鑑
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
東
京
府

で
編
さ
ん
し
た
も
の
ば
か
り
だ
が
、
最
も
基
本
的
な
史
料
は
、
明
治
十
年
か
ら
十

四
年
に
か
け
て
編
さ
ん
さ
れ
た
「
法
令
類
纂
」
で
あ
る
。
同
書
が
編
さ
ん
さ
れ
た

時
点
で
は
原
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
区
吏
沿
革
並
職
制
草

稿
」
は
「
法
令
類
纂
」
か
ら
史
料
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
同
書
の
編
さ
ん
時
点
で

は
既
に
原
書
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、

東
京
都
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
東
京
府
文
書
の
内
明
治
初
年
の
公
文
書
を

見
る
と
、
表
１
に
示
し
た
他
の
行
政
区
画
の
改
正
に
関
す
る
文
書
を
現
在
発
見
で

き
な
い
状
況
で
、
現
在
は
、
原
文
書
が
な
ぜ
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
原
史
料

の
確
認
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
保
存
文
書
の
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
東
京

府
か
ら
町
へ
の
触
達
や
そ
れ
を
作
成
す
る
た
め
の
起
案
文
書
等
書
類
よ
り
も
、
む

し
ろ
官
省
・
他
府
県
と
の
往
復
文
書
や
管
轄
町
村
か
ら
の
願
伺
届
等
の
文
書
の
方

ひ
な
が
た

が
残
存
状
況
が
良
い
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
町
鑑
の
雛
形
の

紹
介
に
使
用
し
た
史
料
10「
明
治
二
巳
年
自
正
月
至
六
月
　
御
触
廻
状
綴
込
　
三
冊

之
内
壱
番
　
廿
三
番
組
扱
所
」
に
あ
る
「
廿
三
番
組
扱
所
」
の
記
載
が
示
す
よ
う

（33）

（34）

（35）

（36）
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に
、
本
来
は

町
区
役
所
文
書
で
、
最
初
か
ら
東
京
府
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
史
料
が
存

在
し
た
の
は
、「
法
令
類
纂
」
が
当
時
の
東
京
府
文
書
だ
け
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

て
、
今
回
の
よ
う
な
行
政
の
末
端
部
分
に
関
わ
る
事
柄
で
は
、
重
要
な
史
料
が
抜

け
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
東
京
府
が
発
給
し
た
触
・
達
で
も
多
く
の
も
の
が
現
在

伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
文
書
が
存
在
し
な
い
こ

と
は
、
史
料
４
で
述
べ
た
よ
う
に
「
法
令
類
纂
」
の
注
記
が
何
を
意
図
し
た
も
の

か
を
確
認
す
る
の
に
不
便
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な

る
。
東
京
府
文
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
史
料
学
的
な
分
野
に
関
す
る

研
究
は
ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。

本
来
な
ら
ば
、
朱
引
内
四
十
四
区
制
が
次
の
段
階
で
あ
る
明
治
七
年
の
十
一
大

区
一
〇
三
小
区
制
に
移
る
ま
で
に
暫
定
的
に
置
か
れ
た
仮
戸
長
・
副
長
を
検
討
し
て

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、こ
れ
ら
の
問
題
は
ま
た
次
回
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
整
理
閲
覧
係
　
非
常
勤
）

　
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
東
京
府
文
書
「
明
治
四
年
順
立
帳
十
三
」（
請
求
番
号
　 
６
３
２.

Ｄ
８. 

３
）
に
所
収
。
な
お
、
以
下
史
料
の
出
典
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
東
京
府
文
書
で
あ
る
。

　
前
掲
註
　「
明
治
四
年
順
立
帳
十
三
」
に
所
収

　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
十
（
一
九
六
一
年
三
月
）
五
四
三
〜
五
六
八
頁
。
な
お
本
史

料
は
「
東
京
府
日
誌 

戊
辰
第
壱
号
・
第
二
号
、 

己
巳
自
第
一
号
至
第
五
号
、
一
」（
請
求
番
号

６
３
４. 

Ｄ
４. 

１
２
）
に
所
収
の
「
明
治
二
己
巳
年
東
京
布
令
書
第
二
」
の
「
三
月
廿
一
日

申
渡
」
の
一
〜
三
二
丁
目
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
文
の
史
料
と
し
て
「
法
令

類
纂
　
巻
之
六
十
七
上
　
区
画
沿
革
部
上
」（
請
求
番
号
Ｄ
Ｆ
６
８
／
６
３
２. 

Ｂ
３. 

１
６
）

に
所
収
の
第
壱
章
　
区
画
沿
革
部
　
第
五
号
が
あ
る
。

　『
都
史
紀
要
五
　
区
制
沿
革
』
東
京
都
公
文
書
館
編
、
一
九
五
八
年
三
月

　『
都
史
紀
要
十
三
　
明
治
初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
』東
京
都
公
文
書
館
編
、　
一
九
六
五
年

九
月

　『
東
京
百
年
史
』
第
二
巻
、
東
京
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
一
九
七
二
年
三
月

　『
東
京
市
史
稿
』
に
は
「
五
十
区
制
」
で
題
目
が
立
て
ら
れ
、
例
え
ば
「
東
京
府
日
誌
」
の

五
十
番
組
の
申
渡
に
は
、「
今
般
東
京
市
中
ヲ
五
十
区
ニ
分
チ
」
と
記
し
て
、
五
十
区
に
分
け

た
趣
旨
の
文
章
が
用
い
ら
れ
、「
市
中
五
十
区
」
等
と
表
記
さ
れ
た
史
料
も
あ
り
、「
区
」
と
「
番

組
」
は
同
義
に
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、『
区
制
沿
革
』
や
『
東
京
百
年
史
』
第
二
巻
で
も
五

十
番
組
制
・
五
十
区
制
と
両
様
に
混
在
さ
せ
た
呼
称
に
な
っ
て
い
て
、 

二
つ
の
名
称
が
使
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
町
触
や
番
組
表
に
は
「
壱
番
組
」
等
と
し
て
必
ず
「
番
組
」
を
使
用
し

て
い
る
の
で
、
正
式
な
名
称
は
番
組
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
五
十
番
組
の
表
記
を
優

先
さ
せ
て
い
る
。

　
東
京
地
方
の
番
組
は「
明
治
二
己
巳
年
五
月
東
京
府
布
令
書
第
三
」（
請
求
番
号
６
３
４. 

Ｄ

４. 

１
２
）
に
所
収
の
「
明
治
二
巳
年
五
月
、
五
月
八
日
申
渡
」
の
一
〜
九
丁
目
、
前
掲
註
　

「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
七
上
　
区
画
沿
革
部
上
」
に
所
収
の
第
壱
章
　
区
画
沿
革
部
　
第
六
号

の
史
料
を
参
照

　
前
掲
註
　「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
七
上
　
区
画
沿
革
部
上
」
に
所
収
の
第
壱
章
　
区
画
沿
革

部
　
第
十
六
号
の
史
料
を
参
照

　
前
掲
註
　『
区
制
沿
革
』
七
二
頁

　
前
掲
註
　『
区
制
沿
革
』
七
一
頁

（1）（3）（2）

（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）

（3）

（3）

（3）（4）（4）
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前
掲
註
　『
東
京
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
四
六
〜
一
四
七
頁

　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
一
九
六
二
年
　
三
月
、
東
京
都
、
一
一
〜
三
四
頁

　
前
掲
註
　「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
七
上
　
区
画
沿
革
部
上
」
所
収

　
東
京
都
公
文
書
館
に
は
「
辛
未
六
月
改
正
　
朱
外
六
区
町
鑑
」
に
該
当
す
る
簿
冊
と
し
て

「
辛
未
六
月
改
正
　
朱
外
六
区
町
鑑
常
務
局
」（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
６
）
と
「
明
治
四
年
辛
未

稔
□
月
　﹇
　
﹈
区
鑑
」（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
８
）
の
二
冊
が
存
在
す
る
（
以
下
、
便
宜
上
前

者
を
朱
引
外
Ａ
、
後
者
を
朱
引
外
Ｂ
と
称
す
る
）。
後
で
も
触
れ
る
が
、
東
京
都
公
文
書
館
で

は
こ
の
二
冊
と
も
修
復
を
し
た
た
め
に
飾
り
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
飾
り
表

紙
に
は
朱
引
外
Ａ
に
「
明
治
四
年
　
朱
外
六
区
町
鑑
」、
朱
引
外
Ｂ
に
は
「
明
治
六
年
市
区
鑑
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
朱
引
外
Ｂ
の
方
の
記
載
が
「
明
治
六
年
」
と
し
て
実
際
の
年
代
と
違

っ
た
表
記
が
さ
れ
て
い
る
の
は
、
修
復
の
際
に
、
元
表
紙
の
記
載
に
欠
損
部
分
が
多
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
間
違
っ
た
年
代
を
飾
り
表
紙
に
誤
写
し
た
か
ら
で
、
現
在
も
こ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
修
復
時
の
表
記
ミ
ス
で
あ
る
こ
と
を
一

応
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
二
九
頁

　
朱
引
外
六
大
区
二
十
五
小
区
は
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』市
街
篇
五
二
、二
〜
二
九
頁
、六

大
区
九
十
七
小
区
は
同
書
五
三
〇
〜
五
六
〇
頁

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
三
十
頁
。
本
史
料
は
「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
十

七
下
　
区
画
沿
革
部
下
」（
請
求
番
号
Ｄ
Ｆ
６
９
／
６
３
２. 

Ｂ
３. 

１
７
）
に
所
収
の
第
二
章

　
郡
区
吏
　
第
四
十
一
号
を
収
録
し
た
も
の
だ
が
、
附
札
の
記
載
が
、「
書
面
、
可
為
伺
ノ
通

候
事
」
と
な
っ
て
い
て
「
右
」
が
無
い
表
記
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
表
記
に
訂
正
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
な
お
、（
以
下
略
）
と
し
た
部
分
は
史
料
９
と
し
て
後
で
紹
介
す
る
。

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
二
九
頁
。
前
掲
註
　「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
十

七
上
　
区
画
沿
革
部
上
」
に
所
収
の
第
壱
章
　
区
画
沿
革
部
　
第
十
五
号
の
史
料
。
尚
「
法

令
類
纂
」に
は
他
に
前
掲
註
　
巻
之
六
十
七
下
　
区
画
沿
革
部
下
の
第
二
章
　
郡
区
吏
　
第
三

十
九
号
に
も
同
じ
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
二
九
〜
三
十
頁

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
三
十
頁

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
三
一
頁

　
前
掲
註
　「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
十
七
下
　
区
画
沿
革
部
下
」
所
収
の
第
二
章
　
郡
区
吏
　

第
三
九
号

　「
辛
未
六
月
改
正
　
町
鑑
　
常
務
局
」（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
５
）

　「
明
治
四
辛
未
稔
六
月
改
正
　
市
区
鑑
」（
請
求
番
号
Ｃ
Ｈ
２
９
７
）

　
飾
り
表
紙
と
元
表
紙
の
表
記
の
違
い
に
つ
い
て
は
註
　
で
紹
介
し
た「
朱
外
六
区
町
鑑
」も

参
照
の
こ
と

　
前
掲
註
　「
辛
未
六
月
改
正
　
町
鑑
　
常
務
局
」

　「
明
治
二
巳
年
自
正
月
至
六
月
　
御
触
廻
状
綴
込
　
三
冊
之
内
壱
番
　
廿
三
番
組
扱
所
」（
請

求
番
号
６
０
５. 

Ａ
７. 

３
）
所
収

　
東
京
府
に
常
務
局
が
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
は
、
明
治
二
年
七
月
二
一
日
の
職
制
改
正
か

ら
同
六
年
二
月
一
八
日
の
職
制
改
正
で
常
務
局
が
廃
止
さ
れ
て
庶
務
課
と
改
称
す
る
ま
で
で
あ

る
。
朱
引
内
四
十
四
区
制
が
定
め
ら
れ
た
同
四
年
六
月
は
常
務
局
の
設
置
期
間
に
該
当
す
る

の
で
、
町
鑑
の
表
紙
に
常
務
局
と
あ
る
の
は
時
期
的
に
符
合
す
る
。
そ
の
時
の
常
務
局
は
同

年
二
月
五
日
改
正
の
職
制
に
よ
り
貫
属
・
市
井
・
社
寺
・
郷
村
・
邸
宅
・
営
繕
・
戸
籍
・
川
船
・

改
正
調
の
九
掛
が
置
か
れ
、
町
と
の
対
応
や
戸
籍
事
務
等
は
常
務
局
が
担
当
し
、
行
政
区
画

（18） （17）（16） （15）（14）（13）（12）

（19）（20）（21）（22）（23）（24）（25）（26）（27）（28）（29）

（3） （4）（13） （13）

（13）

（13）（13）（13）（18） （13）

（3）

（18）

（25）

（15）
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の
改
正
は
市
井
掛
の
担
当
事
務
で
あ
っ
た
。（『
東
京
都
職
制
沿
革
』
一
九
九
六
年
三
月
、
東
京

都
、
五
〜
八
頁
参
照
）

　「
区
吏
沿
革
並
職
制
草
稿
」（
請
求
番
号
Ｃ
Ｂ
１
６
８
／
６
３
４. 

Ｃ
３. 

１
５
）
所
収
の
目

次
番
号
四
十
三
号
史
料
。な
お
、前
掲
註
　「
法
令
類
纂
　
巻
之
六
十
七
下
　
区
画
沿
革
部
下
」

所
収
の
第
二
章
　
郡
区
吏
　
第
四
十
一
号
も
同
じ
史
料
だ
が
、
朱
書
部
分
の
記
載
は
無
い
。

　
前
掲
註
　『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
五
二
、
三
十
〜
三
一
頁

　
前
掲
註
　「
区
吏
沿
革
並
職
制
草
稿
」
は
、
明
治
元
年
四
月
十
日
の
村
松
町
名
主
以
下
十
名

へ
の
苗
字
帯
刀
免
許
の
申
渡
か
ら
同
十
年
八
月
二
八
日
の
区
務
心
得
書
を
朱
引
外
に
も
適
用
す

る
旨
の
達
ま
で
を
年
月
日
順
に
九
三
点
の
史
料
を
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
名
主

や
町
年
寄
等
の
職
務
・
職
制
に
関
す
る
も
の
で
、
表
題
の
通
り
名
主
制
度
か
ら
大
区
小
区
制

が
成
立
し
て
区
役
所
が
で
き
る
ま
で
の
史
料
が
網
羅
さ
て
い
る
。
ま
た
、
目
次
番
号
一
六
の

巳
三
月
二
一
日
朱
引
内
に
世
話
掛
中
年
寄
を
設
置
の
達
に
「（
五
区
割
ハ
区
画
部
ニ
載
ス
）」、

二
十
の
巳
五
月
八
日
五
区
総
括
設
置
の
達
に「（
五
区
割
町
村
ハ
区
画
部
ニ
載
ス
）」の
注
記
が

末
尾
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
法
令
類
纂
」
に
あ
る
参
照
用
の
注
記
と
全
く
同
じ
記
載
で
、「
法

令
類
纂
」
か
ら
本
文
に
注
記
も
含
め
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
史
料
の
作

成
時
期
に
つ
い
て
は
「
法
令
類
纂
」
が
編
纂
さ
れ
た
明
治
一
四
以
降
と
し
か
言
え
な
い
が
、

『
区
制
沿
革
』
所
載
史
料
を
編
年
体
で
完
備
す
る
本
史
料
集
が
同
書
作
成
の
基
本
材
料
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
遅
く
と
も
昭
和
二
十
年
以
前
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　「
明
治
四
年
順
立
帳
第
十
二
」（
請
求
番
号
６
３
２. 

Ｄ
８. 

２
）
に
所
収

　『
都
史
紀
要
二
十
七
　
東
京
都
の
修
史
事
業
』
一
九
八
〇
年
、
東
京
都
公
文
書
館
編
、
九
頁

を
参
照
の
こ
と

　
こ
の
こ
と
は
、「
法
令
類
纂
」
と
原
文
書
の
関
係
を
暗
示
し
て
い
て
、「
法
令
類
纂
」
の
編

（30）（31）（32）（33）（34）（35）

（36）

（18）

（13）（30）

纂
に
利
用
さ
れ
た
東
京
府
起
案
作
成
文
書
の
多
く
は
何
時
か
の
時
点
で
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
証
は
無
い
。

　『
東
京
都
公
文
書
館
蔵
書
目
録
１
（
東
京
府
│
明
治
）』
二
〇
〇
〇
年
、
東
京
都
公
文
書
館
、

を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
目
録
の
明
治
元
年
か
ら
８
年
の
簿
冊
表
題
を
見
渡
す
と
、
特
定
の
事

件
に
関
す
る
表
題
の
簿
冊
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
町
触
等
の
一
般
に
府
庁
管
轄

下
に
触
達
す
る
た
め
に
起
案
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
文
書
に
相
当
す
る
よ
う
な
表
題
の
簿
冊
は
ほ
と

ん
ど
見
当
ら
な
い
。
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東
京
都
公
文
書
館
に
お
け
る
保
存
・
閲
覧
等
に
関
す
る
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
報
告
書
の
概
要
と
今
後
の
方
向

須
　
田
　
正
　
子

一
　
研
究
会
の
設
置
の
趣
旨

平
成
一
一
年
の
情
報
公
開
法
の
成
立
を
契
機
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
は
、
文
書
管
理
の
重
要
性
か
ら
、
公
文
書
館
に
対
す
る
認
識
や
期
待
が
一
層
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
と
し
て
、
東
京
都
公
文
書
館
に
お
い
て
、
新
た
な
情

報
公
開
制
度
へ
対
応
し
、
及
び
業
務
の
適
性
化
を
図
る
た
め
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
検
討
を
行
う
場
と
し
て
、
外
部
の
委
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
研
究
会
を
設
置

し
、
平
成
一
二
年
九
月
以
来
四
回
に
わ
た
り
検
討
を
行
っ
た
。

二
　
報
告
書
の
基
本
的
考
え
方

（一）
東
京
都
公
文
書
館
に
お
け
る
閲
覧
と
は
、
歴
史
資
料
を
一
般
に
公
開
す
る
も

　
　
の
で
、
東
京 

都
情
報
公
開
条
例
に
お
け
る
開
示
と
は
性
格
が
異
な
っ
た
も
の

　
　
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
り
、
利
用
者
に
一
層
開
か
れ
た
も
の
と
し
て

　
　
利
用
基
準
な
ど
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

（二）
Ｉ
Ｔ
化
に
的
確
に
対
応
し
、
執
行
体
制
を
再
構
築
し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

　
　
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

三
　
保
存
・
閲
覧
等
に
関
す
る
主
な
方
策

　（一）
収
集
・
保
存
に
つ
い
て
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
文
書
等
を
収
集
・
保
存
し
、

　
　
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
い
う
東
京
都
公
文
書
館
に
求
め
ら
れ
て
い
る
本
来

　
　
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、
文
書
等
の
収
集
・
保
存
体
制
の
確
立
や
、
適
切
な

　
　
評
価
・
選
別
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

（二）
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
文
書
等
が
住
民
の
共
通
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
識

　
　
し
、
そ
の
提
供
体
制
を
充
実
さ
せ
、
誰
に
で
も
平
等
に
そ
の
閲
覧
が
保
障
さ

　
　
れ
る
よ
う
に
、「
公
文
書
等
の
閲
覧
に
関
す
る
基
準
」
を
見
直
し
、
閲
覧
制
限

　
　
を
必
要
最
小
限
と
す
る
と
と
も
に
、
閲
覧
制
限
事
由
に
応
じ
た
閲
覧
制
限
期

　
　
間
を
設
定
す
る
な
ど
の
必
要
が
あ
る
。

（三）
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
拡
大
の
た
め
に
制
度
を
改
善
す
る
必
要

　
　
が
あ
る
。
ま
た
、
技
術
の
高
度
化
の
面
で
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
進
展
に
伴
う
イ
ン
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東京都公文書館における保存・閲覧等に関する研究会　報告書の概要と今後の方向

　
　
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
及
び
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
つ
い

　
　
て
の
対
応
に
、
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

（四）
新
た
な
時
代
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
電
磁
的
記
録
の
保
存
性
・
原
本
性
の

　
　
保
証
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
館
内
検
討
委
員
会
の
設
置
と
実
現
方
の
検
討

平
成
一
三
年
四
月
か
ら
、
館
内
に
「
東
京
都
公
文
書
館
に
お
け
る
保
存
・
閲
覧

等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
更
に
実
務
担
当
者
か
ら
な
る
小
委
員
会

を
設
け
、
提
言
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
主
な
検
討
課
題
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、「
公
文
書
等
の
閲
覧
に
関
す
る
基
準
」
の
平
成
一
四
年
四
月
改
正
を
目

指
し
、
利
用
年
齢
制
限
（
二
〇
歳
以
上
）
及
び
利
用
目
的
制
限
（
学
術
研
究
又
は

調
査
等
）
を
撤
廃
し
、
年
齢
及
び
利
用
目
的
に
関
係
な
く
、
歴
史
的
資
料
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
利
用
範
囲
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

第
二
に
、
併
せ
て
、「
東
京
都
情
報
公
開
条
例
」
及
び
「
東
京
都
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
」
と
の
制
度
間
調
整
を
図
り
つ
つ
、
情
報
公
開
条
例
に
比
べ
て

公
開
度
を
高
め
る
こ
と
。

第
三
に
、「
電
子
都
庁
推
進
計
画
」
に
お
け
る
文
書
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
と
当
館

の
収
集
・
保
存
業
務
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。

そ
の
他
、
中
・
長
期
的
に
解
決
す
べ
き
問
題
の
検
討
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

東京都公文書館における保存・閲覧等に関する研究会委員名簿�

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　現　　　　　　　　　　職�

�

安藤　正人　　　　　国文学研究資料館・史料館教授�

�

小川千代子　　　　　国際資料研究所代表�

�

多賀谷一照　　　　　千葉大学副学長�

�

中井　一平　　　　　読売新聞社編集局社会部次長�

�

中野目　徹　　　　　筑波大学助教授�

（五十音順・敬称略）�
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東京都公文書館における保存・閲覧等に関する研究会検討経過�

平成１２年９月５日�
�
�
�
�

平成１２年１１月１４日
�

�
�
�
�

平成１３年１月１２日��
�
�
�
平成１３年３月１６日�
�
�
�
�
�

�
（１）座長及び副座長の選任�
（２）現状と課題について（報告）�
（３）最近の公文書館を取り巻く状況について�
（４）意見交換�
（５）次回の開催について�
�
（１）閲覧制限の現状と課題について（報告）�
（２）評価・選別と30年公開をめぐって�
（３）意見交換�
（４）次回の開催について�
�
（１）文書総合管理システムについて（報告）�
（２）利用拡大に関する諸整備について�
（３）意見交換�
（４）次回の開催について�
�
（１）まとめ�
（２）報告書（案）について�
（３）意見交換�
�

議　　　　　　　　　　　　事�

�

第１回�
�
�
�
�

第２回
�

�
�
�
�

第３回��
�
�
�

第４回�

開　催　日�
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
当
た
っ
て

 東
京
都
公
文
書
館
で
は
、
公
文
書
館
事
業
の
普
及
と
利
用
の
促
進

を
目
的
に
、
二
〇
〇
一
年
七
月
、
職
員
の
手
作
り
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
東
京
都
公
文
書

館
の
事
業
の
あ
ら
ま
し
、
所
蔵
資
料
・
刊
行
物
の
紹
介
、
資
料
閲
覧

の
方
法
や
ご
利
用
上
の
注
意
な
ど
の
外
、
開
館
時
間
や
交
通
の
案
内

と
い
っ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
閲
覧
票
・
撮
影
許
可
申
請
書
・
複
写
申
請
書
な
ど
の
各
種

申
請
書
類
も
画
面
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

ほ
か
に
、
当
館
が
行
う
所
蔵
資
料
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
都
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
応
え
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
中
か
ら
興
味
深
い
記
事
を
読
み
物
と
し
て
ま

と
め
た
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
杜
」
と
い
っ
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
以
下
に
掲
載
す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
杜
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
用
に
書
か
れ
た
も
の
を
一
部
改
定
し
て
採
録
す
る
も
の
で
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
杜

 

 

大
江
戸
線
牛
込
神
楽
坂
駅
に
あ
る
区
民
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
「

笥
」
と
あ

り
、
町
の
名
前
で
あ
る
ら
し
い
。
一
体
、
ど
う
い
う
由
来
の
も
の
で
あ
る
か

知
り
た
い
。

 「

笥
」
と
聞
く
と
、
引
き
出
し
の
あ
る
「
タ
ン
ス
」
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

こ
の

笥
町
の
「

笥
」
は
、
”家
具
“
で
は
な
く
、
”武
器
“
に
関
係
す
る
も
の

で
す
。

江
戸
時
代
、

笥
町
の
辺
り
に
は
、
幕
府
の
武
器
を
つ
か
さ
ど
る
具
足
奉
行
・

弓
矢
鑓
奉
行
組
同
心
の
拝
領
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

幕
府
の
武
器
を
総
称
し
て
、「

笥
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、
正
徳
三
（
一
七

一
三
）
年
、
町
奉
行
支
配
と
な
っ
た
際
、
町
が
起
立
し
、
牛
込
御

笥
町
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
冠
称
の
「
牛
込
」
が
と
れ
、
現
在
の

笥
町
と
い
う
名
前
に
至
っ
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
問
い
合
せ
の

笥
町
・
牛
込
神
楽
坂
駅
付
近
を
歩
い
て
み
る

と
、

笥
町
の
ほ
か
に
も
、
何
と
な
く
風
情
の
あ
る
、
意
味
あ
り
げ
な
町
名
が
目

を
引
き
ま
す
。

ホームページの開設に当たって

http://w
w
w
.archives.m

etro.tokyo.jp
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そ
こ
で
、

笥
町
周
辺
の
町
名
に
つ
い
て
、
江
戸
を
映
し
た
も
の
を
、
旧
牛
込

区
の
範
囲
で
、
い
く
つ
か
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
笥
町
が
所
属
し
て
い
た
旧
牛
込
区
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
郡
区

町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
成
立
し
た
十
五
区
の
う
ち
の
一
区
で
、「
牛
込
」
と
い
う
地

名
は
、「
牛
」
が
「
込
」（
多
く
集
ま
る
）
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
古
い
時
代
に
牛

の
牧
場
が
あ
り
、
牛
が
多
く
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
区
域
の
ほ
と
ん
ど
は
、
武
家
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

お
り
、町
名
に
も
武
家
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

納
戸
町
、
払
方
町
、
細
工
町
、
こ
れ
ら
は
、

笥
町
と
同
様
に
、
居
住
し
て
い

た
武
士
（
同
心
）
の
役
職
名
に
由
来
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

納
戸
役
は
、
将
軍
の
手
元
に
あ
る
金
銀
・
衣
服
・
調
度
の
出
納
や
大
名
旗
本
の

献
上
品
・
将
軍
の
下
賜
品
を
取
り
扱
っ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
内
の
下
賜
品
を
取

り
扱
っ
た
の
が
、
払
方
で
す
。
御
細
工
は
江
戸
城
内
の
建
物
・
道
具
の
修
理
、
製

作
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
騎
町
は
、
先
手
与
力
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
一
組
一
〇
人
で
構
成
さ
れ
る
先
手
与
力
が
、
二
組
二
〇
人
居
住
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
二
十
騎
町
と
俗
称
さ
れ
、
現
在
の
二
十
騎
町
と
な
り
ま
し
た
。

区
内
の
ほ
と
ん
ど
を
武
家
地
が
占
め
て
い
た
と
は
い
え
、
寺
社
地
や
町
屋
等

も
、
も
ち
ろ
ん
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

津
久
戸
町
・
若
宮
町
・
市
谷
長
延
寺
町
・
市
谷
薬
王
寺
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
筑

土
八
幡
・
若
宮
八
幡
・
長
延
寺
・
薬
王
寺
の
門
前
町
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、

市
谷
左
内
町
は
、
江
戸
時
代
・
元
和
年
間
に
、
名
主
の
島
田
左
内
に
よ
っ
て
町
屋

が
開
か
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
、
山
伏
・
修
験
者
が
多
く
居
住
し
、
俗
に
牛
込
山

伏
町
と
よ
ば
れ
て
い
た
町
が
、
現
在
、
南
山
伏
町
・
北
山
伏
町
・
市
谷
山
伏
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
町
の
名
前
を
み
て
い
く
と
、
武
家
地
、
寺
社
地
、
町
屋
…
、
江
戸

の
様
子
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
江
戸
に
由
来
し
、
現
在
も
ほ
ぼ
形
を
変
え
な
い
で
受
け
継
が
れ
て

い
る
町
名
を
話
題
に
し
て
き
た
の
で
す
が
、
牛
込
区
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た

ほ
か
に
も
、
揚
場
町
・
白
銀
町
・
横
寺
町
・
袋
町
・
岩
戸
町
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら

受
け
継
が
れ
て
い
る
町
名
が
、
比
較
的
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
江
戸
全
体
か
ら
み
る
と
、
そ
う
い
っ
た
町
名
は
意
外
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

江
戸
の
地
理
的
範
囲
を
朱
引
地
の
範
囲
（
現
在
の
千
代
田
区
・
中
央
区
・
港
区

・
新
宿
区
・
文
京
区
・
台
東
区
・
墨
田
区
・
江
東
区
）
と
す
る
と
、
嘉
永
六
（
一
八

五
三
）
年
に
あ
っ
た
一
六
三
七
町
の
内
、
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
ま
で
に
、
江

戸
か
ら
忠
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
町
名
は
、
全
部
で
五
五
町
に
と
ど
ま
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
に
あ
っ
た
「

笥
町
」
も
、
か
つ
て
は
江
戸
各
地
に
存
在
し
た
町

名
で
し
た
。
同
じ
新
宿
区
の
中
に
も
、
昭
和
一
八
年
ま
で
は
別
の

笥
町
が
あ
り
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（
現
在
は
、
北
加
賀
町
・
新
堀
江
町
と
合
併
し
、
三
栄
町
と
な
っ
て
い
ま
す
）、
ま

た
、
港
区
な
ど
の
他
区
域
に
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
（
ま
た
は
そ
れ
以
前
）
の
人
々
の
生
活
や
歴
史
を
し
の
ば

せ
る
町
名
ゆ
え
に
、
そ
れ
が
、
変
更
さ
れ
、
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
憂
え
る
声

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
参
考
文
献
】

『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
町
名
の
移
り
遷
り
（
福
澤
昭
　
一
九
九
九
年
）

『
新
宿
区
町
名
誌
』
―
地
名
の
由
来
と
変
遷
―
（
新
宿
区
教
育
委
員
会
　
一
九
七

六
）

よ
く
大
江
戸
八
百
八
町
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
江
戸
の
町
数
は
ほ
ん
と
に

八
百
八
だ
っ
た
の
で
す
か
。
江
戸
時
代
の
中
で
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

っ
た
は
ず
で
す
よ
ね
。

 

た
し
か
に
、
よ
く
「
大
江
戸
八
百
八
町
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ

は
江
戸
の
実
際
の
町
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
と
い
う
都
市
空
間
に
多
数
の
町

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
一
種
の
慣
用
表
現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
徳
川
家
康
が
入
っ
て
き
た
頃
の
江
戸
は
、
ま
だ
ま

だ
広
大
な
武
蔵
野
の
一
寒
村
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。入
り
江
が
深
く
入
り
込
み
、

低
湿
地
が
ひ
ろ
が
る
江
戸
。
現
在
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
想
像
し
が
た
い
光
景
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
江
戸
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
大
が
か
り
な
工
事
が
行
わ
れ
、
将
軍
様
の

お
膝
元
と
し
て
整
え
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。
丘
陵
地
を
切
り
崩
し
、
入
り
江
を
埋

め
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
宅
地
が
造
成
さ
れ
、
多
く
の
町
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

以
下
の
表
に
、
年
代
を
お
っ
て
江
戸
の
町
が
拡
大
し
て
行
く
過
程
を
示
し
ま
し
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た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
の
総
町
数
は
延
享
年
間
（
一
七
四
四
〜
一
七
四
八
）
に

一
六
七
八
町
と
な
り
ま
す
。
実
に
、
八
百
八
町
の
倍
以
上
で
す
。

 

拡
大
す
る
江
戸
の
町
。
で
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
江
戸
と
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

江
戸
と
い
っ
て
も
、
町
地
は
町
奉
行
支
配
、
寺
社
地
は
寺
社
奉
行
支
配
、
武
家

地
は
大
目
付
・
目
付
支
配
と
い
う
よ
う
に
、
複
雑
な
支
配
系
統
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
町
奉
行
支
配
に
属
す
る
町
地
の
外
縁
を
つ
な
ぐ
と
、
一
定
の

区
域
が
区
画
さ
れ
ま
す
。こ
の
区
画
内
が
通
常
呼
ば
れ
る
町
奉
行
支
配
場
で
あ
り
、

通
常
こ
れ
が
江
戸
の
市
域
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
同
じ
区
画

内
で
あ
っ
て
も
武
家
地
や
寺
社
地
に
は
町
奉
行
の
支
配
が
及
ば
な
い
と
い
う
点
で

「
町
奉
行
支
配
場
す
な
わ
ち
江
戸
の
範
囲
」
と
言
い
切
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
江
戸
の
範
囲
と
言
っ
て
も
解
釈
は
ま
ち
ま
ち
で
、
決
ま
っ
た
境

界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
町
奉
行
支
配
場
、
寺
社
勧
化
場
、
江

戸
払
御
構
場
所
、
札
懸
場
な
ど
異
な
る
行
政
系
統
に
よ
り
独
自
に
設
定
解
釈
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

1
　
町
奉
行
が
支
配
の
対
象
と
す
る
江
戸

　
　
　
江
戸
の
町
人
地
に
限
定
。
町
人
地
の
発
展
と
と
も
に
、
外
延
へ
拡
大

2
　
寺
社
勧
化
場
と
し
て
許
可
さ
れ
た
江
戸

　
　
　
勧
化
場
と
は
、
寺
社
建
立
等
の
た
め
寄
付
を
募
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た

 慶長～寛永年間  江戸城を中心として多数の町が新設。  約300町   約300町 

 （1596～1644） これらは古町と呼ばれる。 
  

 明暦３年（1657） 新たな都市計画                     

 大火以後  ・京橋木挽町東の海洲部分、赤坂・小日向などの湿地の埋め立て。 

  ・本所深川の開発。                                     

  　　　　　　　　　　　　　　　　→　江戸の発展の基礎となる。 
 

 寛文２年（1662） 芝・三田・飯倉～下谷・浅草にいたる街道筋の代官支配 約300町  674町 

  地に建設された町屋を、町並地として町奉行支配に組み 

  込む。  
   

 延宝年間 ほぼ江戸の原形が出来上がる。      

 （1673～1681） ・北は千住から南は品川まで町屋が続く「大江戸」が出現。  

  ・以前は二里四方といわれた江戸の町も、この時期には四里四方と言われるまで 

  　に拡大。     
 

  正徳３年（1713） 本所・深川一帯、山の手の町屋を町並地に。  259町  933町 
 

 延享年間 町地の強制移転により「代地町」が増加。 745町 1678町 

 （1744～1748） 居住町人の増加により、寺社門前町を町奉行支配に。 

   

 年　　　代 事　　　　　　　項 増 加 分 総 町 数 
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地
域
。  

1
よ
り
広
い
範
囲

3
　
江
戸
払
の
御
構
場
所
と
さ
れ
る
江
戸

　
　
　
御
構
場
所
と
は
、
追
放
刑
者
が
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
地
域

　
　
　
四
宿
（
千
住
・
板
橋
・
品
川
・
内
藤
新
宿
）
以
内
と
本
所
深
川

4
　
札
懸
場
（
芝
口
）
が
対
象
範
囲
と
す
る
江
戸

　
　
　
札
懸
場
と
は
、
そ
の
対
象
範
囲
に
お
け
る
変
死
者
や
迷
子
の
年
齢
、
衣

　
　
　
　
服
の
特
徴
等
を
高
札
に
よ
っ
て
掲
示
し
た
場
所
。  

1
よ
り
広
い
範
囲

5
　
旗
本
・
御
家
人
が
外
出
を
届
け
る
際
の
江
戸

 

　
　
　
江
戸
御
曲
輪
内
か
ら
四
里
以
内

 

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
の
範
囲
に
つ
い
て
解
釈
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

幕
府
は
統
一
的
見
解
を
示
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
八
月
に
、
目
付
牧
助
右
衛
門
か
ら
「
幕
府
内
外
境
筋

之
儀
」
に
つ
い
て
の
伺
い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

「
御
府
内
と
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
に
回
答
す
る
の

に
、
目
付
の
方
に
は
書
留
等
が
な
い
。
前
例
等
を
取
り
調
べ
て
も
、
解
釈
が

ま
ち
ま
ち
で
「
こ
こ
ま
で
が
江
戸
」
と
い
う
御
定
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
回

答
し
か
ね
て
い
る
。

こ
の
伺
い
を
契
機
に
、
評
定
所
で
は
入
念
な
評
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
の
答
申
に
も
と
づ
き
、
同
年
十
二
月
に
老
中
阿
部
正
精
（
ま
さ
き
よ
）
か
ら
「
書

面
伺
之
趣
、
別
紙
絵
図
朱
引
ノ
内
ヲ
御
府
内
ト
相
心
得
候
様
」
と
、
幕
府
の
正
式
見

解
が
示
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
う
け
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
江
戸
朱
引
図
（
東
京

都
公
文
書
館
所
蔵
）
で
す
。

そ
の
朱
引
で
示
さ
れ
た
御
府
内
の
範
囲
と
は
、
東
は
中
川
限
り
、
西
は
神
田
上

水
限
り
、
南
は
南
品
川
町
を
含
む
目
黒
川
辺
、
北
は
荒
川
・
石
神
井
川
下
流
限
り

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
寺
社
勧
化
場
（ 

2
）
と
札
懸
場
（ 

4
）
の
対
象
と
な
る
江

戸
の
範
囲
に
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
現
在
の
行
政
区
画
で
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な

江戸朱引図
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り
ま
す
。

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、
文
京
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、

江
東
区

品
川
区
の
一
部
、
目
黒
区
の
一
部
、
渋
谷
区
・
豊
島
区
・
北
区
の
一
部
、

板
橋
区
の
一
部
、
荒
川
区

こ
の
朱
引
図
に
は
、
朱
線
と
同
時
に
黒
線
（
墨
引
）
が
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の

墨
引
で
示
さ
れ
た
範
囲
が
、
町
奉
行
所
支
配
の
範
囲
を
表
し
て
い
ま
す
。
朱
引
と

墨
引
を
見
比
べ
る
と
、
例
外
的
に
目
黒
付
近
で
墨
引
が
朱
引
の
外
側
に
突
出
し

て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
朱
引
の
範
囲
内
に
墨
引
が
含
ま
れ
る
形
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

以
来
、
江
戸
の
範
囲
と
い
え
ば
、
こ
の
朱
引
の
範
囲
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

  

　【
参
考
文
献
】

 

　
　『
江
戸
の
発
達
』　
東
京
都
　
一
九
五
六
年

 

　
　『
東
京
百
年
史
』
第
一
巻
　
東
京
都
　
一
九
七
三
年

 

　
　『
重
宝
録
』
第
一
　
東
京
都
　
二
〇
〇
〇
年

 

　
　
石
井
良
助
編
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
五
　
創
文
社
　
一
九
五
九
年

曾
祖
父
の
旦
那
寺
が
、
麻
布
に
あ
っ
た
日
蓮
宗
の
○
○
寺
で
あ
っ
た
と
聞

い
た
の
で
す
が
、
現
在
そ
の
よ
う
な
お
寺
は
な
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
お
寺
に
つ
い
て
な
ん
と
か
調
べ
た
い
の
で
す
が
、
何
か
手
が
か
り
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 

巨
大
都
市
江
戸
の
空
間
は
、
お
よ
そ
七
割
近
く
を
武
家
地
が
占
め
、
残
り
の
三

割
を
町
人
地
と
寺
社
地
が
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
分
け
合
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
明
治
五
年
の
調
査
時
、
東
京
府
下
の
寺
院
は
二
、
四
八
六
カ
寺
。
寺
院
数
・

面
積
共
に
都
市
の
重
要
な
要
素
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
江
戸
・
東
京
の
寺
院
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
ど
こ

か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
寺

院
を
リ
ス
ト
化
し
た
寺
院
名
鑑
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
先
祖
の
旦
那
寺
を
調
べ
た
い

と
い
う
場
合
、
名
鑑
だ
け
で
は
歴
史
的
な
情
報
と
し
て
は
不
十
分
で
す
し
、
廃
寺

と
な
っ
た
り
、
移
転
し
た
寺
院
が
多
い
江
戸
・
東
京
の
場
合
、
も
は
や
求
め
る
寺

院
名
に
た
ど
り
つ
け
な
い
可
能
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
震
災
や
戦
災

の
た
め
史
料
が
散
逸
し
た
上
、
一
時
、
住
職
の
い
な
い
時
期
を
経
験
し
て
い
る
寺

院
す
ら
例
外
的
で
は
な
い
た
め
、
運
良
く
お
寺
を
探
し
出
し
、
現
在
の
ご
住
職
に
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話
を
伺
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
大
正
・
明
治
、
ま
し
て
江
戸
時
代
の
こ
と
ま
で
わ

か
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
お
薦
め
し
た
い
の
が
、
当
館
所
蔵
の
江
戸
後
期
か
ら
明
治
一
〇
年
に
至

る
三
つ
の
基
礎
史
料
の
活
用
で
す
。『
御
府
内
備
考
続
編
』、『
明
治
五
年
寺
院
明

細
帳
』、『
明
治
十
年
寺
院
明
細
簿
』、
こ
の
三
種
の
史
料
は
、
各
寺
の
歴
史
的
沿

革
や
檀
家
数
、
境
内
や
建
造
物
、
本
尊
を
は
じ
め
と
す
る
什
器
な
ど
を
書
き
上
げ

た
も
の
で
、
調
べ
た
い
寺
院
に
つ
い
て
の
歴
史
的
情
報
は
ほ
ぼ
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

得
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

 

寺
院
の
入
り
口
付
近
に
、
教
育
委
員
会
な
ど
が
史
跡
案
内
の
よ
う
な
簡
単
な
掲

示
を
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
江
戸
市
中
に
所
在
し
て
い
た
寺
院
の
場

合
、
そ
の
「
タ
ネ
本
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
『
御
府
内
備
考
続
編
』
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

江
戸
幕
府
は
、
江
戸
市
中
の
官
撰
地
誌
『
新
編
御
府
内
風
土
記
』
を
編
み
、
文

政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
に
一
応
の
完
成
を
み
て
い
ま
す
が
、
そ
の
も
と
に
な
っ

た
調
査
史
料
が
こ
の
『
御
府
内
備
考
続
編
』
で
す
。
正
編
の
方
は
町
々
の
記
録
、

続
編
が
寺
社
の
記
録
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
明
治
五
年
に
『
新
編
御
府
内
風
土
記
』

は
焼
失
し
た
た
め
、
今
で
は
そ
の
編
纂
の
た
め
の
調
査
史
料
だ
っ
た
『
御
府
内
備

考
』
正
・
続
の
み
が
残
り
、
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
山
号
・
院
号
・

寺
名
、
起
立
年
代
、
開
基
法
名
、
境
内
地
面
積
、
門
前
町
屋
の
有
無
、
本
尊
・
脇

士
・
仏
像
の
名
称
と
由
緒
な
ど
を
記
す
本
書
は
、
都
市
江
戸
の
寺
院
に
つ
い
て
の

第
一
級
の
基
礎
史
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

 

明
治
五
年
六
月
、
教
部
省
は
諸
宗
寺
院
の
「
開
創
の
年
歴
、
僧
尼
の
履
歴
・
員

ひ
な
が
た

数
」
な
ど
を
雛
形
に
し
た
が
っ
て
作
成
し
、
各
府
県
ご
と
に
取
り
ま
と
め
て
提
出

す
る
よ
う
通
達
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
の
が
こ
の
史
料
で

す
。
寺
院
の
沿
革
に
つ
い
て
は
『
御
府
内
備
考
続
編
』
の
内
容
を
超
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
住
職
や
隠
居
、
弟
子
の
僧
侶
ら
の
履
歴
が

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
幕
末
維
新
期
の
僧
侶
の
経
歴
が
、
す
べ
て
の
寺
院
に

つ
い
て
判
明
す
る
の
で
す
。

今
日
で
は
、
お
寺
の
ご
住
職
の
跡
を
息
子
さ
ん
が
継
ぐ
と
い
う
こ
と
が
当
然
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
妻
帯
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い

て
は
、
多
く
の
僧
侶
は
百
姓
や
武
家
身
分
の
次
男
・
三
男
な
ど
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
だ
い
た
い
十
代
前
半
で
得
度
し
、
宗
派
内
の
寺
院
を
い
く
つ
か

異
動
し
な
が
ら
学
問
を
積
ん
で
「
出
世
」
し
て
い
き
、
住
職
に
昇
進
す
る
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
ま
す
。
出
身
地
や
異
動
す
る
寺
院
は
必
ず
し
も
江
戸
や
そ
の
近
隣
と

は
限
ら
ず
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
事
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
一
〇
年
五
月
、
東
京
府
は
明
治
五
年
明
細
帳
以
後
の
変
化
が
少
な
く
な
い



 50

ひ
な
が
た

た
め
、
再
び
雛
形
に
な
ら
っ
て
明
細
簿
を
作
成
す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
こ
の

間
わ
ず
か
五
年
と
は
い
え
、
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
も
激
動
の
時
代
、
寺
院
の
移

転
や
廃
寺
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
明
治
五
年
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、

境
内
地
そ
の
他
所
有
地
の
項
目
が
詳
し
く
な
り
、
寺
院
の
什
器
類
も
事
細
か
に
書

き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
寺
の
什
器
と
し
て
は
、
本
尊
そ
の
他
の
仏

像
・
画
像
、
燈
台
・
花
瓶
・
供
物
具
そ
の
他
の
仏
具
、
教
典
、
位
牌
、
過
去
帳
、
幕
、

天
蓋
な
ど
の
ほ
か
、
檀
家
に
出
す
食
器
類
、
鍋
・
釜
ま
で
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
境
内
の
絵
図
が
添
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
、
そ
の
描
き
方
に
は
精
粗
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、
本
堂
・
庫
裏
・
墓
地

そ
の
他
の
配
置
の
ほ
か
、
植
え
ら
れ
て
い
る
樹
木
の
種
類
ま
で
、「
樫
・
榎
」
な
ど

と
図
示
さ
れ
て
い
る
寺
も
あ
り
、
こ
れ
ま
た
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

以
上
、
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
、
当
館
所
蔵
寺
院
関
係
史
料
の
紹
介
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
調
べ
よ
う
と
す
る
寺
院
の
基
本
的
デ
ー
タ
が
ほ
ぼ
こ
こ
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
三
種
の
史
料
と

も
き
わ
め
て
大
部
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
従
来
は
史
料
を
め
く
り
、
調
べ
よ
う
と

す
る
寺
院
を
探
し
出
す
の
に
大
変
な
労
力
を
要
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
一

二
年
度
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
寺
院
名
が
わ
か

れ
ば
上
記
の
三
種
の
史
料
の
ど
こ
に
収
載
さ
れ
て
い
る
か
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

の
コ
マ
番
号
ま
で
即
座
に
検
索
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
閲
覧
窓
口

で
の
検
索
は
も
ち
ろ
ん
、
電
話
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
も
大
幅
に
効
率
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
館
所
蔵
の
寺
院
関
係
史
料
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
、
個
人
の
調
査

・
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
不
十
分
だ
っ
た
江
戸
・
東
京
の
寺
院
史

研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

 【
参
考
文
献
】

   

西
　
光
三
　
　
　「
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
寺
院
沿
革
史
料
に
つ
い
て
」

              

　
　
　
　（
東
京
都
公
文
書
館
『
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　   

東
京
都
公
文
書
館
）

   

日
塔
和
彦
　
　
　「『
御
府
内
寺
社
備
考
』
か
ら
見
た
江
戸
の
寺
院
」

              

　
　
　
　（『
年
報
都
市
史
研
究
』
六
号
、
一
九
九
八
年
、
山
川
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　   

社
）

   

白
井
哲
哉
　
　
　「
近
世
政
治
権
力
と
地
誌
編
纂
」

              

　
　
　
　（『
歴
史
学
研
究
』
七
〇
三
号
、
一
九
九
七
年
、
青
木
書
店
）

   

朝
倉
治
彦
監
修
　『
御
府
内
寺
社
備
考
』
全
七
冊
・
別
冊
一  

（
一
九
八
七
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　   

名
著
出
版
）

   

福
井  

保
　
　
　 

『
江
戸
幕
府
編
纂
物
』（
一
九
八
三
年
、
雄
松
堂
出
版
）
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本
書
は
、
編
さ
ん
事
業
の
草
創
期
に
焦
点
を
あ
て
、『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第

一
巻
発
刊
ま
で
の
事
業
展
開
の
実
態
を
、
事
業
に
携
わ
っ
た
塚
越
芳
太
郎
を
は
じ

め
と
す
る
編
さ
ん
者
達
の
足
跡
を
お
り
こ
み
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。ま
た
、

事
業
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
議
か
ら
草
創
期
の
編
さ
ん
事
業
が
抱
え
て
い
た
課
題

を
示
し
て
、
編
さ
ん
事
業
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
を
探
り
、
さ
ら
に
「
皇
城
篇
」
第

一
刊
行
後
の
事
業
展
開
と
、
そ
の
中
で
史
料
編
さ
ん
事
業
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
つ
い
て
述
べ
、
編
さ
ん
事
業
の
意
義
を
見
つ
め
直
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
は
し
が
き

最
初
の
東
京
市
史
編
さ
ん
事
業
計
画

　
１
編
さ
ん
の
動
機
と
事
業
計
画

　
２
市
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会
と
最
初
の
事
業
計
画

資
料
集
『
東
京
市
史
稿
』
刊
行
へ
の
道
の
り

　
１
市
会
で
論
争
と
な
っ
た
編
さ
ん
方
針

　
２
改
変
す
る
編
さ
ん
委
員
会
と
進
捗
状
況

　
３
塚
越
芳
太
郎
と
『
東
京
市
史
稿
』
編
さ
ん
事
業

　
４
『
皇
城
篇
』
第
一
の
刊
行
と
事
業
計
画

都
政
の
あ
ゆ
み
を
あ
と
づ
け
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
た
め
に

　
１
執
行
体
制
と
事
業
展
開

　
２
史
料
編
さ
ん
事
業
の
役
割

参
考
資
料

　
１
「
東
京
市
史
編
纂
ノ
件
」
を
め
ぐ
る
市
会
で
の
審
議

　
２
「
皇
城
篇
」
編
さ
ん
の
た
め
の
宮
内
省
へ
の
調
査
依
頼

　
３
東
京
市
史
稿
「
産
業
篇
」
第
一
の
前
書
き

 

で
は
、
東
京
市
に
お
け
る
編
さ
ん
事
業
の
開
始
へ
の
流
れ
と
、
当
時
の
事
業

計
画
、
担
当
者
、
背
景
、
史
学
界
の
見
方
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
一
日
、
中
鉢
美
明
に
よ
り
東
京
市
参
事
会
に
「
東
京

の
市
政
ニ
関
ス
ル
沿
革
ヲ
調
査
編
纂
ス
ル
ノ
議
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
可
決

さ
れ
て
、
市
職
員
中
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
に
よ
る
市
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
十
二
月
十
一
日
に
編
さ
ん
委
員
会
規
程
が
定
め
ら
れ
た
。
背
景
に
は
首

都
改
造
事
業
の
遅
れ
に
よ
る
市
政
批
判
、市
制
特
例
廃
止
後
の
自
治
意
識
の
高
揚
と

い
う
状
況
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

事
業
計
画
の
内
容
は
主
に
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
明
治
元
年
か
ら
三
十
四

年
度
ま
で
の
調
査
編
さ
ん
を
行
い
、
二
か
年
で
事
業
完
了
す
る
。
委
員
は
公
務
の

余
暇
に
従
事
し
、
十
八
部
門
（
職
制
、
会
議
、
財
政
、
市
有
財
産
、
市
区
、
橋
梁
、

河
溝
、
交
通
運
輸
、
教
育
、
衛
生
、
警
察
、
救
恤
、
宗
教
、
墓
地
、
公
園
、
兵
事
、

水
道
、
雑
）
を
分
担
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
内
容
の
抽
象
性
・
消
極
性
に
よ
る
、
の

　  

山
　
崎
　
弥
　
生

東
京
都
公
文
書
館
編
さ
ん
刊
行
物
の
紹
介

   

『
都
史
紀
要
三
十
八
　
東
京
の
歴
史
を
つ
む
ぐ
』
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ち
の
論
議
、
事
業
進
展
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
一
が
刊
行
に
至
る
ま
で
の
行
程
と
そ
の
後

の
編
さ
ん
事
業
の
流
れ
が
、
実
際
の
調
査
状
況
、
塚
越
ら
の
足
跡
、
史
学
界
の
反

応
、
地
方
改
良
運
動
等
の
社
会
状
況
を
交
え
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市

史
編
さ
ん
の
目
的
が
、
過
去
の
行
政
施
策
や
歴
史
的
出
来
事
を
明
ら
か
に
す
る
公

文
書
等
史
資
料
を
、
調
査
・
収
集
し
て
亡
失
を
防
ぎ
、
市
の
制
度
や
事
業
の
沿
革

を
ま
と
め
、
市
政
の
参
考
資
料
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
五
年
四
月
十
八
日
、
編
さ
ん
事
業
を
三
か
年
継
続
事
業
と
す
る
と
い

う
議
案
が
提
出
さ
れ
た
市
会
で
、
市
史
編
さ
ん
の
必
要
性
、
事
業
期
間
、
対
象
時

期
・
範
囲
等
が
審
議
さ
れ
た
。
審
議
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
五
月
十
三
日
、
市
史

編
さ
ん
委
員
会
規
程
お
よ
び
細
則
が
定
め
ら
れ
、
委
員
会
も
東
京
市
史
編
さ
ん
委

員
会
と
改
称
、
名
誉
委
員
の
設
置
等
、
執
行
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
明
治

三
十
六
年
、
さ
ら
な
る
事
業
促
進
策
と
し
て
、
史
学
界
の
声
も
あ
っ
て
、
初
め
て

の
編
さ
ん
専
門
委
員
二
名
が
委
嘱
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
組
織
増
強
に
よ
っ
て
も
成
果
は
あ
が
ら
ず
、
東
京
勧
業
博

覧
会
の
た
め
の
『
東
京
案
内
』
刊
行
も
行
う
こ
と
に
も
な
り
、
専
門
家
が
切
望
さ

れ
て
、
塚
越
芳
太
郎
が
迎
え
ら
れ
た
。
塚
越
に
よ
っ
て
、
維
新
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、

収
集
終
了
部
分
か
ら
仮
に
編
さ
ん
す
る
稿
本
『
東
京
市
史
稿
』
の
形
を
と
る
編
年

式
の
編
さ
ん
方
法
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
八
日
、「
皇
城
篇
」
第
一
が
刊
行
さ
れ
、
部

数
五
百
は
、
資
料
提
供
者
等
へ
寄
贈
の
ほ
か
、
一
部
は
一
般
に
頒
布
さ
れ
た
。

こ
の
第
一
巻
刊
行
後
、
明
治
五
十
年
度
（
大
正
六
年
）
完
結
と
い
う
事
業
計
画

が
立
案
さ
れ
た
が
、
編
年
式
の
編
さ
ん
方
法
、
精
細
な
記
録
、
少
人
数
、
さ
ら
に
、

明
治
天
皇
死
去
に
よ
る
臨
時
事
業
と
皇
城
篇
の
検
閲
者
・
宮
内
省
の
激
務
か
ら
、

日
程
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
皇
城
篇
完
結
後
に
刊
行
予
定
で
あ
っ

た
「
御
陵
墓
篇
」
は
、
宮
内
省
の
検
閲
に
よ
り
「
御
墓
地
篇
」
と
改
称
さ
れ
、
別
巻

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

で
は
、
戦
争
の
激
化
に
よ
っ
て
市
街
篇
第
三
十
八
で
刊
行
停
止
と
な
っ
た
昭

和
十
八
年
三
月
ま
で
を
中
心
に
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
執
行
体
制
、
事
業
速
成
へ

む
け
た
展
開
と
実
績
、
果
た
し
て
き
た
役
割
と
、
現
在
そ
し
て
将
来
に
向
け
て
果

た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

発
足
当
時
か
ら
の
「
最
小
限
の
費
用
と
人
員
」
と
い
う
編
さ
ん
事
業
の
執
行

体
制
の
下
で
の
、
精
細
な
記
録
と
早
期
完
結
の
両
立
は
、
速
成
計
画
を
必
要
と
し

た
。
さ
ら
に
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
原
稿
、
探
訪
史
料
、
文

化
財
、
歴
史
資
料
が
焼
失
し
、
よ
り
詳
細
な
史
料
収
集
と
編
さ
ん
、
早
期
完
結
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
四
年
、
増
員
と
組
織
の
拡
充
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
体
制
で
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
国
と
比
較
し
た
市
事
業
の
奮
闘
ぶ
り
が
、
職

員
論
文
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
十
年
十
月
、
東
京
市
史
編
纂
委
員
会
規
程
と
委
員
会
が
廃
止
さ

れ
、
文
書
課
の
所
管
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
三
年
に
は
、
昭
和
七
年
の
市
域

拡
張
を
う
け
、
大
正
・
昭
和
市
史
編
さ
ん
嘱
託
専
任
二
名
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
昭
和
十
八
年
の
事
業
停
止
ま
で
に
、『
東
京
市
史
稿
』
十
篇
七
十
五

巻
、
付
図
八
点
、『
市
史
外
篇
』
五
冊
、『
東
京
震
災
録
』
等
臨
時
刊
行
物
十
四
冊

が
刊
行
さ
れ
た
。
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こ
の
よ
う
な
市
史
編
さ
ん
事
業
へ
の
市
当
局
や
社
会
の
位
置
づ
け
を
証
す
る
事

例
と
し
て
は
、
塚
越
の
表
彰
、
市
史
稿
利
用
者
増
加
に
よ
る
配
布
先
の
拡
大
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
編
さ
ん
事
業
が
市
政
・
社
会
に
担
っ
た
役
割
と
功
績
と
し
て
、
次
の
諸

点
が
指
摘
さ
れ
、
先
駆
的
に
取
り
組
ま
れ
た
史
料
編
さ
ん
事
業
の
歴
史
的
意
義
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（一）
国
際
会
議
・
大
正
博
覧
会
へ
の
出
展
に
編
さ
ん
史
料
が

貢
献
し
た
こ
と
。
（二）
火
災
・
震
災
に
よ
る
原
本
焼
失
後
も
編
さ
ん
複
製
物
・
筆
写

史
料
に
よ
り
史
料
内
容
が
保
存
さ
れ
た
こ
と
。
（三）
『
東
京
震
災
録
』『
昭
和
二
十
二

年
東
京
都
水
災
録
』『
東
京
都
戦
災
誌
』
と
そ
の
た
め
の
調
査
に
よ
り
、
災
害
が

記
録
さ
れ
た
こ
と
。
（四）
東
京
府
の
廃
棄
文
書
が
編
さ
ん
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
こ

と
。
（五）
戦
時
中
、
行
政
文
書
等
の
文
書
疎
開
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

最
後
に
、
現
在
の
、
公
文
書
館
の
調
査
研
究
機
能
を
担
う
史
料
編
さ
ん
業
務
が
、

都
政
に
関
す
る
記
録
史
料
を
保
存
し
、
閲
覧
に
供
す
る
と
い
う
公
文
書
館
の
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
、
編
さ

ん
刊
行
物
に
よ
る
所
蔵
資
料
の
情
報
提
供
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
公

文
書
館
全
体
と
し
て
果
た
し
て
い
く
べ
き
役
割
に
つ
い
て
も
触
れ
、
史
料
編
さ
ん

事
業
の
将
来
へ
の
意
義
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
書
は
、
史
料
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
、
意
義
、
歴
史
を
知
り
、
事
業

そ
の
も
の
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
不
可
欠
の
一
冊
で
あ
る
と
い
え
る
。

　  

鈴
　
木
　
典
　
子

東
京
都
公
文
書
館
編
さ
ん
刊
行
物
の
紹
介

  

　
　
　
　 

史
料
復
刻
『
重
宝
録
』
第
二

東
京
都
公
文
書
館
の
編
さ
ん
刊
行
物
に
は
、
東
京
市
史
稿
、
都
史
資
料
集
成
、

都
史
紀
要
、
史
料
復
刻
と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

『
重
宝
録
』
は
、
史
料
復
刻
シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平
成
十
二
年
度
よ

り
刊
行
を
開
始
し
た
も
の
で
、
本
書
は
そ
の
二
冊
目
に
あ
た
る
。

史
料
復
刻
シ
リ
ー
ズ
は
、
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
史
料
を
翻
刻
し
、
身

近
に
一
般
の
利
用
に
供
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

を
い
く
つ
か
列
挙
す
る
と
、『
南
伝
馬
町
名
主
高
野
家
日
記
言
上
之
控
』、『
江
戸

東
京
問
屋
史
料
諸
問
屋
沿
革
誌
』、『
関
東
大
震
災
と
情
報
』、『
資
料
東
京
都
の
学

童
疎
開
』
等
が
あ
る
。

当
館
が
所
蔵
す
る
「
重
宝
録
」
は
、
江
戸
時
代
の
深
川
の
町
名
主
に
よ
っ
て
編

ま
れ
た
史
料
で
、
半
紙
判
竪
型
袋
と
じ
全
二
十
六
巻
（
二
十
四
巻
・
別
巻
二
）
か
ら

成
る
。
入
手
経
路
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
の
末
期
か
昭
和
の
初

頭
頃
、
当
時
の
東
京
市
が
市
史
編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て
購
入
し
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
（『
江
東
区
資
料
　
寛
永
録
　
壱
』
解
題
〈
財
部
健
次
〉）。

こ
の
、
江
戸
深
川
町
名
主
の
史
料
「
重
宝
録
」
は
、
次
に
示
す
と
お
り
全
二
十

六
巻
を
六
冊
に
分
け
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
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『
重
宝
録
』　
第
一
　
　
　
　
巻
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
　（
既
刊
）

　
同
　
　
　  

第
二
　
　
　
　
巻
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
（
新
刊
）

　
同
　
　
　  

第
三
　
　
　
　
巻
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
七

　
同
　
　
　  

第
四
　
　
　
　
巻
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一

　
同
　
　
　  
第
五
　
　
　
　
巻
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四

　
同
　
　
　  
第
六
　
　
　
　
別
巻
一
、
別
巻
二

内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
重
宝
録
」
に
は
、
過
去
の
前
例
や
法
令
の
写
し
、
町

奉
行
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
の
控
え
、そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。

巻
に
よ
っ
て
は
「
地
面
之
部
」、「
町
会
所
撰
要
」
等
副
題
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ

る
。全

二
十
六
巻
の
う
ち
、
副
題
の
つ
い
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
巻
一
　
　
地
面
之
部
　
　
　
巻
四
　
　
十
七
番
小
間
異
例
之
部

　
巻
十
六
　
町
火
消
之
部
　
　
巻
十
九
　
小
間
之
部

　
巻
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
　
　
町
会
所
撰
要

　
別
巻
一
、
別
巻
二
　
　
深
川
筋
川
々
御
浚
書
留

こ
う
し
て
見
る
と
、
副
題
の
つ
い
て
い
な
い
巻
の
方
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
内

容
的
に
は
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
書
『
重
宝
録
』
第
二
に
収
録
し
た
巻
七
か
ら
巻
十
二
の
中
に
は
、
江
戸
町
方

に
対
し
て
発
令
さ
れ
た
町
触
や
申
渡
が
、
質
物
取
扱
い
、
問
屋
帳
面
、
加
役
方
捕

物
、
河
岸
土
蔵
、
自
身
番
屋
木
戸
番
屋
等
の
内
容
ご
と
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
町
触
や
申
渡
以
外
に
も
、
寺
社
門
前
帳
、
町
々
役
料
高
書
上
等
の
史
料

が
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
書
収
録
の
史
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

巻
七
に
は
、
質
物
取
扱
い
に
関
す
る
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
江
戸
に
お
い

て
、
も
の
を
質
に
入
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
庶
民
に
と

っ
て
質
屋
は
身
近
な
金
融
機
関
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
質
物
の
中
に
は
盗
品

が
紛
れ
込
む
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
質
物
取
扱
い
に
関
す
る
取
締
り
法
令
は
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
度
々
発
令
さ
れ
た
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、
質
屋
に
登
録
を

義
務
付
け
、
作
法
書
と
看
板
の
配
布
を
定
め
た
質
屋
惣
代
制
が
発
足
し
た
が
、
そ

れ
も
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
廃
止
さ
れ
、
か
わ
っ
て
享
保
八
年
（
一
七
二

三
）
に
質
屋
組
合
が
結
成
さ
れ
、
古
着
屋
古
鉄
屋
と
と
も
に
八
品
営
業
人
と
し
て

取
締
り
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
制
度
の
変
遷
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い

る
。
過
去
の
町
触
か
ら
、
質
物
取
扱
い
等
に
関
す
る
箇
条
の
み
を
抜
き
書
き
し
て

い
る
点
か
ら
も
、内
容
の
ま
と
ま
り
が
意
図
的
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
は
周
辺
地
域
を
町
方
に
編
入
し
な
が
ら
拡
大
し
て
行
っ
た
。
古
く
か
ら
あ

る
町
に
新
興
の
町
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
代
官
支
配
地
、
寺
社
奉
行
支
配
地
か
ら
町

方
へ
と
支
配
替
え
さ
れ
る
町
も
多
く
現
れ
た
。
巻
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
連
の

寺
社
門
前
関
係
の
史
料
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
か
ら
同
三
年
に
か
け
て
、

そ
れ
ま
で
寺
社
奉
行
支
配
地
で
あ
っ
た
寺
社
の
門
前
町
が
、
町
奉
行
の
支
配
下
に

編
入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
冒
頭
に
「
御
役
所
帳
面
焼
失
ニ
付
南
御
役
所
帳
面
写
置
」
と
記
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
筆
写
で
あ
る
た
め
書
き
損
じ
や
誤
写
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
帳
面
は
、
寺
社
門
前
町
の
支
配
が
寺
社
奉
行
か
ら
町
奉

行
へ
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
引
継
書
類
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



東京都公文書館編さん刊行物の紹介

 55

な
お
、
既
刊
の
『
重
宝
録
』
第
一
に
は
、
土
地
関
係
、
問
屋
関
係
、
各
種
由
緒

書
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
江
戸
朱
引

図
に
関
す
る
記
録
は
、
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
刊
行
予
定
の
『
重
宝
録
』
第
三
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く

と
、
巻
十
六
の
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
町
火
消
関
係
の
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
副
題
は
つ
い
て
い
な
い
も
の
の
、
巻
十
四
、
巻
十
五
も
そ
れ
ぞ
れ
町
火
消
関

係
の
巻
で
あ
る
。
特
に
巻
十
五
に
お
い
て
、
巻
の
ほ
ぼ
半
分
を
割
い
て
町
火
消
各

ま
と
い

組
の
纏
が
図
示
さ
れ
て
い
る
点
は
面
白
い
。

度
重
な
る
火
災
や
水
害
、
さ
ら
に
震
災
や
戦
災
に
よ
る
被
害
の
た
め
に
焼
失
・

散
逸
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
深
川
に
つ
い
て
の
史
料
は
今
や
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
深
川
関
係
の
記
録
に
限
ら
ず
、「
重
宝
録
」
に
は
「
類
集

撰
要
」
等
ほ
か
の
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
固
有
の
記
録
も
見
う
け
ら
れ
る
。

「
重
宝
録
」
は
、
江
戸
の
町
政
に
携
わ
る
名
主
が
編
集
し
た
「
重
宝
」
な
情
報
の

集
録
と
し
て
興
味
深
く
、
江
戸
市
中
の
町
政
に
関
す
る
研
究
に
は
必
携
の
史
料
集

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
史
料
編
さ
ん
係
）

 

（
な
お
、
販
売
に
つ
い
て
は
刊
行
物
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）
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《
東
京
都
》

佐
野
川
往
還
（
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
６
集
）　
東
京
都
教
育
委

員
会
　
00
年
３
月

文
化
財
の
保
護
　
第
32
号
　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
00
年
３
月
　

北
区
西
ヶ
原
貝
塚

 

北
区
西
ヶ
原
貝
塚
確
認
調
査
の
補
遺
に
つ
い
て
　
　
　
岡
崎
　
完
樹

 

晩
期
の
石
器
作
成
作
業
の
復
元
と
そ
の
背
景
　
　
　
　
阿
部
　
芳
郎

 

北
区
西
ヶ
原
貝
塚
の
脊
椎
動
物
遺
体
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
浩
昌

 

西
ヶ
原
貝
塚
出
土
粘
土
塊
の
由
来
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式
会
社

文
化
財
の
保
護
　
第
33
号
　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

新
指
定
文
化
財
等
の
紹
介

　
新
指
定

　
指
定
名
称
の
変
更

　
指
定
番
地
及
び
面
積
の
変
更

�《
中
央
区
》

郷
土
室
だ
よ
り
　
107
〈
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
〉 

00
年
６
月

　「
続
」
中
央
区
の
”橋

“
（
そ
の
７
）　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
理
生

郷
土
室
だ
よ
り
　
108
〈
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
〉 

00
年
10
月

　「
続
」
中
央
区
の
”橋

“
（
そ
の
８
）　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
理
生

�

《
港
区
》

港
区
文
化
財
調
査
収
録
　
第
５
集
　
港
区
教
育
委
員
会
　
00
年

３
月

鍋
島
家
旧
麻
布
墓
所
改
葬
に
伴
う
立
会
調
査
略
報

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
　
優
・
北
野
　
信
彦
・
牟
田
　
行
秀

狸
穴
増
上
寺
下
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
略
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
　
優
・
谷
畑
　
美
帆

朗
惺
寺
跡
遺
跡
の
調
査
　
　
　
　
　
　
谷
畑
　
美
帆
・
藤
田
　
祐
樹

                            

　
　
　
　
　
　
　
　 

大
八
木
謙
司
・
威
知
志
麻
子

資
料
館
だ
よ
り
　
第
43
号
〈
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
〉
00
年
８
月

親
子
学
習
会
―
前
期
―
「
江
戸
の
町
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」　
〜
江
戸
時

代
の
地
図
で
港
区
を
歩
い
て
み
よ
う
〜
開
催

『
江
戸
前
の
海
民
―
芝
・
金
杉
浦
の
記
憶
―
』
を
書
い
て
思
う
こ
と
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
達
文

『
赤
坂
区
と
新
聞
記
録
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
薫

テ
ー
マ
展
９
　
木
製
品
に
み
る
江
戸
の
生
活
―
出
土
遺
物
よ
り
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
　
洋
子

ミ
ニ
・
コ
ー
ナ
ー
展
23
　
陸
軍
大
将
乃
木
希
典
の
手
跡
　

                                   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

平
田
　
秀
勝

白
金
猿
町
の
鍛
冶
職
人
と
筍
掘
り
具
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
　
優

〈
開
催
予
告
〉　

　
平
成
12
年
度
特
別
展「
伊
達
騒
動
の
時
代
―
仙
台
藩
伊
達
家
第
４
代

藩
主
綱
村
と
嫡
子
扇
千
代
―
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
健

資
料
館
だ
よ
り
　
第
44
号
〈
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
〉
00
年
11
月

さ
わ
れ
る
展
示
室
情
報
　
蓄
音
機
で
SP
レ
コ
ー
ド
を
聞
こ
う
！

平
成
12
年
度
特
別
展
「
伊
達
騒
動
の
時
代
」
仙
台
藩
伊
達
家
第
４
代
藩

主
綱
村
と
嫡
子
扇
千
代
　
開
催
中
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
健

港
区
江
戸
遊
里
譚
―
芝
明
神
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
秀
勝

三
田
台
裏
町
の
鍛
冶
職
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
　
優

六
本
木
近
世
寺
院
の
発
掘
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
清
志

東
京
都
公
文
書
館
受
贈

都
内
自
治
体
刊
行
歴
史
関
係
文
献
目
録
（
抄
）

【
凡
例
】

一
、
本
目
次
は
、
当
館
が
受
贈
し
た
都
内
自
治
体(

一
部
外

郭
団
体
を
含
む)

刊
行
の
、
江
戸
・
東
京
の
歴
史
・
史

料
に
関
す
る
文
献
の
目
録(

抄)
で
あ
る
。

二
、
本
号
に
は
二
〇
〇
一
年
一
二
月
ま
で
に
受
贈
し
た
、

二
〇
〇
〇
年
度
刊
行
の
文
献
と
、
一
九
九
八
・
九
九
年

度
追
加
補
遺
分
を
収
載
し
た
。

三
、
掲
載
内
容
は
、
書
名
・
編
集
者
・
発
行
者
・
刊
行
年

月
日
の
順
に
記
し
た
。
主
な
論
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、

そ
の
編
集
者
名
・
論
文
名
を
記
載
し
た
。

四
、
図
録
や
発
掘
調
査
報
告
書
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
記

号
を
付
け
た
。

　
　
●
＝
発
掘
調
査
報
告
書
。

　
　
★
＝
展
示
図
録
。
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テ
ー
マ
展
10
　
発
見
・
探
検
！
江
戸
の
町
〜
江
戸
時
代
の
地
図
と
浮

世
絵
か
ら
さ
ぐ
る
港
区
の
む
か
し
〜
　
　
　
　
　
　
　
日
野
原
健
司

研
究
紀
要
　
６
〈
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
〉
01
年
３
月

武
家
の
江
戸
屋
敷
の
生
活
Ⅲ
―
臼
杵
藩
江
戸
屋
敷
の
上
屋
敷
・
下

屋
敷
・
役
所
の
関
係
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
後
　
迪
子

寺
子
屋
か
ら
代
用
私
立
小
学
校
へ
―
東
京
市
赤
坂
区
丹
後
町
尋
常
小

学
校
を
事
例
と
し
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
薫

　【
資
料
紹
介
】　『
赤
坂
區
と
新
聞
記
録
』　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
薫

資
料
館
だ
よ
り
　
第
45
号
〈
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
〉
01
年
３
月

考
古
資
料
活
用
の
ひ
と
つ
の
試
み
―
教
材
用
考
古
資
料
キ
ッ
ト
―

江
戸
時
代
の
港
区
出
版
事
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
原
健
司

100
年
前
の
思
い
出
語
り
―
旧
薩
摩
鹿
児
島
藩
島
津
家
抱
屋
敷
の
記

憶
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
　
優

ミ
ニ
・
コ
ー
ナ
ー
展
24 

江
戸
の
お
墓
―
人
と
と
も
に
葬
ら
れ
た
品

々
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
清
志

芝
・
金
杉
の
漁
業
と
海
苔
作
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
真
佐
美

民
俗
資
料
調
査
ノ
ー
ト
〜
大
工
道
具
目
録
作
成
に
向
け
て
〜

�
                                       　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

山
根
　
洋
子

新
収
蔵
資
料
の
紹
介
　
45
年
前
の
東
京
〜
昭
和
31
年
撮
影
の
航
空

写
真
か
ら
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
健

港
区
立
港
郷
土
資
料
館
所
蔵
　
民
俗
資
料
目
録
　
第
１
集
―

大
工
道
具

 

―
　
01
年
３
月
　
港
区
教
育
委
員
会

�《
新
宿
区
》

★
江
戸
名
所
図
会
で
た
ど
る
新
宿
名
所
め
ぐ
り
　
新
宿
歴
史

博
物
館
　
00
年
７
月

★
琥
珀
色
の
記
憶
〜
新
宿
の
喫
茶
店
　
〜
回
想
の
”茶
房
青

蛾
“　
と
あ
の
頃
の
新
宿
と
〜
　
新
宿
歴
史
博
物
館
　
00
年
10
月

新
宿
区
の
民
俗
　
(5)
牛
込
地
区
編
　
新
宿
歴
史
博
物
館
　
01
年
３

月

新
宿
文
化
財
ガ
イ
ド
　
新
宿
歴
史
博
物
館
　（
98
年
５
月
初
版
行
）

　
01
年
３
月
第
２
版
発
行

●
東
京
都
新
宿
区
尾
張
藩
徳
川
家
下
屋
敷
跡
遺
跡
　
新
宿
区

教
育
委
員
会
　
01
年
２
月

�《
文
京
区
》

文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
だ
よ
り
　
第
７
号
　
00
年
４
月

描
か
れ
た
景
観
―
風
景
版
画
に
み
る
文
京
の
名
所
―
　
　
川
口
　
明
代

平
成
11
年
度
学
習
企
画
展
余
話
　
そ
れ
ぞ
れ
の
坂
道
　
　
東
條
幸
太
郎

日
光
御
成
道
を
歩
く
―
友
の
会
の
史
跡
散
歩
に
同
行
し
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
　
尚
文

★
版
に
な
っ
た
風
景
―
文
京
名
所
案
内
―
　
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史

館
　
00
年
10
月

史
跡
さ
ん
ぽ
平
成
12
年
度
実
施
報
告
書
　
文
京
区
教
委
区
委
員
会
　

01
年
３
月

文
京
区
史
跡
さ
ん
ぽ
地
図
　
文
京
区
教
委
区
委
員
会
　
01
年
３
月

平
成
12
年
度
文
京
区
の
文
化
財
（
文
京
区
文
化
財
研
究
紀
要
）　

文
京
区
教
委
区
委
員
会
　
01
年
３
月

長
谷
川
雪
堤
筆
「
酒
造
図
」
調
査
報
告
　
そ
の
１
　
　
　
岩
淵
　
令
治

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
２
　
　
　
我
妻
　
直
美

文
京
区
指
定
文
化
財
「
美
幾
女
墓
」
修
理
報
告

建
造
物
の
文
化
財
登
録
制
度
に
つ
い
て

文
京
区
の
文
化
財(
国
・
東
京
都
・
文
京
区)

指
定
一
覧

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て

�《
台
東
区
》

お
風
呂
や
さ
ん
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
〜
旧
柏
湯
所
蔵
資
料
〜

（
台
東
区
文
化
財
報
告
書
第
27
集
）　
台
東
区
教
育
委
員
会
　
01
年
３

月
台
東
区
の
文
化
財
保
護
　
第
３
集
　
台
東
区
教
委
区
委
員
会
　

01
年
３
月

�《
江
東
区
》

下
町
文
化
　
第
209
号  

江
東
区
教
育
委
員
会
　
00
年
４
月

日
本
最
古
の
紀
年
銘
力
石
を
指
定
！
　
登
録
文
化
財
は
1019
件
に

あ
る
く
・
き
く
・
か
く
文
化
財
レ
ポ
ー
ト
　
波
除
碑
に
刻
ま
れ
た
も

う
一
つ
の
歴
史

旧
大
石
家
の
五
月
飾
り

こ
こ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た
　
張
板
　

下
町
文
化
　
第
210
号  

江
東
区
教
育
委
員
会
　
00
年
７
月

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
紹
介

芭
蕉
記
念
館
　
新
展
示

江
東
歴
史
紀
行
　
阿
茶
局
の
手
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
慶
信

江
東
今
昔
(1)

こ
こ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た
　
天
火
営
養
料
理
機

下
町
文
化
　
第
211
号  

江
東
区
教
育
委
員
会
　
00
年
９
月

歴
史
と
文
化
を
考
え
よ
う

深
川
の
く
ら
し
　
平
成
11
年
度
民
俗
調
査
か
ら

江
東
歴
史
紀
行
　
備
蓄
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
た
毛
利
家
の
鶴
歩
町
抱

屋
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
山
　
伸
子

江
東
今
昔
(2)

こ
こ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た
　
保
温
用
飯
櫃

下
町
文
化
　
第
212
号  

江
東
区
教
育
委
員
会
　
　
01
年
１
月

第
３
回
江
東
区
教
育
委
員
会
深
川
江
戸
資
料
館
合
同
企
画
展
　

　
北
斎
が
な
が
め
た
隅
田
川
―
江
東
の
歴
史
と
『
絵
本
隅
田
川
両
岸

一
覧
』
―

江
東
歴
史
紀
行
　
戊
辰
内
乱
期
深
川
冬
木
町
の
一
事
件
簿
―
駿
州
赤
心

隊
富
士
亦
八
郎
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
雅
弘

江
東
今
昔
(3)

こ
こ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た
　
リ
ン
ゴ
汁
取
器
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芭
蕉
記
念
館
所
蔵
本『
人
今
俳
諧
図
会
』　（
平
成
12
年
度
報
告

第
20
集
）　
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
　
01
年
１
月
　

�《
品
川
区
》

品
川
区
歴
史
館
紀
要
　
第
15
号
　
品
川
区
立
品
川
歴
史
館
　
00

年
３
月

東
海
寺
輪
番
僧
た
ち
の
品
川
生
活
―
永
野
又
次
郎
宛
書
簡
よ
り
―

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
　
宏
子

沢
庵
宗
彭
年
譜
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
克
己

　〈
資
料
紹
介
〉

伝
歌
川
芳
盛
画
「
遷
都
鳳
輩
品
川
通
御
之
図
」　
　
　
　
寺
門
　
雄
一

　〈
展
示
批
評
〉

特
別
展
「
東
海
道
・
品
川
宿
を
駆
け
抜
け
た
幕
末
維
新
」
を
み
て

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
針
谷
　
武
志

〈
書
評
・
紹
介
〉

『
家
康
は
な
ぜ
江
戸
を
選
ん
だ
か
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
　
治
久

特
別
展
「
東
海
道
・
品
川
宿
を
駆
け
抜
け
た
幕
末
維
新
」
補
遺

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
門
　
雄
一

★
東
海
道
中
膝
栗
毛
―
歩
く
旅
と
鉄
道
の
旅
―
　
品
川
区
立

品
川
歴
史
館
　
00
年
10
月

�《
大
田
区
》

★
空
の
玄
関
・
羽
田
空
港
70
年
　
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
　
00

年
７
月

大
田
区
立
郷
土
博
物
館
紀
要
　
第
11
号
　
大
田
区
立
郷
土
博
物

館
　
01
年
３
月

蘇
峰
を
媒
介
と
し
た
文
化
遺
産
の
活
用
　
　
　
　
　
　
　
平
澤
　
勘
蔵

本
門
寺
の
石
経
碑
そ
の
他
　
石
匠
窪
世
祥
に
つ
い
て
　
　
嘉
津
山
　
清

国
指
定
・
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
海
苔
船
に
つ
い
て

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
　
敏

「
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
　
海
苔
漁
業
関
係
資
史
料
目
録
」

●
久
原
小
学
校
内
遺
跡
（
大
田
区
の
埋
蔵
文
化
財
第
15
集
）　
大

田
区
教
委
区
委
員
会
　
01
年
３
月

�《
世
田
谷
区
》

★
記
憶
の
中
の
風
景
―
写
真
で
見
る
世
田
谷
の
昭
和
30
年
代
と
今

―
　
世
田
谷
区
郷
土
資
料
館
　
00
年
10
月

資
料
館
だ
よ
り
　
33
〈
世
田
谷
区
郷
土
資
料
館
〉　
00
年
10
月

特
別
展
　
記
憶
の
中
の
風
景
―
写
真
で
見
る
世
田
谷
の
昭
和
30
年
代
と

今
―

〈
新
資
料
展
示
紹
介
〉　
不
動
橋
横
穴
墓
発
見
の
線
刻
模
型

�
                                      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

高
杉
　
尚
宏

資
料
館
だ
よ
り
　
34
〈
世
田
谷
区
郷
土
資
料
館
〉　
01
年
３
月

―
史
料
紹
介
―
巌
谷
一
六
旧
蔵
本
『
黄
石
斎
集
』　
　
　
武
田
庸
次
郎

世
田
谷
区
史
料
叢
書
　
第
16
巻
（
旧
太
子
堂
村
　
森
家
文
書
金

銭
出
入
帳
編
１
）　
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月
　

�《
豊
島
区
》

か
た
り
べ
　
58
〈
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
〉
00
年
７
月

郷
土
資
料
館
で
”か
た
り
べ
“
に

第
４
回
収
蔵
資
料
展
「
こ
ど
も
の
本
―
児
童
文
化
の
担
い
手
た
ち
―
」

を
終
え
て

紹
介
　「
豊
島
の
集
団
学
童
疎
開
資
料
集
」
を
活
用
し
た
二
冊
の
本

新
・
豊
島
氏
紀
行
《
そ
の
２
》

か
た
り
べ
　
59
〈
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
〉
00
年
８
月

ラ
ジ
オ
常
会

2000
年
度
第
１
回
収
蔵
資
料
展
　
戦
時
下
の
区
民
生
活
―
と
な
り
ぐ

み
―

事
業
報
告
　
休
館
中
に
は
、
こ
ん
な
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
！

藍
甕
が
お
色
直
し
し
ま
し
た
！
　
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す

資
料
が
語
る
教
育
豊
島
の
一
世
紀
　
上
・
下
巻
　
豊
島
区
教

育
委
員
会
　
00
年
12
月

か
た
り
べ
　
61
〈
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
〉
01
年
３
月

お
と
な
の
思
い
出
は
子
ど
も
の
歴
史
！

　
―
2000
年
度
第
３
回
収
蔵
資
料
展
「
思
い
出
は
資
料
館
へ
」
の
ひ
と
こ

ま
―

豊
島
を
さ
ぐ
る
《
そ
の
７
》　
（
か
ら
み
）煉
瓦
に
つ
い
て

　《
郷
土
資
料
館
コ
ラ
ム
》　
新
田
派
出
所
新
築
記
念
の
碑

一
点
の
資
料
か
ら
　
水
洗
化
工
事
で
中
止
さ
れ
た
お
み
こ
し
巡
行

豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
研
究
紀
要
　
第
15
号
　
豊
島
区
立
郷
土

資
料
館
　
01
年
３
月

文
献
資
料
に
み
る
竹
本
焼
の
特
徴
と
変
遷
―
竹
本
隼
太
・
皐
一
を
中
心

に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
恵
美

豊
島
区
域
に
お
け
る
王
子
電
気
軌
道
株
式
会
社
の
軌
道
敷
設
状
況

�
                                       　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

伊
藤
　
暢
直

　〈
研
究
ノ
ー
ト
〉　
疎
開
と
い
う
語
に
つ
い
て  

　
　
　
青
木
　
哲
夫

資
料
の
収
集
と
課
題
―
ふ
た
つ
の
収
蔵
資
料
展
か
ら
―

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
　
直
子

�《
北
区
》

北
区
飛
鳥
山
博
物
館
研
究
報
告
　
第
３
号
　
北
区
教
育
委
員
会

01
年
３
月

小
特
集
　
埴
輪
の
世
界

北
区
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
北
区
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

ぼ
い
す
　
６
〈
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
だ
よ
り
〉　
01
年
３
月

歴
史
的
遺
産
の
保
護
と
野
外
博
物
館
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
三
朗

常
設
展
示
　
江
戸
の
世
の
お
花
見
弁
当
　
　
　
　
　
　
　
石
倉
　
孝
祐

収
蔵
品
の
ご
紹
介
　
も
う
一
つ
の
剥
ぎ
取
り
標
本
―
西
ヶ
原
貝
塚
　
剥

ぎ
取
り
標
本
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
直
人

平
塚
ら
い
て
う
　
田
端
の
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
み
ど
り
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�《
荒
川
区
》

荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
常
設
展
示
図
録
　
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化

館
　
00
年
４
月

�《
板
橋
区
》

板
橋
区
文
化
財
年
報
　
４
　
板
橋
区
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
紀
要
　
第
13
号
　
板
橋
区
教
育
委
員
会

01
年
３
月

中
世
鹿
王
院
と
赤
塚
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
　
聡

石
田
収
蔵
旧
蔵
「(

仮
称)

板
碑
ノ
ー
ト
」　
　
　
　
　
　
小
松
　
寿
治

松
本
藩
戸
田
家
家
臣
板
橋
家
所
蔵
文
章
の
紹
介
と
検
討
―
系
図
・
　
系

譜
を
中
心
と
し
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
政
博

加
賀
藩
下
屋
敷
関
係
基
本
史
料(

『
加
賀
藩
史
料
』)

の
出
典
索
引
な
ら
び

に
論
考
等
の
一
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
野
　
　
修

江
戸
周
辺
地
域
所
在
村
百
姓
の
武
家
接
近
活
動   

　
　
　
中
野
　
達
哉

豊
田
喜
平
治
の
煎
茶
作
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
雅
徳

井
上
頼

考
―
赤
塚
大
門
に
卜
居
し
た
国
学
者
を
め
ぐ
っ
て
―  

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
保
男

偵
察
録
の
視
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
昭
俊

�《
練
馬
区
》

ね
り
ま
の
文
化
財
　
第
47
号
　
練
馬
区
教
育
委
員
会
　
00
年
５
月

平
成
11
年
度  

指
定
・
登
録
文
化
財
決
ま
る
！

ね
り
ま
の
文
化
財
　
第
48
号
　
練
馬
区
教
育
委
員
会
　
01
年
８
月

文
化
財
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

文
化
財
保
護
法
50
年
記
念
事
業
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ね
り
ま
郷
土
史
研

究
の
あ
ゆ
み
と
展
望
」
の
記
録
　

武
内
満
多
男
家
文
書
が
寄
託
さ
れ
ま
し
た

氷
川
神
社
宮
宿
鶴
の
舞
道
中
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
理
行

ね
り
ま
の
文
化
財
　
第
49
号
　
練
馬
区
教
育
委
員
会
　
01
年
12
月

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
〇
」
を
開
催
！

文
化
財
を
見
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

郷
土
資
料
室
寄
贈
資
料
紹
介

ま
ち
の
歴
史
と
文
化
の
案
内
役
「
文
化
財
説
明
板
」
を
大
切
に
！

ね
り
ま
の
文
化
財
　
第
50
号
　
練
馬
区
教
育
委
員
会
　
01
年
１
月

郷
土
資
料
室
特
別
展
開
催
「
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
史
」

文
化
財
講
座
「
練
馬
区
の
伝
統
工
芸
工
房
訪
問
」
か
ら

2000
年
調
査
　
石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
速
報

こ
ど
も
た
ち
の
生
活
史
（
先
祖
の
足
跡
37
）
練
馬
区
郷
土
資
料
館

01
年
３
月

★
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
史
―
ね
り
ま
の
こ
ど
も
た
ち
―
　
01
年
３

月
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
　
15   

練
馬
区
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

�《
足
立
区
》

足
立
風
土
記
稿
　
地
区
編
５
　
梅
島
　
足
立
区
郷
土
博
物
館
　

01
年
３
月

�《
葛
飾
区
》

●
柴
又
八
幡
神
社
古
墳
　
（
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
考

古
学
調
査
報
告
第
９
集
）
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
　
99
年

６
月

★
怪
力
伝
説
〜
東
京
近
郊
の
草
相
撲
と
力
持
ち
〜
　
葛
飾
区
郷
土
と

天
文
の
博
物
館  

　
00
年
３
月

葛
飾
遺
跡
探
訪
（
か
つ
し
か
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
10
）　
葛
飾
区
郷
土
と

天
文
の
博
物
館
　
00
年
３
月
　

博
物
館
研
究
紀
要
　
第
７
号
　
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館

00
年
３
月

江
戸
名
所
・
夕
顔
観
音
の
盛
衰
と
「
情
報
」
―
風
聞
・
文
芸
・
縁
起
・

摺
物
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
生
　
雄
二

奥
津
家
定
に
関
す
る
若
干
の
考
察
―
浄
光
寺
・
鶴
岡
八
幡
宮
に
伝
わ
る

２
通
の
文
書
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
　
榮

●
柴
又
八
幡
神
社
古
墳
　
（
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
考

古
学
調
査
報
告
第
10
集
）葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
　
00
年
７

月
★
埋
め
ら
れ
た
渡
来
銭
―
中
世
の
出
土
銭
を
探
る
―
　
葛
飾
区
郷

土
と
天
文
の
博
物
館
　
00
年
10
月
　

江
戸
・
東
京
の
や
き
も
の
―
か
つ
し
か
の
今
戸
焼
―
（
か
つ
し
か

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
12
）　
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
　
01
年
３
月

博
物
館
研
究
紀
要
　
第
８
号
　
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館

01
年
３
月

座
談
会
報
告

　
か
つ
し
か
の
や
き
も
の
を
語
る
　
　
　
内
山
　
英
良
・
橋
本
　
正
司

�
                          　

　
　
　
　
　
　
　 

　
青
木
　
更
吉
・
谷
口
　
　
榮

改
名
に
つ
い
て
―
北
条
氏
の
場
合
―
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
川
い
づ
み

柴
又
に
お
け
る
人
車
鉄
道
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
坂
　
祥
子

立
石
様
研
究
ノ
ー
ト
(2)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
　
榮

中
国
の
「

蔵
銭
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
俊
彦

祭
り
と
行
事
（
葛
飾
の
民
俗

）　
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物

館 

　
01
年
３
月

�《
八
王
子
市
》

八
王
子
千
人
同
心
関
係
史
料
集
　
第
６
集
　
千
人
同
心
諸
用
留

帳
二
　（
郷
土
資
料
館
資
料
シ
リ
ー
ズ
第
38
号
）　
八
王
子
市
教
育
委

員
会
　
99
年
３
月

�《
三
鷹
市
》

三
鷹
市
史
　
史
料
・
市
民
の
記
録
編  

三
鷹
市
教
育
委
員
会
　
00
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年
11
月

●
井
の
頭
池
遺
跡
群
Ａ
　

　
三
鷹
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

三
鷹
吉
野
泰
平
家
文
書
目
録
　
３（
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
25
集
）

三
鷹
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

�《
青
梅
市
》

＝
平
成
11
年
度
＝
青
梅
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
　
青
梅
市

教
育
委
員
会
郷
土
資
料
室
　
00
年
３
月

青
梅
市
の
指
定
文
化
財
　
青
梅
市
教
育
委
員
会
　
00
年
４
月
　

青
梅
市
文
化
財
保
護
指
導
員
連
絡
協
議
会
活
動
報
告
書
　

第
16
号
　
青
梅
市
郷
土
資
料
室
　
00
年
４
月

現
地
調
査
報
告
（
(2)
・
(3)
は
省
略
）

(1)
辛
垣
城
址
と
桝
形
城
址

活
動
報
告
（
(1)
〜
(6)
は
省
略
）

(7)
青
梅
市
歴
史
探
訪

　
―
山
根
道
を
歩
く
―

�《
府
中
市
》

府
中
市
郷
土
の
森
紀
要
　
第
14
号
　
府
中
市
郷
土
の
森
　
01
年

３
月

比
企
型
陽
刻
剣
頭
文
軒
平
瓦
と
そ
の
周
辺
―
武
蔵
六
所
宮
と
比
企
郡
都

幾
川
流
域
の
交
流
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
安
司

武
蔵
府
中
高
安
寺
の
中
世
瓦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤
　
靖
幸

府
中
市
域
に
お
け
る
延
宝
６
年
検
地
帳
の
分
析
―
小
字
を
中
心
と
し
て

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
根
　
恒
男
・
齋
地
　
　
徹

中
世
武
蔵
国
府
の
「
周
縁
」
―
合
戦
と
開
発
―
　
　
　
　
小
野
　
一
之

�《
昭
島
市
》

●
林
ノ
上
遺
跡
（
第
10
次
調
査
）
―
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
調

査
―
　
昭
島
市
教
育
委
員
会
　
00
年
６
月

�

《
町
田
市
》

語
り
の
近
代
（
民
権
ブ
ッ
ク
ス
14
）
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料

館
　
01
年
３
月

2000
年
度
企
画
展
《
語
り
の
近
代
―
講
演
会
・
討
論
会
・
懇
親
会
―
》
の

記
録

記
念
講
演
１

　
政
治
運
動
と
し
て
の
自
由
民
権
運
動
の
復
権
―
民
権
運
動
に
お
け
る

演
説
の
役
割
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
　
雅
洋

記
念
講
演
２

　
三
田
講
演
会
の
創
設
と
展
開
―
福
沢
諭
吉
と
演
説
―

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
　
欣
一

特
別
寄
稿
論
文

　
末
広
重
恭
と
自
由
民
権
運
動
―
鉄
腸
・
政
治
小
説
の
原
型
―

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
奨

自
由
民
権  

14
（
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
紀
要
）
01
年
３
月

都
市
知
識
人
民
権
運
動
の
全
国
的
民
権
運
動
と
地
方
民
権
運
動
へ
の
影

響
（
下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
　
　
大
洋

ピ
カ
レ
ス
ク
の
誘
惑
―
真
土
村
事
件
の
想
起
と
再
審
（
下
）
―

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
安
成

第
３
回
戦
争
展
《
軍
隊
へ
の
ま
な
ざ
し
〜
明
治
の
徴
兵
と
周
辺
文
化

〜
》
の
記
録

戦
争
碑
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宮
　
譲
治

兵
士
に
な
る
と
い
う
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
敬
一

�《
小
金
井
市
》

小
金
井
市
保
管
文
書
　
８
（
小
金
井
市
誌
編
纂
資
料
第
40
編
）　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

�《
小
平
市
》

玉
川
上
水
と
分
水
　
３
　
分
水
管
理
分
水
口
塞
・
川
浚
紛
争
田
用

水
（
小
平
市
史
料
集
第
25
集
） 

小
平
市
中
央
図
書
館 

01
年
３
月

玉
川
上
水
と
分
水
　
４
　
水
車
絵
図
（
小
平
市
史
料
集
第
26
集
）

小
平
市
中
央
図
書
館
　
01
年
３
月

�《
東
村
山
市
》

歴
史
館
だ
よ
り
　
12
　
東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
　
00
年
８
月

「
か
や
ぶ
き
民
家
の
伝
え
て
き
た
も
の
―
旧
武
藤
家
住
宅
主
屋
―
」

展
示
報
告
　
新
発
見
・
新
収
蔵
品
展

展
示
報
告
　
近
世
庶
民
文
化
の
開
花
―
村
人
と
芸
と
技
―

★
野
火
止
用
水
〜
野
火
止
用
水
・
玉
川
上
水
の
歴
史
を
辿
っ
て
〜

　
東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
　
01
年
３
月

�《
東
久
留
米
市
》

●
金
山
遺
跡
（
東
久
留
米
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
27
集
）
東

久
留
米
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

�《
武
蔵
村
山
市
》

武
蔵
村
山
市
市
史
だ
よ
り
　
第
16
号
　
00
年
８
月

屋
敷
山
遺
跡
の
人
面
把
手

『
武
蔵
村
山
市
史
　
資
料
編
　
考
古
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
尚
武

『
資
料
編
　
考
古
』
の
刊
行
を
終
え
て
―
石
器
の
み
か
た
土
器
の
み
か

た
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舘
野
　
　
孝

発
掘
と
市
史
編
さ
ん
に
参
加
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
下
三
智
子

資
料
館
だ
よ
り
　
第
33
号
〈
武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

報
〉  

00
年
８
月

借
用
資
料
展
　
新
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
メ
ン
コ

特
別
寄
稿
　
指
田
日
記
に
見
る
武
蔵
村
山
の
火
災
(2)
　
　
吉
澤
　
一
彦

★
ザ
ア
ル
（
笊
）
と
カ
ン
ゴ
（
籠
）　
武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗

資
料
館
　
00
年
10
月
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資
料
館
だ
よ
り
　
第
34
号
〈
武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

報
〉　
01
年
１
月

ミ
ニ
収
蔵
品
展
　「
風
俗
画
報
」

武
蔵
村
山
周
辺
の
弥
生
時
代
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
学

む
さ
し
む
ら
や
ま
歴
史
散
策
―
コ
ー
ス
案
内
―
　
武
蔵
村
山
市
教

育
委
員
会
　
01
年
１
月

東
京
都
武
蔵
村
山
市
谷
津
富
士
講
調
査
報
告
書
本
編
（
武
蔵

村
山
市
文
化
財
資
料
集
21
）武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

●
東
京
都
武
蔵
村
山
市
念
仏
塚
第
１
遺
跡（
武
蔵
村
山
市
文
化

財
資
料
集
22
）　
武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３
月

武
蔵
村
山
市
市
史
だ
よ
り
　
第
17
号
　
01
年
３
月

『
武
蔵
村
山
市
史
　
民
俗
編
』

武
蔵
村
山
の
宇
宙
図
を
描
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
森
　
裕
治

『
指
田
日
記
』
に
見
る
家
内
行
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
　
利
明

ム
ラ
の
生
活
と
日
々
の
つ
き
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
　
孝
正

武
蔵
村
山
の
芸
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
和
美

�《
あ
き
る
野
市
》

郷
土
あ
れ
こ
れ
　
第
９
号
　
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
　
01
年
３

月
あ
き
る
野
市
指
定
有
形
文
化
財
　
旧
市
倉
家
住
宅
に
つ
い
て

�《
小
笠
原
村
》

硫
黄
島
遺
骨
収
集
記
録
誌
　
小
笠
原
村
　
99
年
３
月

�【
参
考
】

《
江
戸
東
京
博
物
館(

東
京
都
歴
史
文
化
財
団)

》

★
没
後
100
年
勝
海
舟
展
　
99
年
４
月

★
永
井
荷
風
と
東
京
　
99
年
７
月

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
　
第
５
号
　
00
年
２
月

特
集
・「
不
思
議
」
を
楽
し
む
―
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
と
俗
信
―

有
卦
絵
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
島
　
　
新

江
戸
の
七
不
思
議
変
遷
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
泰
子

化
物
と
遊
ぶ
―
「
な
ん
け
ん
け
れ
ど
も
ば
け
物
双
六
」
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
城
　
紀
子

四
谷
塩
町
一
丁
目
御
用
留（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
資
料
叢
書

　
３
）
00
年
２
月

関
東
大
震
災
と
安
政
江
戸
地
震
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
調

査
報
告
書
第
10
集
・
常
設
展
示
に
伴
う
調
査
報
告
３
）
00
年
３
月

★
葵
　
徳
川
三
代
展
　
00
年
４
月

江
戸
東
京
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
30
　
00
年
６
月

文
化
財
保
護
法
50
年
記
念
　
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
2000
―
発
掘
速
報
展

―
東
京
2000
年
祭
共
催
事
業
　「
近
く
て
懐
か
し
い
昭
和
」
展

常
設
展
示
か
ら
　
戦
後
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
谷
　
敏
弘

研
究
ノ
ー
ト
　
家
光
嫡
男
竹
千
代
の
日
吉
山
王
社
初
宮
参
り

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
　
弘

江
戸
東
京
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
31
　
00
年
９
月

日
蘭
交
流
400
周
年
記
念
　「
秘
蔵
カ
ピ
タ
ン
の
江
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

オ
ラ
ン
ダ
人
の
日
本
趣
味
―
」
展
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
淳
一

常
設
展
示
室
か
ら
　
展
示
を
見
る
・
さ
わ
る
・
乗
っ
て
み
る

研
究
ノ
ー
ト
　
松
竹
座
「
弥
生
」
を
め
ぐ
る
人
び
と
　
　
松
井
か
お
る

江
戸
東
京
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
32
　
00
年
12
月

企
画
展
「
蕪
村
　
そ
の
２
つ
の
旅
」

常
設
展
示
室
か
ら
　
特
集
展
示
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
湯
川
　
説
子

研
究
ノ
ー
ト
　
勝
海
舟
「
草
稿
」
の
謎
　
　
　
　
　
　
　
落
合
　
則
子

★
秘
蔵
　
カ
ピ
タ
ン
の
江
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
オ
ラ
ン
ダ
人
の

日
本
趣
味
―
　
00
年
４
月
（
編
集
・
発
行
は
長
崎
市
立
博
物
館
）

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
　
第
６
号
　
01
年
２
月

戦
国
期
「
由
井
」
の
政
治
的
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
慎
一

近
世
八
王
子
石
灰
の
展
開
に
見
る
「
由
緒
」
の
歴
史
的
意
義

�
              　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
橋
　
清
美

江
戸
東
京
博
物
館
蔵
　
梨
子
時
葵
紋
散
松
菱
梅
花
唐
草
文
様
蒔
絵
女
乗

物
の
保
存
修
復
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
瀬
　
和
美

東
京
開
市
場
裁
判
所
書
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
朋
子

江
戸
東
京
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
33
　
01
年
３
月

平
成
12
年
度
新
収
蔵
品
の
紹
介
　
　
　
市
川
　
寛
明
・
小
林
　
　
克

�
                             　

　
　
　
　
　
　
　
新
田
　
太
郎
・
早
川
　
典
子

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
亜
砂
子
・
田
中
　
裕
二

研
究
ノ
ー
ト
　
　
両
国
橋
錦
絵
二
題
　
　
　
　
　
　
　
　
我
妻
　
直
美

勝
海
舟
関
係
資
料
　
文
書
の
部
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
資

料
叢
書
）
01
年
３
月

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
　
第
７
号
　
01
年
３
月

江
戸
に
お
け
る
人
宿
の
生
成
と
展
開
―
六
組
飛
脚
問
屋
仲
間
米
屋
田
中

家
を
事
例
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
寛
明

江
戸
東
京
の
瞽
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
グ
ロ
ー
マ
ー

広
畑
貝
塚
出
土
人
骨
の
修
復
と
鑑
定
　
　
小
林
　
　
克
・
岡
田
　
淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
角
　
ま
り
・
奈
良
　
貴
史

「
東
照
宮
天
下
御
一
統
支
干
御
相
当
御
祝
儀
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
橋
　
清
美

四
谷
塩
町
一
丁
目
町
入
用
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
資
料
叢

書
４
）
01
年
３
月

�《
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
（
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）》

町
と
た
て
も
の
は
変
わ
る（
第
７
回
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
セ
ミ

ナ
ー
報
告
書
）　
00
年
３
月

江
戸
の
湯
屋
と
東
京
の
銭
湯
―
「
湯
屋
文
書
」
の
復
元
と
桜
湯
・
子
宝

湯
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
郷
　
吉
信
・
米
山
　
　
勇

江
戸
城
か
ら
皇
居
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
井
　
雅
海
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外
交
の
場
の
移
り
変
わ
り
―
幕
末
外
交
使
節
の
宿
舎
か
ら
赤
坂
迎
賓
館

ま
で
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
東
　
義
之

化
粧
と
化
粧
品
店
の
変
遷
―
江
戸
か
ら
現
代
ま
で
の
女
性
と
お
し
ゃ

れ
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
博
美

近
代
の
華
族
邸
宅
―
大
名
屋
敷
か
ら
の
流
れ
―
　
　
　
　
青
木
　
信
夫

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
だ
よ
り
　
16
　
00
年
９
月

　
家
は
自
分
で
作
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
明

建
築
の
東
京
を
観
る
５
　
失
わ
れ
た
建
物
の
復
元
画
像
―
も
う
一
つ
の

た
て
も
の
園
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
　
　
勇

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
だ
よ
り
　
17
　
01
年
３
月

特
集
１

　
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
吉
村
作
治
さ
ん
の
「
た
て
も
の
園
遊
覧
記
」

特
集
２

　
特
別
展
「
宇
和
島
藩
伊
達
家
―
収
蔵
建
造
物
『
伊
達
家
の
門
』
の
背

景
―
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
英
久

建
築
の
東
京
を
観
る
６
　
東
京
の
門
　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
　
　
勇

�《
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
生
涯
学
習
文
化

財
団
）》

汐
留
遺
跡
　

　
第
１
〜
５
分
冊
・
附
図
―
旧
汐
留
遺
跡
貨
物

駅
跡
地
内
の
調
査
―（
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
第

79
集
）
00
年
３
月

●
尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
　
（
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
報
告
第
86
集
）
00
年
８
月

●
尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
　

絵
図
集
成
編
（
東
京
都
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
第
86
集
）
00
年
８
月

●
尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
　
（
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
調
査
報
告
第
87
集
）
01
年
１
月

�《
多
摩
市
文
化
振
興
財
団
》

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
　
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
常
設
展
示
図
録
）
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
　
00
年
12
月

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
《
博
物
館
部
門
》
年
報
・
紀
要
　
第
３
号

01
年
１
月

展
示
報
告

　「
視
点
を
展
示
す
る
こ
と
」の
課
題
と
可
能
性
〜
ミ
ニ
企
画
展
　「
発

掘
さ
れ
た
2000
年
」を
終
え
て
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
場
万
里
子

�《
府
中
文
化
振
興
財
団
府
中
の
森
》

あ
る
む
ぜ
お
　
52
〈
府
中
市
郷
土
の
森
だ
よ
り
〉　
00
年
６
月
　

府
中
宿
再
訪Part1

　
府
中
宿
の
範
囲
―
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
―
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
治
子

展
示
へ
の
招
待
　
特
別
展
　
遺
跡
の
世
界
2000
―
国
府
出
土
名
品
50
選
＆

最
新
発
掘
速
報
―

ノ
ー
ト
　
国
府
跡
に
建
て
ら
れ
た
社
―
宮
之

神
社
を
め
ぐ
っ
て
―
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤
　
靖
幸

最
近
の
発
掘
調
査
　
番
外
編
　
埋
め
ら
れ
た
渡
来
銭
整
理
作
業
　
中
間

レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
野
佐
紀
子

収
蔵
資
料
の
紹
介
　『
府
中
案
内
』の
”発
見
“
　
　
　
馬
場
　
治
子

あ
る
む
ぜ
お
　
53
〈
府
中
市
郷
土
の
森
だ
よ
り
〉　
00
年
９
月

府
中
宿
再
訪Part2

　
府
中
宿
を
往
く
人
―
左
二
兵
衛
・
福
七
の
場

合
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　
　  

馬
場
　
治
子

展
示
へ
の
招
待
　
ミ
ニ
展
16
　
府
中
ゆ
か
り
の
文
化
財

　
〜
中
世
の
金
工
品
〜

最
近
の
発
掘
調
査
　
１
万
５
千
年
前
の
キ
ッ
チ
ン
　
　
　
蔵
持
　
大
輔

収
蔵
資
料
の
紹
介
　
神
々
の
戦
争
　
太
平
洋
戦
争
期
の
「
お
守
り
」群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
一
之

あ
る
む
ぜ
お
　
54
〈
府
中
市
郷
土
の
森
だ
よ
り
〉　
00
年
12
月
　

府
中
宿
再
訪Part3

　
府
中
宿
を
往
く
人
と
住
む
人
―
出
会
い
と
別

れ
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
治
子

ノ
ー
ト
　
も
う
ひ
と
つ
の
鎌
倉
街
道
　
　
　
　
　
　
　  

小
野
　
一
之

最
近
の
発
掘
調
査
　
埋
め
ら
れ
た
渡
来
銭
　
整
理
作
業
中
間
レ
ポ
ー
ト

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

石
崎
　
悠
文

収
蔵
資
料
の
紹
介
　
縄
文
人
が
埋
め
た
石
斧
　
　
　
　  

深
澤
　
靖
幸

あ
る
む
ぜ
お
　
55
〈
府
中
市
郷
土
の
森
だ
よ
り
〉　
01
年
３
月
　

府
中
宿
再
訪P

art

４
　
府
中
宿
に
住
む
人
―
中
屋
直
右
衛
門
一
代

記 

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　    

馬
場
　
治
子

展
示
へ
の
招
待
　
特
別
展
　
府
中
宿
再
訪

最
近
の
発
掘
調
査
　
再
び
発
見
！
　
埋
め
ら
れ
た
渡
来
銭

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
憲
一
郎

収
蔵
資
料
の
紹
介
　「
ハ
ン
ダ
イ
」
と
は
何
で
す
か
　
　
佐
藤
　
智
敬

★
甲
州
街
道
　
府
中
宿
　
府
中
宿
再
訪
展
図
録
（
府
中
市
郷
土
の

森
博
物
館
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
）　
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
　
01
年

３
月

八
幡
宿
　
田
中
家
文
書
目
録
（
府
中
市
内
家
分
け
古
文
書
目
録

４
）　
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
　
01
年
３
月

�《
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
》

多
摩
の
あ
ゆ
み
　
98
　
00
年
５
月

特
集
　
掘
り
出
さ
れ
た
銭
貨

出
土
銭
貨
に
み
る
多
摩
の
中
世
―
調
布
市
下
石
原
遺
跡
の
事
例
を
通
し

て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
　
周
治

町
田
市
能
ヶ
谷
町
出
土
の
大
量
埋
蔵
銭
　
　
　
　
　
　
　
貴
志
　
高
陽

府
中
市
宮
西
町
の
大
量
出
土
銭
―
「
並
木
西
ビ
ル
地
区
」
を
中
心
に
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
野
佐
紀
子

福
生
市
内
出
土
の
大
量
埋
蔵
銭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
　
　
満

埋
納
銭
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
定
志

中
世
の
貨
幣
流
通
と
出
土
銭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
圭
一

八
王
子
市
上
恩
方
の
両
墓
制
墓
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
飼
　
康
祐

多
摩
の
あ
ゆ
み
　
99
　
00
年
８
月



都内自治体刊行歴史関係文献目録（抄）

 63

特
集
　
高
尾
山

高
尾
山
薬
王
院
の
「
縁
起
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
　
直

高
尾
山
信
仰
の
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
山
　
　
徹

高
尾
山
の
絵
図
を
誌
む
―
蛇
滝
薬
王
院
、 

一
の
鳥
居
―
　
懸
　
　
敏
夫

近
世
高
尾
山
に
お
け
る
山
林
保
護
と
名
所
化
　
　
　
　
　
岩
橋
　
清
美

さ
し
絵
の
な
か
の
多
摩
13
　 

春
信
の
「
調
布
の
玉
川
」
―
浮
世
絵
か

ら
万
葉
歌
碑
ま
で
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
愼
一

古
文
書
は
語
る
（
そ
の
１
）
山
野
を
め
ぐ
る
論
争
―
高
尾
山
薬
王
院

文
書
よ
り
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
憲
一

振
武
軍
―
そ
の
発
端
か
ら
終
焉
ま
で
―
　
　
　
　
　
　
　
栗
原
　
　
仁

多
摩
鉄
道
と
阿
部
貞
助
―
本
誌
97
号
特
集
「
ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道
」
を
読

ん
で
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
井
　
茂
夫

多
摩
の
あ
ゆ
み
　
100
　
00
年
11
月

特
集
　
二
〇
世
紀
の
多
摩

一
　
多
摩
・
東
京
・
首
都
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
　
定
宏

二
　
住
宅
・
団
地
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
　
淳

三
　
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
　
宏
司

四
　
産
業
・
金
融
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
浩
三

五
　
教
育
・
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
坂
　
一
房

さ
し
絵
の
な
か
の
多
摩
14
　
名
勝
意
識
と
文
芸
―「
百
草
邑
松
連
寺
境

内
旧
迹
之
図
」な
ど
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
愼
一

古
文
書
は
語
る
（
そ
の
２
）
江
戸
時
代
初
期
の
武
蔵
野
開
発

　
―
吉
野
家
文
書
「
仁
君
開
村
記
」
よ
り
―
　
　
　
　
　
馬
場
　
憲
一

多
摩
の
あ
ゆ
み
　
101
　
01
年
２
月

特
集
　
昭
和
の
子
供
た
ち
と
遊
び

”子
ど
も
の
意
見
“で
見
た
福
生
っ
子
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
茂
男

子
ど
も
の
遊
び
に
見
る
四
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
政
孝

東
村
山
の
伝
承
遊
び
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
澤
　
　
清

水
あ
め
―
紙
芝
居
の
お
じ
さ
ん
の
思
い
出
―
　
　
　
　
　
佐
藤
　
大
助

昭
和
の
子
ど
も
遊
び
歌
　
八
王
子
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
瀬
沼
　
秀
雄

「
ゴ
ム
段
」・「
ゴ
ム
と
び
」　
ち
ょ
っ
と
考
察
　
　
　
　 

平
松
左
枝
子

「
ろ
く
む
し
」
の
記
憶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
周

メ
ン
コ
の
歴
史
、思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
　
進

高
度
経
済
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
士
田
　
忠

さ
し
絵
の
な
か
の
多
摩
15
　 

「
小
金
井
桜
」
の
眺
め
方
―
「
武
野
八

景
」
と
「
花
の
十
文
」
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
愼
一

古
文
書
は
語
る
（
そ
の
３
）　
江
戸
時
代
初
期
の
在
地
支
配
―
吉
野
家

文
書
「
高
室
金
兵
衛
書
状
」
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
憲
一

�《
東
京
都
三
多
摩
公
立
博
物
館
協
議
会
》

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
多
摩
　
22
　
01
年
３
月

特
集
　
近
・
現
代
資
料
と
博
物
館
活
動

特
別
寄
稿
　
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
―
特
別
展
・
企
画
展
の
一
側
面
―
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
）
北
村
　
　
敏

特
別
寄
稿
　
企
画
展
「
戦
後
松
戸
の
生
活
革
新
」に
お
け
る
現
代
生
活

資
料
の
展
示
表
現
　
　
　
　
　（
松
戸
市
立
博
物
館
）
青
木
　
俊
也

近
・
現
代
資
料
と
博
物
館
活
動
　
　
　
　
　
　
　
町
田
市
立
博
物
館

号
外
に
見
る
戦
争
〜
平
和
の
た
め
の
戦
争
資
料
展
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
生
市
郷
土
資
料
室

「
開
発
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
近
現
代
史
展
示
の
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

近
・
現
代
史
を
語
る
小
さ
な
資
料
　
　
　
　
府
中
郷
土
の
森
博
物
館

企
画
展「
ま
ち
づ
く
り
奮
戦
記
―
く
に
た
ち
文
教
地
区
　
指
定
と
そ
の

後
―
」へ
の
取
り
組
み
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
た
ち
郷
土
文
化
館

企
画
展
『
ま
ち
に
電
車
が
や
っ
て
き
た
―
京
王
線
と
日
野
市
の
軌
跡

―
』の
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
市
ふ
る
さ
と
博
物
館

近
・
現
代
資
料
の
充
実
に
向
け
て
　
　
　
　
　
調
布
市
郷
土
博
物
館

企
画
展
「
今
か
ら
100
年
前
の
青
梅
」　
　
　
　
　
青
梅
市
郷
土
博
物
館

近
・
現
代
資
料
の
収
集
・
展
示
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
井
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

平
成
12
年
度
特
別
展
「
農
村
の
挑
戦
　
そ
れ
は
蚕
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」

を
振
り
返
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
村
市
郷
土
博
物
館

近
現
代
資
料
と
博
物
館
活
動
　
　
　
　
　
　
立
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展
「
近
世
庶
民
文
化
の
開
花
―
村
人
の
芸
と
技
―
」
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館

「
清
瀬
の
あ
ゆ
み
」
写
真
展
を
終
え
て
　
　
　
　
清
瀬
市
郷
土
博
物
館

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
100
号
―
特
集
・
二
〇
世
紀
の
多
摩
―
の
発
行
　

　                 

　
　
　
　
　
　
　
　  (

財)

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

ハ
ン
ズ
オ
ン
展
示
「
さ
わ
ろ
う
・
わ
け
よ
う
・
い
ろ
ん
な
ど
き
・
土
器
」

の
試
み
を
通
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
郷
土
資
料
館

狭
山
丘
陵
市
民
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
和
市
立
郷
土
博
物
館

建
造
物
の
復
元
見
送
り
と
事
業
の
転
換
　
　
　
江
戸
東
京
た
て
も
の
園

赤
米
栽
培
を
館
事
業
に
生
か
す
た
め
の
試
行
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

耕
心
館
土
蔵
展
示
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
穂
町
社
会
教
育
施
設
耕
心
館

開
館
13
年
目
を
迎
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檜
原
村
郷
土
資
料
館

�《
武
蔵
野
文
化
協
会
》

武
蔵
野
　
第
77
巻
第
１
号  

00
年
11
月

特
集
　
武
蔵
野
の
考
古
学(

四)

―
い
ま
話
題
の
武
蔵
野
の
遺
跡
―

東
京
の
話
題
の
遺
跡

「
本
邦
考
古
学
ニ
ハ
最
樞
要
ナ
ル
一
貝
塚
」
中
里
貝
塚
の
成
果
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
谷
　
文
人

北
区
中
里
貝
塚
見
学
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
田
正
次
郎

東
村
山
市
下
宅
部
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
倉
石
　
広
太
・
長
尾
　
　
玲

下
宅
部
低
湿
地
遺
跡
と
周
辺
の
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
嶋
　
洋
一

中
世
葛
飾
の
要
「
葛
西
城
」
―
葛
西
城
築
城
か
ら
落
城
ま
で
―

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
　
榮
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 都史資料集成　 近代東京の歴史に関する待望のテーマ別資料集。

第1巻　日清戦争と東京 1 2  （第1分冊 ￥5,990　　第2分冊　￥5,250）

第2巻　東京市役所の誕生 ￥5,660

第 3巻　東京市街鉄道 ￥5,560

 東京市史稿　市街篇　 江戸東京に関する編年体の史料集。東京市街地の変遷発達を中心に史料収録。

第74～76／78～82品切れ。

第77 明治22年2月～同22年7月 ￥4,800 残部少 第85 明治26年2月～同26年5月 ￥2,630

第83 明治24年12月～同25年8月 ￥7,320 残部少 第86 明治26年5月～同26年12月 ￥3,190

第84 明治25年8月～同26年2月 ￥7,320 第87 明治27年1月～同27年7月 ￥5,850

 東京市史稿　産業篇　 江戸東京に関する編年体の史料集。江戸の産業経済を中心に史料収録。

第35 寛政2年10月～同3年4月 ￥7,320 残部少 第40　寛政6年9月～同8年6月 ￥5,850

第36 寛政3年4月～同3年8月 ￥6,380 残部少 第41　寛政8年7月～同9年10月 ￥5,450

第37 寛政3年8月～同4年閏2月 ￥6,520 第42　寛政9年11月～同11年正月 ￥5,390

第38 寛政4年3月～同4年12月 ￥5,050 第43　寛政11年2月～同12年5月 ￥5,450

第39 寛政5年正月～同6年8月 ￥6,380 第44　寛政12年 6月～享和2年2月 ￥5,080

 東京市史稿　篇別目次総覧　

　　　東京市史稿10篇163冊の全目次を篇巻別にまとめた篇別目次。1,305ぺージ。 ￥5,120

 東京市史稿　事項別目次索引

　　　11,600余の検索用事項を50音順に並べた事項別目次索引。1,415ぺージ。 ￥5,320

 都史紀要

東京都公文書館編さん有償刊行物案内

 　都庁第一本庁舎3階都民情報ルームで販売中。現金書留による郵送も行います。

 　　　　〒163-8001　東京都新宿区西新宿2-8-1（TEL　03-5388-2276）

❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇

❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇

❇❇
❇❇
❇❇
❇❇
❇❇
❇❇

❇❇
❇❇
❇❇
❇❇
❇❇
❇❇
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 都史紀要　 江戸東京の歴史に関する調査研究報告書。読み物としても面白い。B6判200ぺージ前後。

第  1 江戸から東京への展開 品切れ 第21 東京の中等教育１ ￥760

第  2 市中取締沿革 ￥1,080 第22 明治初年の自治体警察　番人制度 ￥750

第  3 銀座煉瓦街の建設 ￥1,300 第23 東京の中等教育2 ￥620

第  4 築地居留地 ￥2,050 第24 東京の中等教育3 ￥590

第  5 区制沿革 ￥870 第25 市区改正と品海築港計画 ￥600

第  6 東京府の前身　市政裁判所始末 ￥1,110 第26 佃島と白魚漁業 ￥670

第  7 七分積金 ￥1,220 第27 東京都の修史事業 ￥560

第  8 商法講習所 ￥1,090 第28 元禄の町 品切れ

第  9 東京の女子教育 ￥1,000 第29 内藤新宿 品切れ

第10 東京の大学 ￥1,230 第30 市制町村制と東京 品切れ

第11 東京の理科系大学 ￥1,100 第31 東京の水売り 品切れ

第12 江戸時代の八丈島 ￥960 第32 江戸の牛 品切れ

第13 明治初年の武家地処理問題 品切れ 第33 東京馬車鉄道 ￥930

第14 東京の幼稚園 ￥980 第34 江戸住宅事情 品切れ

第15 水道問題と三多摩編入 品切れ 第35 近代東京の渡船と一銭蒸汽 ￥930

第17 東京の各種学校 ￥1,040 第36 戦時下「都庁」の広報活動 ￥1,250

第18 東京の女子大学 品切れ 第37 江戸の葬送墓制 品切れ

第19 東京の初等教育 ￥910 第38 東京の歴史をつむぐ ￥1,060

第20 続・東京の初等教育 ￥890

 史料復刻　 東京都公文書館所蔵の江戸東京に関する基本史料の復刻。

　　　安永三年小間附　北方南方町鑑　上（北方）下（南方） 各￥1,130

西南北三多摩　境域変更通覧 ￥2,000

南伝馬町名主高野家　日記言上之控 ￥1,730

江戸東京問屋史料　諸問屋沿革誌 ￥2,550

江戸東京問屋史料　商事慣例調 ￥2,230

資料　東京都の学童疎開 ￥3,590

重宝録　第一 ￥5,310

重宝録　第二 ￥5,310



　１　公報目次検索データーベースについて

　（１）　目的と対象

東京都公文書館では、「東京都公報」のほか、東京都の前身である「警視庁東京府公報」

「東京市公報」といった公報類に関する問い合わせや閲覧が多く、また本来の史料編さん業

務においても、規則、条例等の法令を網羅している公報類は利用頻度の高い参考資料となっ

ている。

 佐藤　香織

公報目次データーベースの完成について

　―警視庁東京府公報・東京市公報検索の手引き
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ところが、公報は「警視庁東京府公報」「東京市公報」の件名合わせて約６万件もあり、

目次を見ながらその目的の件名にたどり着くまでには、膨大な調査時間を要することにな

る。こうした現状を踏まえて、平成１２年４月より公報の目次データーベースという検索

システムの作成に着手した。

公報目次データーベースの対象としたのは、「警視庁東京府公報」（明治２２年～昭和１８

年）、「東京市公報」（明治３１年～昭和１８年）、「東京都公報」（昭和１８年～現在）である。

このうち、「警視庁東京府公報」約４万２千件（内訳　警視庁１万３千件、東京府２万９千

件）、「東京市公報」の約２万件については、平成１２年から１３年にかけてデーターベース

化が終了したので、詳しく述べていきたい。

また、公報より前の時期の史料としては、「法令類纂」というものがあり、こちらもすで

にデーターベース化が完了している。「法令類纂」とは、明治元年から明治２２年までの国

の法令規則や東京府、警視庁関連の達、規則類を内容別に編さんしたものである。時代区

分によって第１法令類纂から第５法令類纂まであり、総件数は約２万２千件である。

　（２）　目次データーベース化の作業

公報目次データーベースを作成する作業は大きく三段階に分けて行った。

まず第一段階として、「警視庁東京府公報」「東京市公報」の目次を見ながら、一定の形式

に基づいて件名等を１件づつ入力していった。ソフトは桐を使用した。入力項目は、公報

名、法令番号、件名、年月日、年月日ソートで、次の例のような形式で入力を行うことと

した。

（「警視庁東京府公報」の入力例）

a.公報名 b.番号 c.件名 d.年月日 e.年月日ソート

警視庁東京府公報 警視庁訓令（１） 劇場取締規則中改正 明治２２年１月４日 ２２１０４

このうちb.番号では、警視庁訓令、告示、告諭あるいは東京府訓令、告示などの規範名

と番号を入力し、c.件名では公報の目次にある件名を入力した。e.年月日ソートは、明治、

大正、昭和という時期の区別をはっきりさせ、検索しやすくするためのもので、年月日を

表す６ケタ（例　明治２２年３月３日→２２０３０３）表示とし、明治はそのまま６ケタで入

力するが、大正の場合は頭に１を付けて入力し（例　大正１２年１０月５日→１１２１００５）、

昭和の場合は頭に２を付けて入力した（例　昭和５年２月１４日→２０５０２１４）。検索

する時は、a.から e.のどこからでも検索できるようにした。

また、入力作業全体を通して、漢字は常用の字体を使用し、カタカナ部分はひら仮名で

入力し、適宜濁点を付けることとで統一した（例　セサル件→せざる件）

第二段階としては、これらの入力が終了したデータから順次見直す作業を行った。これ

は、入力が終了したデータをプリントアウトし、入力作業をした本人以外の人が、原本で

ある「警視庁東京府公報」あるいは「東京市公報」と照らし合わせ、誤りがあった場合な
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どは赤エンピツで訂正をし、追加をするという作業である。

そして、第三段階として、この訂正を要するデータをすべて再入力した後に、「警視庁東

京府公報」と「東京市公報」のデーターベースを合体させ、「公報」という名前を付け、館

内ネットワーク上で検索可能とした。また、更に検索しやすくするために別表に基づい

て新たに分類作業を行うこととした（別表参照）。

　（３）　データーベースを使った場合の検索例

実際データーベースを使った場合の検索例をいくつか挙げてみる。

例１　「私立病院並び産院設立規則」という規則がいつ制定され、改正されたのか知り

　　　たいという質問を受けた場合

手順 1 公報目次データーベースの件名欄にカーソルを合わせ、行操作→絞り込みの順

　　　　　にクリックする。

　　 2絞り込み状態で比較式に「私立病院」と入力し、実行をクリックする。

　　 3年月日順に並べるため、年月日ソート欄にカーソルを合わせ、行操作→並び替

　　　　　えの順にクリックする。

　　 4 並べ替えの項目名に年月日ソートを選択し、実行をクリックする。

（公報目次データーベース　　手順 2）　　　
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（公報目次データーベース　　手順 4 ）

　結果 ・「私立病院」に該当するデータが１６件出てくる。
・明治２４年１０月１９日に「私立病院並産院設立規則」という探していた規
則がある。

・また明治２７年４月６日、明治２９年６月６日に規則の追加が登載されてい
ることがわかる。

・規則の詳しい内容は、原本を見て確認する。

例２　「自転車」に関する規則を調べる。

a  公報目次データーベースの件名欄にカーソルを合わせ、例１ 1～ 4 と同じ手順で絞 　

り込み、並び替えを行う。

　絞り込み状態の比較式には「自転車」と入力する。　　
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（公報目次データーベース　　例２の手順 4 ）

b  さらに、もっと古い規則があるか、法令類纂目次データベースを使って調べる。

（法令類纂目次データーベース）
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　結果 ・明治１０年代に４件の該当があった。
・公報目次データーベースと法令類纂目次データーベースで検索した結
果、明治、大正、昭和を通じて自転車は取締りの対象であったことが読み

とれる。

・明治期には課税の対象としてとらえられていたこともわかる。
・また、このデーターでは明治１０年以前には自転車についての規則がないた
め、明治初め頃はまだ自転車が普及していなかったことが推測できる。

例３　湯屋に関する規則を調べる

a  公報目次データーベースの件名欄にカーソルを合わせ、例１ 1 ～ 4 と同じ手順で絞り

込み、並び替えを行う。　

　絞り込み状態の比較式には「湯屋」と入力する。

（公報目次データーベース）
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b  さらに、「法令類纂」データーベースを使って、明治２１年以前の規則があるかどうか

調べる。

（法令類纂目次データーベース）

　結果 ・明治初め頃から湯屋についての規則が制定されていることがわかる。
・明治半ばからは営業に関する取締りが多いが、明治初め頃は裸体について
触れている。当時は他人に裸体をさらすことに対してあまり抵抗がなかっ

たことが推測できる。

c  公報目次データーベースと法令類纂目次データーベースの検索結果では、明治４年か

ら大正６年までの「湯屋」に関する規則が出てくる。大正６年以降には「湯屋」に関

するの規則はないのだろうか。大正６年以降の「湯屋」に関する規則についても調べ

てみる。

　もう一度公報目次データーベースで検索してみるが、「湯屋」では大正６年以降該当

がないので、「浴場」で絞り込む。
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（公報目次データーベース）

　結果 ・明治から大正６年までは「湯屋」取締規則であるが、大正６年以降は「浴場」
取締規則と名前が変わっている。

・明治、大正、昭和ともほぼ毎年のように取締規則が制定されていることが
わかる。

　（４）　公報目次データーベース化の意義

公報目次データーベースのメリットとしては、調査時間の短縮と流れのとらえやすさが

挙げられる。
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従来のように公報の目次を１件ずつあたって、「警視庁東京府公報」「東京市公報」「法

令類纂」約８万４千件の目次のなかから「自転車」「湯屋」に関する規則を探し出すこと

に比べて、目次データーベースを使ってキーワード検索することが圧倒的な時間の短縮に

つながっていることは確実である。また、（３）で例を挙げたように検索結果が一覧で出て

くるため、規則の改正、廃止の有無などもひと目でわかり、流れがとらえやすいといえる。

これらのメリットをもつ公報目次データーベースの活用方法としては、まず、閲覧に来

た人に窓口で利用してもらうこと、また本来の史料編さん業務の参考として使うことが挙

げられる。

そのほかに、もっとも活用頻度が高いものとして、レファレンス業務の参考として用い

ることが挙げられる。

公文書館におけるレファレンス業務とは、当館所蔵公文書や刊行物等の内容や利用に関

すること、また東京都の歴史や江戸東京に関することに対する様々な問い合わせや質問に

ついて調査、回答する仕事であり、その数は年間約５００件前後にのぼる。この業務の参

考としては、具体的には、（３）の例１に挙げた「私立病院並び産院設立に関する規則が

いつ出されたか調べてほしい。」といったような問い合わせを電話、ＦＡＸで受けた場合

などに、その答えを導く一環として公報目次データーベースを利用するような場合が多々

ある。

この公報目次データーベースは、館内利用のみにとどまっているのが現状だが、将来的

には当館ホームページで対外的にも情報を提供することなどにより、その利用価値はこれ

からますます高くなるものと考えられる。

２警視庁東京府公報と東京市公報

次に参考として公報の成立した背景について簡単に触れておく。

　　（１）　公告式の歴史

公告式とは法令規則を国民へ周知させる方法である。その目的は、公告式によって法令

規則等を国民なり、市民なりに周知せしめ、そしてその法令規則等に法的効果を生じさせ

ることである。

現在の公告式はどのようになっているのか東京都を例に挙げてみよう。

東京都公告式条例（昭和２７年　条例第１０号）

第２条の２　

条例の公布は、東京都公報に登載してこれを行う。但し、天災事変により東京都公報に

登載して公布することができないときは、都庁内の掲示場及び公衆の見易い場所に掲示

してこれにかえることができる。

第３条（登載事項）

公報は、東京都公告式条例、東京都告示式及び東京都訓令前行署名式及び令達式により
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定められた事項のほか、議会の議決事項及び重要な通達並びに東京都の機関の公告式等

により定められた事項を登載する。

第６条（配列順位）

公報に登載する事項の配列は、次のとおりとする。

一　条例

二　規則

三　訓令

四　告示

五　東京都の機関の公告式等により定められた事項

六　公告

七　議会の議決事項

八　通達

九　前号以外の事項

このように東京都では原則として、公報に載せることが公告式であるとされている。

ほかに区と市の例を挙げてみる。

豊島区公告式条例（昭和２５年　条例第４号）

第２条の２

条例の公布は、東京都豊島区役所の掲示場に掲示して、これを行う。

北区公告式条例（昭和２５年　条例第６号）

第２条の２

条例の公布は区役所門前掲示場に掲示してこれを行う。

　

西東京市公告式条例（平成１３年　条例第４号）

第２条の２

条例の公布は、別記の掲示場に掲示してこれを行う。

上の例のようにいずれも所定の掲示場に掲示することが公告式となっている。

これらの例からは、地方公共団体では条例等の法令を公報に登載すること、あるいは指

定の場所に掲示することで公告式としていることがわかる。

歴史的に振り返ってみると、江戸期には町奉行から出される町触という法令が、書面や

口頭で伝達されていた。

江戸の町方に出された法令は町触といい、町奉行から町年寄、町年寄から名主を通じて

町々へ伝達されていた。もう少し具体的に説明すると、町奉行が町年寄を内寄合に召喚し
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て伝え、町年寄は名主や月行事を自分の役所に集めて触れて知らせ、名主、月行事は支配内

の家主に伝達し、家主は店子に読み聞かせるという伝達経路が明暦の大火（１６５７年）後

確立されたという。

この背景には、町奉行の支配地が拡大していくなかで、従来のように各町の代表を町奉

行所に呼び集めて伝達する方式が不可能となったこと、またその一方で１７世紀半ばから

１８世紀初頭にかけて、町奉行を頂点とする町年寄、名主の町方支配機構が整備されてき

たことによる。

町触の伝達は、書面や口頭でなされた。口頭の場合は、口達書という覚書を与えた。こ

うした町触は十分に町々の末端まで行き渡らなかったため、町触の趣旨を行き渡らせるよ

うにとの触が出されたり、非常に稀な例であるが、町触を木版刷りにして一般に示すこと

によって町触の周知徹底を図った。また書面や口頭のほかに、特に重要あるいは特殊な法

令を公示する方法として、高札場に掲示する方法もあった。

例えば、鉄砲打に関するもの、キリシタンに関するものなど特に重要で永久的な高札は、

江戸に六か所あった大高札場に掲示されていた。大高札場のほかに、高札場が３５か所あり、

上水に関するもの、橋梁に関するもの、廻船に関するものなどそれぞれの場所の特殊性に

応じて、様々な内容のものが掲示された。

明治に入ると公告式はどのようになっていったのであろうか。その変遷をたどっておこ

う。

明治５年８月７日　本府布達

　市令活板頒行ノ件

明治６年２月４日　本府布達第５５号

　諸布告発令毎ニ人民熟知ノ為三十日掲示ノ件

明治６年３月５日　司法省第２７号達

　布達類裁判所門前並戸長宅前ヘ掲示ノ件

明治６年６月１３日　本府布達第２０４号公布

　布告巻冊ノ類ト雖ドモ尽ク掲示ノ件

明治８年９月１５日　第１６３号公達

　布告達頒布改正ノ件

明治９年３月２２日　本府第５４号

　布告書類傍訓ヲ加エ日報社ニテ印刷セシム

明治１３年１０月１１日　本府達乙第３８号

73

（11）

公報目次データベースの完成について



　区町村掲示ト新聞紙掲載トヲ以テ公布式ト定ム布達ニ付キ配付ノ部数其他取扱方ヲ心得

　　シム

このように掲示や印刷、配布、新聞といった様々な方法がとられるようになる。

　そして、明治１６年には太政官から官報が発行され、官報への登載が公告式となる。

　（２）　警視庁東京府公報

東京都の前身である東京府の公報としては、明治２２年１月から昭和１８年６月まで「警

視庁東京府公報」が発行された。

「警視庁東京府公報」発行以前の警視庁、東京府はそれぞれどのような公告式の方法を

とっていたのか確認しておこう。

警視庁の例

明治１３年１０月１６日警視署甲第４５号

　警視署布達並諸達自今区町村掲示ト新聞紙トヲ以テ公布式ト定ム

明治１６年６月３０日警視庁甲第１１号

　布達告示ハ官報ヲ以テ公布式ト改定

明治１９年１月７日警視庁甲第４号

　警視庁布達ハ官報ニ登載スルヲ以テ公布式トシ区町村ニ掲示セストス

東京府の例

明治１３年１０月１１日甲第１１９号本府達

　布告布達ヲ管内ニ示ス従前ノ手続ヲ廃シ更ニ区町村掲示ト新聞紙掲載トヲ以テ公布式

ト定ム但新聞紙ハ東京日々新聞読売新聞ノ二種中ニ公布ノ一覧ヲ設ク

明治１６年７月４日本府達丙第９７号

　当庁達官報ニ登載ト郡区役所戸長役場ヘ配付ヲ以テ公式トス

明治１９年１月４日府甲第１号

　本府布達告示ハ官報ニ登載スルヲ以テ公布式トス

明治１９年１月９日府甲第７号

　布告布達告示自今区町村ニ掲示セス

明治１９年１月９日府甲第８号

　本年甲第一号同第七号布達ニ付テハ官報ハ郡区役場ニ備置ク　
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以上のように、官報ができる明治１６年以前は区町村の掲示あるいは新聞による伝達方

法が主であった。官報ができてからは、明治２２年より「警視庁東京府公報」という題名

で官報の付録として発行されるが、のちには「警視庁公文」「東京府公文」という題名で

官報の本文に掲載されるようになった。そして明治３０年には官報への登載を廃止し、代

わりに同年４月１日より新聞に「警視庁公文」「東京府公文」として登載することで公告式

とした。

以下はその抜粋である。

官報　警視庁東京府及東京市公文より抜粋

明治３０年３月３１日警視庁令第１７号

警視庁令ハ本年四月一日ヨリ東京府下ニ於テ発行ノ毎日新聞及東京朝日新聞ニ登載ス

　　ルヲ以テ公布式ト定ム

明治３０年３月３１日　東京府令第６０号

当庁ヨリ発スル府令訓令告示等ノ公文ハ官報ヘノ掲載ノ処来ル四月一日以後府下発行

ノ新聞紙ニ掲載スルヲ以テ公布式ト定ム　

新聞紙名ハ別ニ告示ス

そして、明治３１年１０月からは官報や新聞への掲載ではなく、独立したかたちで「警視
い ほう

庁東京府公報」が発行されることとなる。その構成は公文と彙報からなり、公文欄は警視

庁公文（警視庁令、警視庁訓令など）と東京府公文（東京府令、東京府訓令など）の二本立

てであった。

なぜ、警視庁東京府が連名かというと、当時他の府県では府知事、県知事の下に警察部

長がいるという組織構成で、警察は県の下にあったが、東京府と警視庁は全く別組織で独

立しており、しかも警視庁の方が格上であったことから「警視庁東京府公報」という連名

になったのである。

　（３）　東京市公報

明治２１年東京市が始まってから、明治３０年初めまで、市の公告式は「東京市に関す

る公告文」という題号で、内閣官報局発行の官報附録である「警視庁東京府公報」の中に

時々掲載される程度のものであった。

明治３０年４月１日から「警視庁東京府公報」が官報付録として発行されないこととなっ

たので、「東京市公文」という名目で、警視庁及東京府公文と一緒に登載発表されること

になり、当時の新聞紙毎日、読売、都の三新聞の附録として小冊が発行された。

明治３３年８月１日からは警視庁及東京府公文との共同発表制度を廃止し、同時に「東

京市公文」を改題して「東京市公報」と称し、国民新聞附録として単独に発行することに
い ほう

なった。登載事項は公文、彙報、公告等に分れ形態を整えた。

そして、大正５年７月５日には従来の日刊新聞附録の制度が廃止され、独立の東京市公
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報を発行するための根本規程である東京市公報発行規程が制定された。

東京市公告式条例（大正5年東京市条例第四号）

　本市公告式ハ市役所ニ於テ発行スル東京市公報ニ掲載スルヲ以テ公告式トス

附則　本条例ハ発布ノ日ヨリ之ヲ施行ス

しかし、この条例は大正５年７月５日東京毎日新聞１４７８８号附録東京市公報第４９０号に

掲載されたため、独立した形の東京市公報第１号は同月８日に発行されたものになる。

大正５年７月８日発行された東京市公報第１号は、告示、彙報、公告の３部に分かれ、告

示としては大正５年度の水道、電気、鉄道事業の追加予算の要領、彙報としては公庁事項

として吏員の改正届及び死亡、ニュースとしては市参事会の例会日や、市民講演会の状況

などが登載されていた。

　発行事務は内記課が掌り、毎週水、土の２回発行し、頁数に定めはなく、定価もなかった。

その後、大正１３年１２月１０日に公報発行規程が改正され、登載順序の確定がなされ、

また発行回数は毎週火、木、土の３回となった。

東京市公報発行規程の一部を改正する規程（大正13年東京市訓令第57号）

　東京市公報発行規程左の通改正ス

第一条　市公報登載事項及其ノ登載順序左ノ如シ

　一、 条例欄

　二、 規則欄

　三、 告諭欄

　四、 告示欄

　五、 訓令欄

　六、 通牒及成規欄

　七、 辞令欄

　八、 彙報欄

　九、 公告欄

　十、 広告欄

第二条　条例、規則、規程、訓令、通牒等ヲ改正スル場合ニ於テハ改正ノ要領ヲ示スニ

　　　　　足ル旧規定等ヲ参照トシテ掲載スヘシ

第三条　市公報ハ毎週三回火曜日、木曜日、土曜日之ヲ発行ス但シ必要ニ依リ休刊又ハ

　　　　　臨時発行スルコトアルヘシ

第四条　各局、課其ノ他廨長ハ市公報報告主任ヲ設置スヘシ

第五条　市公報報告主任ハ其ノ局、課長ノ他廨ニ属スル市公報登載事項ヲ所定ノ原稿用

　　　　　紙ニ記載シ所属局、課長其ノ他廨長検印ヲ受ケ遅滞ナク庶務課ニ送付スヘシ

　　　　登載事項ハ緩急ヲ測リ順次之ヲ登載シ分載スルコトアルヘシ

明治、大正期を通じて形式内容は官報式であり、大衆性が非常に稀薄であったので、市

公報の普及を目標とする内容改善の計画が進められ、画期的改革が昭和に入って行われ

た。その第１号が昭和３年１月５日の１４６６号である。

四六倍版１６頁とされ、表紙に口絵として市制に関係ある写真などが登載されるように
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なった。次に、研究論文、公文及辞令、市事業紹介、内外都市事情、統計諸表、区のニュ

ース、市民の声、公告の順で編さんされた。定価は１部５銭であった。　

編さん方針も大幅に改められた

　１　本公報は市役所と市民との連繋機関であり、公民教育の機関であり、市民共有の

　　　　機関たらんことを期する

　２　文章字句を出来る限り平明にする

　３　東京市民が公民として知らねばならぬ事柄は細大となく登載する

　４　記事の正確を期し予測記事や観測記事を避ける

　５　興味記事、評論的記事をも載せる

　６　一般市民の投書寄書を歓迎する

　７　市民の便利となる事柄は図表小冊子等に纏めて附録とする

そしてまた昭和１４年に大幅な改正がなされ、同年４月から東京市公報の掲載内容は公

文、公告及び統計のみとなり、市政の解説、市政ニュース、区政、町会ニュースといった

大衆性の濃いものは新たに刊行された「市政週報」に引き継がれることになった。

発行回数については、東京市公報は従来通り週３回、市政週報は週１回毎週土曜日に発

行されることになった。市政週報が発行となった背景には、戦争により、これまでの東京

市公報に代表される公報活動では、激変する社会情勢に十分対応できなくなり、新たに非

常時局における市民のニーズにこたえる目的ということが挙げられる。

東京市公報、市政週報それぞれの発行については、それぞれが新しい形で発行された後

の昭和１４年６月１７日の東京市公報に発行規程が掲載されているので抜粋しておく。

東京市公報発行規程（東京市訓令甲第７０号）

　第１条　東京市公報ノ登載事項左ノ如シ

　　一　条例

　　二　規則

　　三　告諭

　　四　告示

　　五　訓令

　　六　通牒及成規

　　七　辞令

　　八　公告

　　九　彙報

市政週報発行規程（東京市訓令甲第７１号）

　第１条　市政週報ハ市政ノ解説、紹介其ノ他一般市政ニ関スル記事ヲ登載ス
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　（４）　まとめ

　

現在の東京都公報になるまでの流れをまとめると、江戸期には書面や口頭という伝達方

式をとっていたが、明治期以降は掲示、新聞、官報等の伝達方式が混在し、時期によって

その方法も異なる。登載する内容については、「東京市公報」などは、昭和に入って大衆

性の濃いニュースを掲載する方針をとった時期などもあったが、最終的に条例、規則、訓

令、告示、通達を中心とした現在の東京都公報のような形式になっていったといえる。
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警視庁東京府公報分類表

第１類　総規
第１章 公布式
第２章 処務、文書　
第３章 褒賞　
第４章 （総規）雑

第２類　帝国議会

第３類　地方制度
第１章 府
第２章 市町村（通則）　

　　　　 市町村（市町村会）
　　　　 市町村（吏員）
　　　　 市町村（財務）

第３章 島（通則）
島（町村会）
島（吏員）
島（財務）
島（雑）

第４章 水利組合
第５章 （地方制度）雑

第４類　財務　
第１章 国費
第２章 府費（府会計、府金庫）

府費（府税、賦金）
府費（収入、支出）
府費（物品会計、府有財産）
府費（俸給、旅費、諸給）
府費（恩給）

第５類　社会事業
第１章 （社会事業）通則
第２章 職業紹介
第３章 住宅組合
第４章 救護
第５章 少年救護、児童保護、母子保護、戦時災害保険
第６章 健康保険
第７章 健康相談所、結核予防施設調査会、保健所
第８章 共済組合
第９章 （社会事業）雑

第６類　土木、地理
第１章 （土木地理）通則
第２章 工事
第３章　
第４章 道路、橋梁
第５章 河川、港湾
第６章 土地、水面　
第７章 史跡名勝天然記念物

第７類　社寺、宗教

第８類　兵事

第９類　学務　
第１章 御真影、勅語
第２章 （学務）通則
第３章 国民学校
第４章 中学校、高等女学校
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第５章 師範学校
第６章 実業学校
第７章 高等学校
第７章の２ 盲学校、聾唖学校
第８章 私立学校
第８章の２ 青年学校
第８章の３ 幼稚園
第８章の４ 社会教育
第９章 職員
第１０章 生徒
第１１章 学校衛生
第１２章 教育費
第１３章 （学務）雑

第10類　産業
第１章 農業
第２章 肥料　
第３章 害虫駆除
第４章 耕地整理、土地区画整理、農地調整
第５章 蚕糸業
第６章 畜産、獣医、装蹄師
第７章 森林
第８章 水産
第９章 商工
第１０章 度量衡
第１１章 博覧会、共進会
第１２章 組合
第１３章 船舶
第１４章 渡航、移住
第１５章 気象、観測
第１６章 （産業）雑

第11類　警務
第１章 （警視庁）事務章程
第２章 （警視庁）管轄及び配置
第３章 （警視庁）徽章及び服制
第４章 （警視庁）服務
第５章 （警視庁）身分
第６章 （警視庁）会計
第７章 高等警察（集会結社及び演説）　高等警察（出版物）
第８章 （警務）雑

第12類　保安
第１章 安寧　
第２章 営業
第３章 風俗
第４章 交通
第５章 工場
第６章 司法

第13類　衛生
第１章 医事
第２章 薬事
第３章 飲食物
第４章 伝染病予防
第５章 汚物、下水
第６章 屠畜、獣疫、斃獣
第７章 墓地、埋火葬

第14類　統計、報告
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